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曾 告

創立満十五年記念事業第二期計董に就て

我日本建築協舎は五IJ 立満十五年記念事業として H

大美野田問者 ｬ￭ Ｍ ｉＡ ￮ 住宅ｉＧｾ年賀曾 、 住み良い家の展覧合 、 通俗建築大計弘前合 、 建築巡

問締出合、記念祝賀大合其他見撃に 出版に大今的各糧事業を遂行し何れも牢に

多大の御同情念以て好成績を得ましに段は本舎の最も) 故事とし 、多謝する次第

であります。

就ては橡て御披露致しまし 1: 通事[ 春と共に引縦き記念事業第二期計査として F

詑の通開催の橡定であります糞〈は大方各位の熱心なる御賛助 と懇 切なる御後

援に f去り最も有意義に有終の美を修 めえこと を熱望する ものであります。

ト 阪和沿線上野芝に於ける住宅博覧曾開催

2. 京阪沿線千里山に於ける住宅博覧曾開催

3， 建 築 巡 回 講 演 舎 の 開 催

4.  東京. 満州其の他の見皐旗行

5- 国 書 の 出 版

6. 建 築 曾 館 建 : 設 の 企 重

品t r!剖

法 人

昭 和 8 ｾ＠ 2 月

日 本 建 築 協 曾



r  - 1- rrt=: - ; : l : 〓h 庇 斤三全国 オ て 臣室目 τ I f 五 偽 る ム 官 庁 荘 必 i  

ノ、欧 IIJ ｾＱ 払只一日 〆すＺ幽衣 ｊｊ 教れも多野猿［ i  

本合創立櫛 Ｑ Ｍ 五 年記 念、 ｴｈｬ ， 長の第二衣として「大阪市地質調査問表 ｊｾ 後 刊 するこ '  

と〉し 1: 。

本書' は本合常設 の災害強度委員舎が数年に亘って苦心調官蒐集し ? こ資料を輯録

して一本に纏め1: もので 、他に問問の刊行物 なく がj に斯界 に於ける常異 的出版

でめる。 この出版 に際して本曾としては凡りる 知に於 て多大 の犠牲 を羽1¥つ仁も

のでみるが 、 しかも 向上梓 し仁る所以のものは 、土木建築関係者が計j1に常/ )

Ｇｬ［ｾＮ に必要快〈べ から さー る も のでめ り、叉容易に月 ｲｲ 裂 のものを調 査し符ると 云ふ

貨に簡便にして 、斯界 にとり稗盆佐] i からざるものと信じ fこからである o

こ〉に 橡約期間 営設け 、こ の期間中 の 申込に限り別記の通り特債 を以て宏〈頒

つこ とにし 七、 この低廉なる特伎は、第一次記念出 l抵の「性宅! 詰i案集」が非7i? に

好評で珠想外 の殻行部数に上つ 1: ので 、その利刊 を木書に性ぎ込んで編纂し仁

る1: めで、官費以下 に提供出来 ること を私に 喜んで居ります o

本書御希望 の向は衣 の規定お 合みの 上、 どしどし御申込 Jj: 願ひます o なは前 n

孫約を殻表するや多数の 時i 込があっ? こがまに申込洩れのプJ の fこめに二 月二十八

円まで期聞 を延長しまし ?こ。。

昭 和 八 年 一 月

;占禁き22 記 念 出 版 委 員 令

? 象 約 規 定

l m 裁

1 用 紙

1 . 定 債

1 諜約特償

1 申 込 金

1.  t象約期間

四六倍版、国版 150 11日

クロース装柏 上製図入

上質印刷紙

一部 3関50 塗 料 12 銭

A 一部 2闘50 ( 外に送車l 12銭) 本合員にして保約

期間中の御申; みの者に限る

B 一部 3関00 ( 外 lこ;与が1. 1211) 一般の人 にして設

約期間中 の御申込の者に 限 る

不 要

昭和 8 年 2 月 28 日迄 o脱 却 調 延 期 〉

殺 行 所 白 木 建 築 協 合

大 阪 市 北 1夜 中 之 K，) 朝 日 Lごノι 4 階



日本趣昧を

基調とせる

本警は我閣で昭和五年から本年にかけて

募集された東京拘物館を始め問大建築懸

賞首選闘案ー及募集規定を網羅編纂したも

のでまうる。とれ等の首選闘案はととわる

までもなく我岡に於て富に一大ヱポツク

をiilj り執れも日本趣味を基調とした所に

その判長があらう。身共生諸:1'¥-、建築家及
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: ( 担問:

日米特許一二個・賃用新案登録四六個併用

フに野露え陽災鋒よみ- p
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白 木 屋 百 貨 応 火 災 の 教 訓i

池田 賓

奮11長 16 ｒ の 東 京 日本橋ｾに於 り る白木 犀 百貨府 の 火 災は 、富に稀有 の 大災害 の ー とし

てったいに世人 の作意 をl喚起き しに 過去に 於 て 百 貨Ｉｾ， Ｚ ［Ｉ［ｬＺＺ の 他 の災 害 の 大なるも のは 政て僅

少で なかっfこが、最も f{1意す べ き事項は、税近大建築の錠 k 士曾 JJII しつ〉 あ る傾向に就て v

ある 。 ｾＨ Ｑ ｾ 、所では東京耐 ｲＡ ｩｊ 到に於 け る東明館 ｲ ｗ ｊ 工場Ｉに於げる火 災 共他、 京 都 高 島 屋 、東 京 新

宿に於げる J( まていや」の火災などを 刷 ると 、全閣を通じて共数の極めて僅少なる 百貸出と

しては、火災容は極めて大なるも の と言はなげればならぬ口而] して共の護火の原因が「セ

ルロイド 」製玩具を極 めて多量に土fh萌 しあっ 1: ことに想主IJすると 、種 k なる方面に考慮を

要するも のがあると思ふ。「セ ル ロイドJ 製品は大阪府令危険物取締規則に於て 、 その貯臓

に闘し. 古17動諸民の「 フィ ルム」の貯蔵にさへ仲 k 厳重に制限せ られてゐる位である から 、

多量の「セ ル ロイド」玩具 を貯擁 叉は陳列等の底理を翁す場合に於ても亦同規則に依って 陪

震に取締 らるべき 筈の ものである D 而し従来は百貨 lょに於り る「セルロイド」玩具に就ては

同規則の遮用上、高己むを?得ざるも の として徐りに克大の虞世主? とり来つ1: 欠陥がめつに

のではなか らうか。

o  

叉更に I明治 35 年 6 片 2 日大阪府令第 56 批の勤商場 l伐新規J"J な るも のがあ る。 これに依

ると担j 商場の代置のjJ llJ 院として前l岡迅i路市h1員 は 3 r: :1以上 とし、全然入口と出口 を匡分し 、

場内 の道路幅 t;- 5  ) ミ以上と定 め、階段の数及び帆を規 定し、客の通過する 流 れを一定せし

めて 、或 は逆行し交通の況 雑なから しめんことをも理荘! とし、共の他非常口、使所 、電燈

の配置等を も制限して居る 。其着HR貼については大に参考 とすべきも のであるコ最も勘商

場[ ま共の後除り 殻遼せ十して 、僅か に一、こ その遺跡i t;- 留 め るに過ぎない現欣である 。

而し今 日の百貨庖なるも のは、過 去のi凶商壌と比較して見るに 、場内に於りる各賀高の

営業主 を- - k 具にせる情況は相違せるも 、多種多様の商品を IW列して大衆の日i客t ; - 牧容す

る馳より見れば 、現在の百貸出は過去の勘商場の数十倍又は数百倍の大規模なるも の を?見

ることが/ 11来る。明治年間に於て規棋の極めて ノl、なる勅PJ J場に劃して桃はれた大なる注意

が大正 、昭和に於げ る大 k 的規模の百貨庖に謝して 、何等注意が梯はれてゐないことは誠

に怪訪な現象と云はなければな らぬ。従来多衆を牧容する建築物にして 、或パ= ツクに際

して最も危険容の 高いとされに皮IJ場叉は活動諸民館の規模、内容即 ち延坪. 槻客定員 、階

1攻、場内 の複雑程度営以ってして 、 これを現代大規模なる百貨庖と 比較して見よ 、 その延

坪に於て牧容顧客人員 、階数、並に各種商品 のよ[1:積、通路の複雑情態等を考慮する とき、



1 1 2  

寄人は公衆用建築物として百貨出は現代に於りる最も災害危険容の最高峰にあるも の と断

定して憎からないのである。

。

ー商 lこ於 て、百貨応の耐民耐火なる建築物に劃する一般の誤解叉は誤信 のあっ fこことも

見逃 すこと の 出 来ない事世の一つであらう。耐 謹 建築物とは地ｾに ｩｬｬ 遇して 、 共 の 建築物

は破壊 、倒壊等の危険なきことを意味するも のであって 、決 して地謡に際して何等の民jJ]jJ

もな〈 、何 等の 災害 も受〈ることなしと 云ふの品 味ではない。そ れと問機に耐火建築物と

は大火に遭遇するも焼失ー その建築物自惜がt然焼し叉は焼り孫つる等の災害なきこと を章

味するものであって 、決して耐火建築物に於ては火災の起ることなしと云ふこ主を料味す

るものではない。殊に耐正耐火建築物と! i ! f I も 、大いに考慮を要すべきことは . パニツクに

際して 、 多裁の人 ｊ 々が恐怖 心 に脳 ら れ周章狼 ｕ ｬ する 。 こ の 通有性を ｉｾ ｾ ｩ 却することは出司えな

い。 凡 ゆる場合に於げる災筈をして大ならしむる主悶は 、この 人聞の心理的作J-i j の樹高ll に

存在するのである。 それと同時に耐主目耐火建築物は建築物の堅牢 . 安定のみを目棋とする

が如きは 、大なる 誤解 、誤信 と云はなげればな らぬコ Irj. 言 すれば耐ぷ耐火建禁物の 日慨は

建築物自植に のみ止. ま らす' ・これに包容する生命 、財産の保安 、防衛にあること を忘却し

ではならぬ z

o  

市街地建築物法が 、質方面されて早〈も十徐年に達し1: 。同法に恭 〈勅令 、省令等は一般

的の制限であって . 而して各種の特種建築物に閲する規定に就ては法第 14 僚に基いて過

賞なる規定を設〈る のftl i限が主務大臣に興へ られて ゐる。然るに僅かに法第 14 伐に基〈

特殊建築物i耐火構出規 ((IJめるに過ぎすして 、1fl なる 同H火f I ' . ¥: 逝以外各種半年臨建築物の重要な

る1tlJ 限を逸して居る D これは内務堂品の志慢と云って 主主支へないと思ふ。吾人はこ の究室ー

なる白木 屋 百貨 ｊ［ｾ Ｚ 火 災の教，［ 川に 刷 て 、 此 際 至急 ｉ に法 ｴｉｾ 1 - 1 僚に基〈特種建築物の規則の制

定せられん こ とを切望して己まなし、。我日本建築協合は 、去る 12 月初日内務大国に劃す

る建議書 をお庭電迭してそ の促進に努力し、なほ') ｉ 絞き ｩ 苛 ニ 京 ｲ｡ ｾ よる調布研 究 に波頭してゐる

のである。

。

ー商に於て行 首府が徐りに客引のみに専念して 、非常時 災害に針する注意の閑却せられ

てゐる知人例へば階段の併放、 屋上に於 け るライオン のれEi 室、避難設備の欠如 、消火施設

の遺憾等に思ひ到るとき 、建築設計者側に於け る考慮と 、百貨応主の客引 本I江の意見のみ

に捉はれて 、他簡に於りる災害防 11二、i控雌等の設備に就て注意の欠陥し易き傾向を防止す

る上に於て 、叉は弧制する 上に於て 、&、す' や法令の 力及び建築E査官官のき子力に侠つ べ きも

の多大なるを思ふ。 なほ建築物の護展と消防機闘の進歩と の聞に於て 、甚しき 組舗 あるは

現代に於ける我閑凡ゆる方聞に於ける、岐行文明 の扶露の一つであって 、なほ消防方策の

根本的改善に就ても相官，也見を有するが 、後日夏 めてこれを披涯する。



防 火
も〉

避 難
も〉

村- 野 藤

fTて、 シカゴの消防部技(:ili 長であっ7二、ジョン ・プラ ンと 云ふ 人は 、消防の最高限度を

6- -7併 と断言して 、高居建築の消防にサ 3を投げ、x 、同じ消防} 郊の程表するところによ

れば、建物を外部より消火し得る限度は 8 階迄?ごと 云っ て居るが、世界ーの消防機闘を有

すと栴せられる シカゴ市の消防部すら 、此の歎聾をIllJ < とすれば、先づ消防能 力の段高限

度を 7 階内外と思って発支な い犠である " 而 し乍ら . それで も建物はぐんぐん高〈なるし

又、吾川ム近頃の陣天楼について 、此の極の危険に f此傑して特別な工夫を施されて肘る

事を注意 して見＿こ 事がなし、。とれば恐ら く 、 吾 ｫ 力 ［ＱＡＡｾ 智である矯めばかりではな し 建築

術と 、建築材料の鑓化と、 その進歩を; 白、味して居るからであると思はれる。建物はそのi -Wt

iti と非常の速報とによって災害を強防し、叉 、之れを極限する事・が出米るのであ る。 人の

感受が 、銭に 印刷 し仁木目から 、 *の香' e!:感 じ得る程度に鐙化し. 美の感受が耐へ得 られ

きへすれば建物を軍 艦の様 に ｾＩｊＩＨ 的 にする事は ｬ ￫Ｎ程岡純ではなし、 口 数十階の建物は程度の

義 こそあれ、一様に総械の様な建築でもあり 、此のなかに暮す人達は 、皆一段に、天閣の

なかにあって機械のうちに生活し得る 人達Tごとも考へらる。つまり 、消防が有効である以

上 に、建物自身を 防火的 fc i 1 1 って居るからではないか。

- ・. .  .  
建物が、 「め 組 」の 勇 み は ｴ ｾ ＧＨ 二信慨し Ｎ 木やり節を＿聞いてるうちは 、 火 事は一種の整備で

あっ fこし、建物はk 害に劃して 、無防禦の時代でもあっ t=。そして吾々はし 、つも、火災に

劃してノj、心であり 、叉臆病であつに のである。而しながら 、今 日吾 k の頑 l立、稀有の火 災

と帰せらる〉白木屈の火llf . Ｇ･見 てさへ、怖る〉前 ｬ とその ｪ 京国を研究し 、 その結ｾ・を批 判す

る迄にもさ化しに司王を? 思ふ。 これはしかし 、建築術l亡於りる進歩を 、又 、建築に釘する 、ゃ;-

k の考への開きを立 l沫するも の と云ってよし、。今更ら 何 を考へ ，1( '1 ' e 施す可きで あら うか。

若手州立依然 として 、願' 容の こ とを考へ . 利便と繁栄の問題を考へ紐 げる コ此の考へはIIU

し、繁栄に吸 k Ｑ］ るが故ではなし、。吾 ｫ の 建築術が 、 少な くとも者 ｫ の ｗ ｟Ｆ が進歩して 、 ｾｪ 乙

符の大なる割合I ' L . J京凶の翠純友る事と 、建物の防火構造に到す る常識が普〆凶して居 るから

fごとも思へる 。白木星の火災は一般の 人達 lと何の印象を興へ 1=か、此の印象が百 貨山内に

於ける、防火砲 設の上 に何 の 反 Ｑｉ Ｙｾ Ｇ･ 求 めるか 、 ＨｉＧ ｊ 金ＱＮＡＮ ｦ ょ ｫ するでゐらうか Ｎ Ｎ ， 日々 の 興 ＱＱｾ く は 依

然 として、顧客の 心理が中 心問題 である。

口

建築製舎は 、先に 、百貨j占の防火砲誌に闘する意見沓ーを内務大臣に建議し . 現に本協合

3 川
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に於ても 折frJ 考究中である 、共の

内容は次のi l l ! りである。

1 防火hl _[ ;!tij

2 階段室の防火設備

3 避難階段の設置

4 昇降路 、自動階段等の 1) 月口音1¥

の防火設備

5 窓の柿也

6 天井吹抜の制限

l ・東京白木賊災寄軍事長 西 南 隅 よ り眺 め た る 全 景 Ｗ 責場通路の ｊｲ ｾ ￼ＺＪ

11 4  

8 避難用具の設備 9 消火栓及共の他消火設備の整備

]  0  -I ! ルロイド製品其の他づ|火性物品の取締 .J; U 二

これは恐ら し 今同の火 災を動機として建築家の意見を代表し之れを要約しにものと云っ

てもよし、。而しなが ら、之等の施設を完備しにとしても、之れを以て、災害に劃 してビル

ヂングの女n¥、効果的になり 、此の危険が全〈併消せらる〉ものとも考へ得られな い。

之等の 問題は以前から論議せ られた事であって 、か〉る常識的な防火施設が簡単に行 は

れないと ころに 、百貨出建築の悩み があ るとも考へられる のである。 例へば、 昇降路の防

火構造にしても 、ヱレベ ーターになれぬ顧客はアメ リカ の如〈 単純には行〈まいし. 叉、

府l答: の性質を考へれば、な かなか困難な問題でもある。非常の場合の故陣などを考へれば

限りな〈心配の種がつきぬ。 吹抜の問題にしても、現にベルリン のカルシタツ ト百貨庖の

如〈 、比較的新らしし、建物さへも股する事が出来な いで居る位である 。 早!見アメ リカの様

になる か も知れない が、急: に改躍 する事は困難ではな し、かと思はれる ー現に、各百貨自力 2

之れを如何に 有効に 利用さ れて居るかを考へて見れば 、 その存肢は相首の議論が成る D セ

ルロ イ ドカ; 危険Tごとしても 、内に、勝え易 き品物 が山積して居るし 、陳列、販費、装飾の

方法カヘ アメ リカの如I ¥統制的に表はれて居 7よい以上 、建築防火の問題は先づ、経営上の

問題とそ の方策が問題となる のではあるまいか。要するに 、防火施設が 、資際の問題とな

っては . 消極的になる事は止むを得ない傾 向である。 何 れにせよ 、日本の現献では 、建 築

上改良す可き結が ある にしても、之れを徹底せ しむる 事はビルデイングの女n¥翠純には行

はれなし、し、謂んや消防能力の問題などを考へれば 、建物 を防火的に徹底せしなる事は非

常に困難ではないか と思はれる が故に、ヰf ろ、建物の避難施設の完全を期する方が長も 寄与

易であり且つ最も経済的ではあ るまし、 lJ' 。建築製舎の意見書の うちから吾々は 、此の鮎を

重視する。



百 貨 庖 の災 害 防 止 設 備 につ いて

中 津 誠 一 郎

は し が き

昨年 12 月 16 円午i J i i ｈ 時 ＲＳ 分 、 術者 ＱＱ 白木屋百貨Ａ古Ｑ［ｦｾ 4 階「セルロ イ ド_j ｦ［ｾ具主主場より強

火しに火災は 、強火階 fこる 4 階に於てドl' l 止する こと が出栄子 、5・6・7 の上階全部を焼き識

す に 至 札 死 者 14 名、重傷者 -18 名. 11日i《傷 者 80 名を算し、耐火建築に劃する信樹が .其の

設備の之 に伴はさ' る が震に、或は一般に危倶の念を懐かせ fこる かの感あるは甚? ご遺憾であ

るD 之の護火時fこるや開庖直後であって凪ー客人員多からす¥ 約 200 名と糾せられる時であ

って、 斯の主nしと すれば l 日平均 ] 30，000 徐入 、常時 25，000 の顧客と庖員を牧容せる白木

屋が . 其の最悪なる場合を想像すれば 、自ら1栄然1こらさ' るを得ぬものがあらう口百貨 l苫は

近代都市の副産物であって、質に目 '児しい張展を遂げて今 日に及んに。都市人はし 、ふまで

もな し 共の近郊地よ り或は速 <11 : 付加の地より都市に* るもの〉鴬にーの大なる誘蛾路で

あり 、手近にして常設的なる博122合場である o 殊に姉ム-子の衣Hほと食事に到する絶好の享

紫場でもある口か 〈して都市の持つ魅惑は 、叉百貨出 の それであって 、百貨! 山の災害が者I1

7↑i 人に 反映す る影響は腕 〈且つ傑 〈被害亦甚大であるといはねばならぬo

大阪 に於いて は、 1 日約 400，000 の人が百貨庖に出入するであらうと想像出米ると すれ

ば 、 ［Ｇ￬ 行部白木屋の災害は大阪に於いて決して封 ｬ ｩＪ の火 ｾ， ｲ ｩＡｑ する詳には行かなし、 。 Ｑ Ｒ )-j  20 日

日本建築協合より内務大間に宛てられ fこ建議は 、百 貨IJi 建築の緋ili 設備 . 其の他の規)(I J を

市街地建築物法第 14 僚により殻羽Jせ られんことを要望 しにものであって 、大いに jぷt ' l'iJ 

〈し賛Qr t ' 表するも のである 。 内務省、では特殊建築物耐火構i 1 ! t 焼則を改正して間に合せよ

うとするかも知れないが . 此の際としては新省令の稜有力4是非必要であらうと思ふ。

12 月 初 日 、建築・型合より内務大臣に宛てに建議は、大館 百貨l占建築への考案すべ き組

問を捉ら へ、 具惜的に述べられてゐる。之らを 'Fj ‘ 子として内務省令の登布を見、漸次、他

の多 〈の公衆用t' i殊建築物に封し、共の構造設備に附する規定が護衛 さるる ならば都市の

公安維持の震得る EE極めて大であって 、叉時機に過しに施設であらうと思ふ。

大阪府に於いても 12 月 初 日、百貨庖各位の来腐を煩はし . 懇談した ことは別項の通り

であるが、向二三を述べて大方の 御教示 を得度い と思ふ。

百貨庖建築の構浩設備について考慮すべき勲 、災筈防止の見地よ り百貨庖建築の設備に

ついて、考慮を錦ふべき鉱は如何なるも のか 、 ゑ ｪ 論 ￯Ｓ Ｑｾ 自の生命 とするとこ ろを 殺すこと

は考へも のであるが、 その程度如何によっては、多少の犠牲を挑ふことも災害防止の上か

5  11 
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ら己むを得す' と見なげればなら

ぬ烈i もあらうと思ふ。

村守逝設備の完備と共に 、人的

訓練の必要なるは 、今次の災害

に於いても多〈を 教へられてゐ

るD 故に設備と人的 dJII 練とは雨

k 相侠つべきことをポJ:j:Jt:とし

1 消 火又は防火設備に| 制する

事項

2 ・東京白木殿災筈篤良 酋 flll) 外壁

2 避難設備に 附する事項

11 6  

に付いて所 ｊ 惑を述べ Ｎ 大阪 市内に ｽｪｾ ける百貨 ｬ 左の現Ｉ伏を記し て見ることにする 。

1 . 消 火 並 に 防 火 設 備

イ 即 時 消 火 と 逼 報

強火の場所に於し、て 、即時消火する設備としては消火器、消火用具 、「ス プリンク ラー」、

「ドレンチャ ーJ . rハ イド ラン ト」等を挙げることが出来る。 j宵，1( 用具と郁する中には1沙、倒

水等を考へて ゐる口リ |火性物品のある場所には特に砂の用 留をなすべきである。此らの設

備は、特に 、之を使用する人的訓練が必要であることはいふまでもないが 、「スプリンクラ

ー」については .平常の「インスペク トJI ハ イド ラン ト」に付 いては「ホース 」の保存廃世と給

水装置に闘し大いに考慮を抑ふ要がある o I! il 屋上に相官;の7 k t留を常備し. 且此の7 k の減少

により自然に地下室よ り水道又は井戸 の7k を干II i 給する の設備 、並に「ハイドラント 」等は可

成ホ ー ス の 結合により、 他 の動作をｾせ守して給水し得るの設備等が必嬰であろう。

向、防火被月以. 防煙マスクを備へることもし、ぃ。

即 時消火の設備についで考へられねばならぬのは 、 火災報ｾ， ｉ ｬ 機 である 。 火事は最初の Ｕ

分が重要であって、府内に専門 の泊、火士を置〈ことも必要であるが、亦消防有への通報も

最も必要であろう o 能美式の火 災報知機も其の電気的調節と塗料による感度の減退を刷版

して置〈ならば有効であろう o 殊に之を地下室等の件報盤に知らす のみ なら1 " 消防判へ直

結することが望ましし、。 この将幸IXにより扱接絡を通じて各階の消火動員 を馬 し兼ねて避難

の誘導を話し得る。

消防機闘のなJJ 力を張主li せしむる上に於て消火稔取付部分 にはポンプの「ホ ース」に結合し

得る口筏の 口金を設〈ること 、叉「スタンド ・パイプ」の屋外齢出連結口 (サ イアミーズ ・コ

ンネクシヨン) を設げ 、 その 口径は消防機闘の有する消防ポンフ・の「ホ ース」と結合し得る

様 、議じめ連絡を取ってお〈ことが必要であろう。

日 延 焼 防 止



E誌に に延焼防止と煙の防 11二とを

湾 I; !ff. しなりればならぬ。階段室

「エレベ ーターJ .i エスカレータ

ーJ の「 シャツター 」、防火扉各種

「ダクト J ｩ シユート 」の 防足 、 ＩｉｾＺ

内 の 防火 ｾｬｪ ＺＺ 叉はシ ャツ ター 、 ｷ

火 扉 によるｾ割 、 外部 一 窓 の 構 ｩ ｩ ｴ

「ライト ・コー ト」 等に制意 すべ

きであろう。

3 ・東京白木崎 災害事Z良 市 flllJ 外壁( 其の 1)

庄内の匡剖は徐程六ケ敷いと
西部階段?を搭慮の時計は 9 時 45分にて停止す

思はれる、現に「シャツタ ー」に依り 直 制出来る場合でも . 陳列主主力; 丁度その下に配置され

てゐて閉めることの出来 ぬ様になってゐる のはよく見受 げるところであるが、これなどは

底内匝制の六ケ敷し、ことを裏書 してゐるのではなし、かと思はれる。然し乍ら此の匝剥 が 適

温・ に出来るなら ば、防火と共に その階段の配置よろしき を得 て避難の局 に効果多かろ うと

思はれる 。

「シャツグー 」を 閉ぢる時機が考へ られねばな らぬ とし、ふ のは 、それが震に避難の出来な

い 人があっ ては ならぬ といふ懸念 からであろう。 此 の知 ｩ から いへ ば 防火 扉がし、し、かも ｾＺ ｉｬ れ

ない 、「シ ャツター J { e 下二三尺開げて置いて室内に人の肘な〈なつ t=時に閉めるとか 、又

は二三の室内の人は他の方法によって避難出来るとすれば「シャツター 」は早く閉まる程い

いであろう。 「ヒューズ 」により火熱の篇自 (動的に閉鎖し得ることも更に望ましし、。

金網等を簡易に零下して、火煙を 一時的に 或程度迄遮断する ことも場所によ っては結構

でないかと思はれる 。

2. 避 難 設 備 に つ い て

A 各 階 に 於 い て

階段室前に 瞭携を 作 ることは必要であろう。階段主主昇降路附近に品物を積み上 げ る如き

は注意すべきである D 叉一般に通路を庚〈し. 階段と通路と の開 1系を簡明にすることは避

難上必要であろう Ｓ 危険物品の如きはなるべ〈上階 の一局所に世 寺、消火 ｾＩｪＭＪ f: の器具を

設 備すると同時に その周聞には特に右の黙を考慮す べ きで ある。

各階に救助 袋 . ロ ーフ・等を設備する の もよいが、需に窓を問自主し火勢を大ならしむる 農

がある D

B 屋 上

犀上の建築物は可成少な〈し、燃性の ものは是非撤去ーする必要が あ る。今岡 の例に見て

も、屋上は唯一無二の避難場所であつに 。猛献を伺ったり、木造の恨設物を設置 し? こり

7  11 



する E は最も避くべきであろう。

屋上が避難場所? こると同時に、

之より地上に直通する避 ｾＴ Ｑ 階段 、

娘絞滑降主等を設ける ことは是非

必『要であろう J 市] してこれがir皇賞

に配位さるるならば 、救命袋、ロー

プ の ｾｦｉ ｾはｊＧ ｪ ｩｬＺて設備 の要が なく Ｎ

むしろ避難者ーを: i f はしめるもので

ないか と思はしめる。

4 ・東京白木民災害篤尻市 (IIIJ 外壁〈共の 2) 中央部 各階が完全 に縦に国 ｾｮ ｬ Ｑ きるるな

"  8  

らば . 五重火側の照上へ ?こも のは別の]r.;: i1tl jの犀上より階段によ り越知1;する こ とが出来ょう 。

唯 その完全なる 匝制が. ど の程度迄完全に 出来るや といふことが 、懸って問題となる口屋

上 より地上に 直通する避難階段は 、さして幅員の大を要しないが . 卒面上 ! メ劃の位置に 二

ケ所以上設 〈べきである。 これは各階とは絶縁の ものであっ てほしい 。防火扉. シャツタ

ーを閉めることによって室金隔離するものはその効果が疑はしい。

地上といって も勿論第 1 階へ下 りられればよい と思ふ 。敢て道路へ直ちに 出 られな〈て

もよいと思ふ。若し これ らの設備が充分でないと すれば、救命袋、ローフ・等の必要がある 。

C 昇 降 機

災害時に昇降機によって避難1;せしめる こと は、経針に出来ないと思ふ。第一 . 人の殺倒

lこより扉が閉められないと思ふ 。第二に電気の故障により中間に於いて運1噂不能となる j誌

が ある。それ故 、 これ は災害時には ｬ 直ちに 上 昇し乗客は毘上より階段 によって 避 ＡＩＧｩ ｬｬ ｾ せ しめ

「エレベータ ー」も 上階に於いて停止するのが よいで あろう 、それは昇降路が「ドラ フ ト・チ

エンバ ー」とな らざる魚 にもし、し 、と 思 ふ、これには卒素の訓練が必要である。

以上の外、階段の配置は相首考慮しておく必要があろう 、少〈とも 、反ませの位置に 2 ケ

所の階段は必要と思はれる o 且尾上迄直ち に達するも のであ り度L、。

術 展火災に際 して 、活7kのポンプに使用する動力について考慮をお1I はねばならぬ 、電力

はケ ープルで引込む を要する、なるべ 〈重油の動力であり度いもの と思ふ 口

3 回 大 阪 に 於 け る 百 貨 庖 の 現 棋

大阪市内の百貨l占としては阪急: 、 三越 、大丸、十合 、長桝高島屋 、南海高島屋、松坂犀 、

京阪 、大i J YL三笠屋 、大筋代理官官主宰を? 摩げる こと が出来る o 大丸. 十合に於 L、て は夫 k 鏑張

工事 中で あれ松坂屋も漸次嫌喪中である 、イ! 可れも大正 6 年頃より今日迄約 14- 15 年の閉

じ出現しにも のであるが 、特に最近 10 年間に 出来たも のが多 し 叉 延 1 高坪以上の出現し

にのは 1- 2 年 の聞を 出で なし、。従って其の設備についても 最近特に完備の趨勢に ある こ



とは見逃がすことが /1' ，来ない 。

1l!4;f. 11 7  ｾ ＡＧＭ 12  Yl  ｾｉｊ に 制作し Ｑ こる糊況を ｬ 暗記すれば却 ＱＮ ':f<) う烹日 7 表の如1¥であるo ｾￂ ｾ＠ I去

中京阪ピ ;L- に於いて は、百貨山と して使 }1i せるは 1 附の食当f: と 3- - ! 附であり 、三許ー照 11

1也下虫及 第 1- 2 - 3 階である。

ｊｲｾ 内 を匝剖し得るのは阪急 Ｎ 三 越 、 必坂屋 、南海 高島屋である 。 南海高島屋 に めつては

大部分世慌を 以って 3 例に区制 し得る。阪念は 2 11併に、 三越松坂w: は 3 111.1 . にやIれもシャ

ツグ ーによ り民主IJ し得るのである。「ラ イ トコート 」のあるものは 、三越 f長 52) 乙 帆 3G

n、上千数 52 ) 大丸( 長 45 尺、幅 25 Ｉ と坪数 ＳＱＮｾ りがあり 、 工事 中 の大 Ｉｌに 於し、ても同町

積のもの がある。

刊i 1 毎高島屋には各階 4 ケ所に救命袋の設備がある 。災害時の電力設備としては京阪 ( 自

己強電装置) 、南海高島原( 南悔電車電力線に接縦装置) 阪室町、十合 、同工事中のものはイIIJ

れも幣電池の設備がある。

庖内通路は色々であるが . G 尺仰が最も多〈 、!) ) てあるものは三越、大丸、 松坂屋刊で

めって之は甚fご遺憾である。

第 1 表 構 造 及 坪 鞍

，fp;  
品E 手吊 月り 建 築 而 4lf l 延 坪 数 階 数

.f. F  
8  階

阪 f;;": 必&什餓筋コ /' !J リート ぅ生 2，081.53  13，162. 94 

地 下 2 階

越 同 829.0 0  6，750. 54 

8  階

地 下 l 階

';1( :;J L  同 I，C67. 67 8，382.49  

7  階

ｪ ｬｾ 下 Ｒ 階

同 工事' 1 ' 同 1，439.15  12，474. 26 

7  階

地 下 3 ｾ符

-fr 
同

:'80. 70 1，264目CO

5  階

一
部 木 fll 判l! 下 l 階

府] 工 事 中 鍬 '1' 1倣 筋 コ /' 9 リー ト治 925.00 9) 5CO 00 
8  階

士山 下 3 階

長 』岡 市 島 属 同 390. 00 3，187. 88 

地 下 l 階隣

南 海 市 μ 殿 同 1，946. 33 12‘ 234.37 

8  階

地 下 2 附

松 阪 屋

同 220. 00 1，508.00  6階 、地 下 l 階

一
1官 木

ユJJ£fム- 465.00 1，140目CO 3  附

}X 阪 ピ ノι 餓 'ij 餓筋コ /' ! J リート 迩 781. 22 3，i OO. 20 7  階

大 軌 ピ ノL 三宅 殿 鍛 筋 コ ン ク リ ー ト 治 1，338.49  3，0 13. 03 
8地 下 l 階階

火事喜 代 辺 部

鉱山 'i 'iJ i コ ン ク リ ー ト 匙

41. 70  202.10 

7  階

一
昔11 オミ Z、yLhム

地 下 l 階

9  11 



第 2 表 手!A 女il 4定

… 州 一吋 向 …

扱 P幣 約 |  其 の 他 の設 備

各 階2 ケAf IFd 1ti i E F信

越 | 計 l

地 階 ポ y フー宗

大 九

第部Ｑｾ 皆北側保 安
f，f.南m附

市 消 防 来 | |非 常 券 報 鈴 1ヶEf r

同 工 事 中 rnJ  同

i口h  釦 1ｾ皆 に Ｒ ケ ｲｦｲ 同

各 階 l ケ所 宛

非 常 幹 線鈴

同 工 事 中 |
〈未定〉 ( 未定〉

同 |備 に 山 肌

各 階 に 削11 計 12ケ所 |  

長期i 高 島 屍 | 各 階 1ケ肌宛

百十7 ヶ)jJj

別 知 事 務 牛 :

南 海 高 島 尾 | 松 本 式?i:世知総 地 階 1 - 2 階 | 能 各階に設世ii

訓 25 ヶlfr 各 l ケj抗 各 階 に校側l 計 13ケ所

松 阪 摩 | 各 階 =-1 ケlfr y' 1正

引6 ヶ月rr
li'i 直 2長

京阪ピノレ | 各 階2 ケ所 宛 己岬

苫十14 ケJ j J j
械 主主

第 3 表
1f'i 火 さH壬又' " 備

詳i 火 キを スプリ/ ' 1 / ラ ー

各階消火松ケース内に l ケj升宛

阪 4・芭宝: '= ヂ千階 lて 6 ケ所宛 ( 二重瓶式〕

ピ ストル消火Ｈ，，ｾ 各 階 3 ヶlfr

手干階に 4 ヶ ffr 宛
| ジ ョ イ ス 消 火 主

il!R ポ :.-- 7 ・，*- 1 ヶNr Ｑ ノエルトｾ /' 合計 l∞fl ，¥1

fi{ .1-.  2 ケ 所 | 大 和 式

各 階 に 6 ヶ所宛
ウ ;c. ，. トン ぐケツ

l  グリ :.-- t .・ノL 式

プミ J L  
( 地下白B 3 階 を除く〉

パ イリ ノ 合 計 315 f問
ヂ干階に設骨H

廻 勝 式

同 工 事 rl
l

手千併 に 8 ヶ所
*

同 合計 349 f問 rnJ  
。也下 t f i 3 附 を除く〕

合 各 階 に l ケ所従 各| 潜ピ ス トル 消 火 総 2 ヶ沌

同 工 事 rl.1 各|常 に 3 ケ所 宛
( 釆 定〉

長射高島ｾＺ
各 階 2 ケf百

ｾｩ｜Ｇｬ仰 ｩ i 1 由、火係 官l' 27 伽1
計 16 ケljJj

作 l渚に 5 ヶffrt江

南 海 高 烏 / 石

計 約 ケ所
同 言l' 5 1 郁!

松 阪 /畏
間 階 l ケ 肌 I **'<¥ FI WJ rJ!J' :.k. f.1i ;H  48  ｾ＠ I  判官I!各階 2 ケ所宛 鈴 木式向 WJ 消 火 総 計 48 本

;;r  FJ.i: ピ ル

f干断 2 ケ所宛

言1・14 ヶffr

各階 3 ヶ所 宛

大机ピ ノL 三笠 尉 ( 地|崎 1階 8計1精を除く〕 特 使 消 火 器 言l' 18  f問

18 ケ}jIj

11 10 



第 4 表 水 源 及 給 水 方 法

水 道 井 戸 I 7k 抑 揚 7 . 1 < 方 法

似 念 l 直 結 5 11.]- : ケ所 | 民 J'. 1 ケ所 43石 |井口式 15刷 ) ? l ー ピ ン ポ ン プ

め:.I:lむ 30，α)() fi [  1'1' ....1 . '  /  m .，，"，， ， I  jLli μ 式20馬力 炉l

舷 I ['iJ 

8  11.]- 1ヶ)fr

3  11.]- [l iJ 

大 九 | 同 5 11-) 

何

日

間

問

問

中

合

中

属

国

見

必

本

ぬ

れ

町

工

工

高

高

出

刑

海

同

1

問

長

所

2 ヶ月fi '

["J  
l日1

3  11-)" 

2 ケ f!II

5  11ナ ハ

[" J  

[l iJ 1  クm

5  11.]- 1  3 ケ )91

2 ケ}fr I 問

松 阪 賊 I fi1J  511ナ

京 阪 ピ ノι l 問 問 1 1ケ j珂

大軌 ピ ノレ 三 笠 屋 I fiiJ 問

大 事長 代 理 部 I [l1J  1  11.]-

石

石

門

U

円

U

門

M

9

M

m

所

所

所

ケ

所

ケ

討

九

山

知

計

劉

下

上

下

川

同

地

同

用

地

f

制

石

m

m

 

5

0

 

20，αxコ石

尉 Ｑ ｾ Ｒ ケ ｄ ｈ 74石

[I 'J 1ケOr

[l1J  1ヶ)j )i

50 馬力 F ー ピ y ポ ン フ・

57応1J fi'i J  

Ｑ Ｐ ｾＱｊ＠ 2 夜

25馬力 l 京

5馬力 l 選

["J 

30馬 1)

ＲＰＱｾＩ＠ -JJ 

251. 191J  

151l¥i 1J  

w
噌

W

ば

援

護

2

2

2

1

 

15，αEコィヨ

同 2ヶJfr

阿 2ケ所

15馬 1)

15馬力

l 選

1 婆

第 5 表 越 難 設 備

普 通 階 段 判 除 機 エ ス カ レ - 1 ' -
i墜 事w 階 段

{怖| 数 防 火 設 耐H 供l 数 I [I}j 火 設 fili 箇 重立 防火殺到ii 筒主主及材料 防 火 設 備

¥oc ゴ ｾｉ ［ 各階 Ｕ 問先 令部 防 火扉

防 火 戸 七
地 情 よ り Ｕ Ｑ Ｎｾ ・ Ｒ ・ Ｕ 階に

Ｑ Ｖ ど ｾ 底部納 入 硝 子 階迄 1;基 防 火 シ ャツ

ター

I  ｾ皆 よ ｾ 7階

越 同 6{位i宛 Ｑｏ Ｎｾ＠ 置
迄 lり基2 、1  ｾ昔
よ 階 l 基

大 九 同 Ｖｮ ｾ ｛ ｹＧ Ｑｩ＠
谷川 Ｘｾ き

l  階1階よ迄り; 地

荷物別 Ｗｾ 下 2;基

同 工 事 中 同 8個兆

待 用 11墓

向 上
荷物 用 9援

合 同 2j 問先
2盈; 事 ｾ為川 ｉ Ｍ ｊ Ｂ Ｚ￹Ｎ崎 4  

l ヶJfr

! 階 よ り2階

鎖 骨 コ' . / ?

省 Ｚ 周 ＱＱ ｾ 慈 z  
リート 迭 内

同 工 事 中 伊l 4{伊11'1i
荷 物 Hl 4  

令官官防火戸 迄 l 基 l 階よ

mnケ折 、同

り地 1階 2;広
外 部 l ケ断

長身lI

同 Ｓｪｾ ｛ � ｩ￭＠
4j 終

古i 烏 尾 内 2 j聞は

|問所

I也l 階 よ り5

南 海

-if匝|従 令部 |均火 扉

1谷 川 ｉ ｉＮｾ＠
階 迄 l 来 、地 各 階 [;右火

223 烏 E賢fi1J  荷物用 Ｕ ｾ 長
階 よ り l 階 シ ャ ツ {il -

迄 1;基

係 阪 版 本 官 官 2 悩宛

本官ff 防 火扉

客 }I] Ｒｾ＠ 下E 治: 用 2 墨

荷物用 Ｑ ｾ 耗鍛板 戸 J -.  争終倣 4{[0I[1-江

Yi iSi納 入硝 子

京 阪 ピ ル 各階 4 @1宛

4{聞の内 3個

Ｒｾ 令部防火戸 4階( 芝日車中

防 火扉 止 ) 1基

大 軌 ピ ' "
同 3 個宛

各 階 1 j匝l

32芸i

三 笠 庭 予ii 防 火/Jf;.

大 毎

同 1{匝11-江 ｊ ｾＺ＠
代調書ｾ

ー一・一・一_ . 一 一 - 一 一， ー.  

、』

E

 

I

 

-
-



第: 6 表 屋 上 限 設 物 の AA 況

t持 品!t tA })I J  }I J  主主 ii Ji J統

ｾ｢ｩ＠ ｾ ｾｉ也 ｉ 、 ‘  木 治 P1 1f 弦 日 誌l . l i' i 荷量士

展 望 :近 、稲 荷 量 上

越 鍛 ' ，1- 治 l土 木 位 昔 集 室、休 憩 告 127.92 

茶 室 、物 入

j (  ;) L  木弘主 鍬 板 11:

和 初 紅 、巡 減 俸

44α コ

7合 合 、 物 泣

長 崎ii fゐ烏 lぜ

長決， ｉ ｾｊ 詰ｪＺ 7':'" 拡 張 7註 場 、下5 員手・

11 8 5 0  

木 弘E 鍛 板 I主 休憩袋 、 Ｑｬￎｾ -F  

背j t毎 高 山 路:

俄 Ｇ ｾｩ ｬＮ 品ｾ Ｉ二ｴｉｾ 張
H'  l!f! 去 、IEl ｾ＠ 105.50  

木 浩 餓 板 : f i:

オ公 阪 1号f 木 認i ｾｈＺ 板葺 監 督 員 事 務 所 95. ∞ 

大 '/f} 1i;; ｦｬｬｾ＠ l¥{ i  I  
木 造 銚 板 葺

ヰ8 丘 、 日 !jJ量 6.∞ 
I口l 羽I 張

釘 7 表 外 債 の 朕 況

lH 入 口 の J状 態 宅住、 6り
有毒 主主

ｾｲ ｩ＠ ，ι  L  4 ヶ所 ｉｾ 品 延 ＱＲ Ｔ ｽ ｾ＠ ス テ ィ ー ル 世 ツ シ ユ 籾 入 的 J三入

lJg 7 ヶ[J }r I，;J 93 }込 if' J  .1:.  

大 ) L  5 ケ j]J i 同 41 R 5，J  向 上 一 部 普 jffilii 'j 子 入

同 ユニ Ａ ｉｾ＠ '1' 
6 ウ jYI 同 70 尺5，J 向 上

合 2 ヶs i 同 18
1

-!_ ス テ ィ ー ル サ ッ シ ユ 瞥 j[J/l i'j 子 入

jii J  ユ二 ￵Ｚ｝ ｾ＠ rl"  5 ケ j]J i 同 ＸＸ ｽ ｾ＠ 向 上 一 部 納 入 哨 子 入

長-! J . li 向 島 崎 4 :r Iyi 同 52 'a 寸 宅年i図的二f 窓、西 flllJ を| 徐事全部防火戸付

r1:j 海 113} 烏 賊 7  'r Ni 炉] 140  }く ス テ ィ ー ノL リ ツ シ 1 普 i岳約千人

十 ｾＺ
1¥1i I-ri: 

本館2 ケ ml ，;J 24 尺

I" J  卜 納入( ，i ' i { 入 、3階 迄 l坊火戸卜1・

m館 4 i' }珂r.... J  39' ミ

京 阪 ピ ノL 3 ウ jjJ i I，;J 99 ｲ ｾ＠ ス テ ィ ー ル ザ ツ シ ょι 跨1盛時了人

大 ijVL ビノレ 三 笠 l不 9 ヶ[J } i |司 Ｑ ＰＸ ｽ ｾ＠ 向 上 納 入 附 チ 入

大 毎 代 政 1111 2 ケJ Yi 同 9 g  普，泊! ，i' i - J 三入窓

JI 12 



ンク申のピノレヂ可燃性物資を集蔵する

消火設備に就い て

Y台jE i塚
I

内

/I 'p冬イくに組つに東京白木屋百貨f古の火災がj釘Hi 高居建築物に主J する火1坊問題について、

Ｚ 斤々建築家体に ｊ 交じた ｾｩ ｬｊ 快は、 Ａ 行 ｊＩ 占 の 不鮮事として幾重にも山まなけねばな ら ない ｪ メ耐 に 、

Wi 極災事1こ比較的11時間心的な立場主? とり来つに吾投資家fJilJ c  ， 建築家 ｊ ＧｦＭｾ Ｇ見限めしなるに

過分な仇試憾となり . "附ご一 [i![ の此 の災火力: 告鐘となって 、時三l<i Nぴ繰り返へきるること

な さを得? こならは'1: [ J って意義の大なるものと 言 ふ可きである 。

ツア ースト ・コ民一際共/i うした建物の設計官初に於いて、吾々の投資家側が多〈の場合、

ストの算盤 τ ｬ ミに飴ｾ jこも捉はれ過ぎて、- } 砂! の災事が耳鳴3:: 以 上の大なるものであ ると云

ふ ＱＱ 対念 を＿忘却せ られ Ｗ 二と こ ろに 、 Ｑ［Ｑ こ れ ＺＳ ・大なる根本的失念 力引｜ｾかったのではない に ろう ＿ 。

ここ十年間1まの］ Ｑｩｾ 宵其 Ｏｪ ｻｩ宅建物 ヵ ［今円迄でに失火 の大 ｽｬｩＮに ＨＱ｜ 辿った例が ＱＡＡｾ いのではない 、

ロンドンの ハロツ ズ百貨応 、巴阜のル ・プランク1[1 に も私の 記憶してゐる丈 げでも雌か 、

ン ，Ｇ，貨 ｬ 心 Ｒ 与が火災を起してや Ｑｊ れも ｊ 寛大なる ｉｈ 与えＺを裁ったｾｲＮＺである 。 今 のものは共の 後 の 改

ii!i になつにも のにと記↑ 在してゐる o ＱｾＧ カＧら今更悦てに態度で ｪ 山首凝議することが 、 ｾｬ ｾｻ しろ

5:[述 な 、I' ，'j 特味さへあるのである。けれ共 . 7E う云ふ| 僚に従| 努jlij 題として 、再々建築家と

しては屠 Ｍ ｊ 奇完備せしなる ｊＮ ［ ｾ めに 、 Ｑ ， ＯＱＱ う Ｑ＼Ｚ得る粕 ｼ刻内に ｪ 冷げる ＿ｻ｛ ｦ 従を考究することは必すし

も無駄ではないと考へる 。弘王子力; ョト=ひにして挫分でも縫っ 1=見方であり 、科1正し作るとこ

。

ろがあれば幸ひである 口

火災の程度 ｮ 現イ ｉｾ υ ｊ 百貨出紋様とし亡 、 光分なる 商 ＧＺ Ｗ Ｑ (} )J 涼刊を? なし得ることが除算山線

本金なしてゐる υr どめるカ' ら 、挫物はそ υJ f.d問で最大 'Cゐるこ c/J ;ι 戸まれてゐる 。 少< >_  

ム建主|ユ ，，0川 上/-'l'J. 1--， 、経 l O，()(/11 ｊ ｦｾ 以叶 ｾ ｾ ＧｻｩｾＧｩ とせられてゐる ω ヵ ［現存 の要［ ｊ＼Ｚ でめる 口

各 一階の火災は山
↑|災りに j1r'( り幼〈考へて各附 1. υOU ￞ ドをイ Ｇ ｾ ｲ するも ω とせば 、

建均- ' 1  ｏＡ ｾ ｉ 、 の 卒家建て 長 屋の Ｑ ＰＰ 戸 の 火災にｾ］￞Ｎｉ蓄し Ｎ 全附 ＭＭ ＱＱ 寺に火災を起すとせば官 ｬ こ ｝Ｎ ＨＱ ＰＨＯ

)  i の長屋の大火 に相賞してゐる。若し二階建て延 20 主ji. の家の集合 と考へると、貨に 50U ) i  

の付終が一時に焼失する火災であって 、: f . i . i . めて陥れに起る大火に相賞する商杭の焼失でめ

これを金額に見積ると焼失する物資は少くとも 4. 000. 000 凶乃至 1. 000. 000 凶と云ふ 莫
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る。

ーてなる償額 lこ上り 、加之共間 1う至修復 l年偉業 に到る迄での常業休1卜. の損害 、管業上 の信用

失色、人命 ｾ ｴｾｈｴｾ と Ｚ 比 の さ扶へ の 慰謝、ノ ､ｩ の 僑ｾに近隣 Ｚ ｲｴ 零 に片 Ｈ玄 す 迷惑 Ｎ 吐 ｆ＿ の迷惑



. .. . ./. 与を汚l J I i . に) JI1J完，するなれば

〉千j 形 . 無 月三の照害は質に数千$ ! ;

Ｕ ・東京 ｉ ｾ ｉ 木 ｬ 設災答筏［尻 市 !lll lタト己主( . J j、のめ来日，1;

ｉｾｾ ｉ Ｉ う 至宝聖位 凶に も 上 ると見る ｩｩｦ

きが至Ｇｾ ｾで あって 、 とうて い ﾭ

ｾｾ￟Ｑ 寸法 の焼失 に比肩すべ〈もな

い大 火 iえである。斯1) > る大事を?

1-11* 得る映り最少限度の費用を

以て、最少限度の災害に 11-. めし

むることこそ其1i ¥' ) ! .に 携はるお互

が熱情- すべき恰好 の問題とえふ
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'nJ きである 。

く〉

消火装置と其効力 。 ビル チングの泊、火装置 t しては消火怜 ( ハ イド ラン ト) 力; ー一般でゐ

る ｊ 普通 ｴｬｬｎｾ Ｔ｟ Ｂ 寸パイプを装備し 、 ￭ ｾ Ｎ ｾＡｊＧ J先きは J "寸乃至 J ｾ＠ ""J 以下と し、可成的には各階に多

数の箇所に設げるのを理;也 k するが 、 賞際問題としては 1. 000 昨の各階寅場に 4 ヶ所位設

け ら れてゐて 、 それに よ Ｑ Ｍ 施試せられてゐる例は無い＿ごろう ｯ 今若しも各階 に Ｘ 吋 消火 ｩＧ￭ｾ 4  

ケ所宛設げにとしにら 、金 附 J O，OOOTIムの建 物 内 に は り ケ 所 の 多 数 と な る が 、事賞は 1. 000

叫 の火災に消火怜の 4 例代では 、 とうてい共の威力を護者1I し得るものではなし、。デ、パ ート

ω世nうな場合は注 1.1.1
にシヨ ・ケー スや コンクリ{ ト の太 い杭等の障害物が多 いので 41闘の

i'，)j 先きが完全なる消火の効* を牧め得ょう筈もなし、。恭1]へ 白貨山員諸有の主nうな脆弱なる

開 力では 3 Ｂ寸 管の向先き Ｑ ￟Ｚｾ ・ ｊａ くの反 力に耐えて自由自在にこれを操縦し得可〈もなし、。そ

の内に火力 は次第に上 附に及ぶも の と考へるのが至首である・ ，其II < して都市の公衆消防隊

のl位Z援を得る迄でには火力は上 居の 3 - 4 階に も及ぶと考へ られる o 若 しも館内の消火栓

が・時 l二 日- 4 階分乃王 5 - 6 階分も力人筒先きを揃へる となると 、こ んどは肝心の送水

:V 冷，υ) ノ)'， /J; 欠乏して 、 これま Tこり7角 の消火拾のがj 力が上階 では何等のな1)ブJ を炎せない 、と

ュ、つにも の が現存の両府建築物内に接世せられ てゐる註JK主管の能力であろう o

イuJぜならば 3 11，J 管各附 411' ，1として、 5 附分を? 同時に活動せしむ・るには3 f I 寸管控訴凶l積ω :.l O

ji¥即 ち主 J造二のu ' i 仰は少〈とも J 4 "，J' を25するも のであっ て 、建物全惜の消火給を同時に送

ｊｊ えするには共 の三似の地訟を裂するものである ｯ 然るに普 通デパート建築では平常のｾｦＺ丹 ｬ

J)¥. を? 二U:. せる ;;)(:;¥1が多い ので 、 ｕ ｾ ｩＧ Ｈｩ＠ t: "，J  .  1>: 1{(.U) 設備i e なってゐる o J 'J し主管臼 H寸一 本

でめるなれば 、 ｾ ｾｩｬｬＯｊ｜ＨｩｬｻＺ は ｩ 主力 ｨ に［［ II .J首・7 本に送水し得る能力 しか持ち合はせてゐない諜

である r' 11) /，りに y ｩ ， 怠 ｩｾｾ <  71'i 火栓を 2 "寸:i2; ｾ こ せられてゐる と恨 定しでも 、 Ｓ ".j- 主管は僅か に

1  ｜ｩ ｦｬｩ ， ｪ ｦＡｊ ￮ Ｇ ｏ ＩＷ 肖火打、に 同 Ｑ ｅＧｪ ー に ｪｾｾｊ ｊ ｜ し ｭ る静 ｊ ｊ であって 、 Ｔ 階分力 ［ｦ￯［ ｪｉ ｅ Ｇ￭ＭにＷｫ ｪ Ｇￍｾ ｾｊＧＮ ｲ ｬ き得る能力に

喝さ、なし、 。



自家消火怜を完備するには二

ケ所の活水主管の主u設を必要と

する c 多〈は 一つ を都市 の上水

道活水 管;と し、 これに自家給水

撃泉設備 とを併用して完備せ る

もの と し て ゐ るが 、 事買は ｩｦ ｾｾＩｪ

除が都市上水道 を開衿して使 HJ

する ことと なると 、共 の効 力は

とうてい上 居階 に ととく 可 くも

な し、 。 故に結 局 は 向家 著 書 ｾ ￍ ｾ に の

み f! j つ可きで あっ て、将来は何 うして も其Ijtlli 建物では 、R ｮＮｪ 叫 ｕＭＮ のド Ａ 家 給水巻 ｾ ｾ￭ ｕ ｉ ＺＺ をでケ

ｲ ｾ ￭ 以 上 施 設 して おーかなげ れ ば完全ではない。そして若し ご ケ所 泣けるとしに ら 撃泉 の ｦ ，Ｇ ｲＮ 世

は必十州来得る映 り速 く隔てて ii 文げる :} Jf が肝要で ある。 これは地下水の運 動 を考慮に入れ

ることであ っ て、地 下Jkの移動はおj I ，めて絞仰なる もので tちるから . 消しも近接して設世す

ると . 揚水力 カ; 異常 な るf汚動を起すと . Ｚｪ ｬ￭ 角 の 繋泉も共 の 効果 な し ｩ ｾ ・ Ｗｫ ｩ 置 の 激退を来ＱＺ

すうれいが あ る。 ま仁 、送水ポンプは 4 まには 5 附を j)!. として 、 |二下唐の二段 とな し、二

例 の送水ポンプを設 備 する のが 縦 横である 、賞|際貨片j 合計)]i すると 設 備費 が約二割節約す

ることとなって来る 。

或 る説ではF足1-.へH'TJk伴11 を? と云ふ ことも あるが . 似りに 10 立方 l火のJti' J k憎 ( H 8 ガロン)

としても 、3 吋飲水 省:カ; Ｎ Ｑ ＴＺ ｪｾ￭ｪ って Ｏ Ｏｯ ｫ すると 僅か に 一分 間で 然 に な る 、 そ れ故に貯水ｻ仰

を設り るとなるとｾＺｴ の 規脱 は 除 り に も 大 なる も の を要することと な り Ｎ とうて い 尾 上等で

は不可能な問題であ り、これは: デ しろ 建 物に近く M川があ れば、 その流れへ放水 口 ( 収入

n ) をお〈 のカ2女子い? ごろう 。

ｊ メ ｴ は主 と して消火衿問題を 述 べ Ｑ ｾ の で あ るが、私は Ｔ Ｔｦ しろ取似ひ の 簡易な 、 しかも最

も有効Tごと考へるスプ リンクラ ーか 、スプレ ーパ イプの接 世 を推賞するも ので あ る。

要するに消火衿の使命は主 と して走れ を抜作する人に め るので 、消 防除 でも向先きは最

も主要なる職務で あ り、技術 で あ るので あ るから 、賓 際云」必l伝毛人のl応占員イ』I でlはまj斤ト

1刻効与以幼1) 呆をを?稜t挽卒寧' し得るも のでは なL、、。 この型貼占帥カか，ら考へても後手者者可寺4 は自 {働助ヨ非矛若4寺! ; し〈は乎{働助 としても 、

級めて簡易なる4操梁作力が; 全棺の機能をを? 充分に穫動 せしめ得る の でdめbる。来し最初の コスト を

11立しく考へるな らスプレー ・パイプの装備で充分で あ るで あろ う。 これな らパ イピング丈

げで摘むから坪首り 50 銭 仕か ら1 . 50 1民lイ，' r. で摘 む?ご ろう 、 まに スプ リンク ラ{ で あっても

坪首り 2.( '0 ｛ 員 ト ー Ｒ ＮＵＰ 阪 ｬ 枕で ＯＢ ｈ 来卜Ｎ ろ う から 、 延 Ｑ ＰＮ Ｐ ＰＰ 均 Ｚの 建物 ｊ でも月 Ｎ ＰＰＰ 隙 Ｑ Ｍ ｾＵＮＰＰＰ｛ｈ ｊ 1，' 

の建築設備費がハジキ /"Hされない告: も なし、。
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高 層 建 築 物 に 到 す る 災 害 防 止 策

ｊ ， Ｚｉｉ 似 ｦ 足Ｈ糊似合 ｩ ｾｉ Ｚ ， ｈ ＺｲＺ 大

ノ5ι 、
i ごI

岡

山

11'[' 年 12}j 16 円大 東京 の中心地円本橋大通り 十字情の一角 に近代 的建 築の美を誇れる大百

貨山白木 原上り突ｾ ｦＱと して起れる大火災は 、 伎に 三 時 ＱＱ ｜ＢＱ除にしてさしも豪 ＡＡ ｉ ーにして Ｍ - 大体

制を呈せし高居建築物と 、共 l l̂容品とに 莫大のI克容を興へ しかも幾多の死傷者 を出せ しこ

とは真 に惨ましさi r i ' i 'I'H事 t 云はねばならぬ。

4足米丙貨! 主 lこして火災に日H りしものの例を見 るに、大医! ) 1， 1:，2  J-J 大阪に於ける誕百貨山 の

火 災、同 15年 12月と 昭和 4 年 3 ｽＧ｝ｊ支 部に 於りるｾ k  l': it 't J，i_; の椛災及11'" 年日月東京凶作に於

ける 某百貨応に起りしも の等で あっ て、是れ等は幸にして今阿の虫n事大国害と犠牲者ーを11-' ，

すに烹ら なかっ 1=のである 。 111:人jJ ; { { : れ等の高居建築物に針する防火と人命救助等の設備

の急: 務を痛感し各方聞に於て研究論議せらる〉に王つ 1=のは首然と云ふべきである。

さて高居建築物に劃する災害の防止に付ては地長及火災並に是れ等を l京肉として fドーす べ

き貴重なる人命を如何にして救助す，べきか等 、荘I k の貼より之を攻究するを裂すべきも 、

今惑に は防火 の;t)}iに閥して のみ 少し〈希望を述べ? こいと思ふ o

ぅ ｴ づ Ｗｬｾ ー に従業者 の教 育訓練が必要である 口 防火に閥する設備が如何に完全であっても

之れを有効に役1; : 1 = しむるにはn，'i'，時の間に廃して共の品位置を誤らぬ棋にせねばならぬ o 札‘

にＩￎｩｪ｝ ［ｱｬｾ H  ｬ して折角 の 設備をイＡ｜ｾＧＰ ｊ ｾ こ仰せしむ る桟ではならぬ 。 共れに は 日常従 業者をして

ＪＭＱ Ｑ｜心 の 注意を以て ｉ ｈ 火 を米然に ｾｊ パ Ｇ様 教育 すると 同 時に、出ー の 場合には各自共受刊 の 任

務につき或者は之れを消防署共他に急Ｚ報するとか 、 叉或る者は ｾＩｩ 火戸閉鎖 の 月 ｬ 患を篤す Ｚｾ ｴｦ

夫 k 遺憾なさ方法を抗争る様、務iめ訓練を話すことがil 立も必要であると思ふ。

手くに防火に封する設備としては

21ぅ1・ 各階段は 同一方向に設りさ' ること、例へば 2 階よ り3 階八の階段が東側に有りとす

れば 3 階より 4 附へのものは商1!!IJ に設〈る虫n( すること 。

附段よ り室八の入口に は必らす・界墜を作り之れに完全なる防火戸を設 〈ること 。

各階の而1 ' 1 ' 1 吹きものには完全なる 防火皆、又は防火戸を設け各階を別1M又は3111; 1にIlu' ;分 し 、

延焼を l坊ぐ様す べ きこと 口

セルロイド製品共他危険なる! f ' ! IJ品を陳列叉は貯VI説せる 11団所には必らす'jjij 記の防火設備を

請 し、絶封に他への延焼を| 坊ぐべきこと 。

ｾｾ＠ 2.  ヱレ ベ ータ ーの/-1"，入口には必らす' 完全なる防火戸を設〈ること 。

11 16 



/1¥火の場合に火災Li 附段ヱレ

ベーター の11-'，入口 より _I-. 昇 し、

上階へ延焼し、先 tl 等はi台も煙

突のｾｲｉ ｾ作用を ｮ すも の なる Ｑ 怯［

ｾＡｦ に防火Ａ ヨに手 ｪ て の 沌むを要す

るものと考へらる c

m3. 各階行: にオ ー トマチック

スプリンクラ ーの設備を話す

こと D

1 ・双山 1' 1木村災害潟u ¥ Ｚｉ ｉＭＺ ｉｉＡｉＩ 外ｾ， ｾ ( .)1:の 1) ) : [端部

此設備 ｯ るものは Ｑ ＭＱＱ火 の ｾｊｩ 合 同貝I日〈ホ〕階段 上り大部泣仰せり

に7 kWi l に困る損学? を受くることは売れざるも . 火災共も のは小Iiif存に止まり大事を苑

る〉こと となる。

イ日訂; . 1<にし て故障 を生す' ることがあるから卒索時々之公的奈し置くこ とが必要で ある コ

ｾｽ＠ 4. 手子報総{ f 備付 〈べきこと D

例へば/ 1'， 火の場合に 自{動報7:11機に H{ り消防背へ岩手? 択すること 、及れ件? の要所々々へ11' ，火

の 場所を急Ｚｾ殺し夫々肱定十 のＡ長世を柿ぜしむることを 必嬰とす ｄ

ｾｾ＠ 5.  他の建物 より延焼の危険めるも のに1. J ては共危険ある方| 節に釘する窓へ夫々防火戸

を設〈ること 、叉窓枠は必らす金属製のも の合月1ふることを; 必嬰とす。

第 G. 地下室には消防ポンプ其他之れを運持する動力及; 防火用等の電気装置めるを以て之

il に消防徐水の浸入を防ぐ設備を要す、 然らさ5‘ れ{ば正針f折1庁7角有ブ力jゆのポンフプ. の鋸イ小付什.J十J-‘ のあるも 水詰

の矯め 用をを ｾＱ 矯完さす

以上述 ベ ｔ仁Ｚる 種々の設 備 をを ｾＱ 箆完すには多柄の ｺ貨ｬＨ ｊ川川 ｬ日 ｪ を含」聖要Ｍ すること で ｬは Ｑ ｩゐ＿ち 〉 る力がＺ災乎特 ｩ干Ｚ初 ν防 ｾＮ !I :の f篤奇には

亦 ｪ斯釘〈せ ら れ八ん ， ことをを，ｾ者希 ｔ令 ｩ 止常 ｬｲ セするの己むをを＿得さ，るニ攻抗火く第てでｾ irゐコるC

ピ ノレ 問 の | 時 橋 計 妻 績 出

話ＩＩ胤の東京内本屋惨火 ｬ 幻 ＺＱ 層建築への深刻なる ｾｾｦ 鈍であっ Ｑ］ Ｐ 前 ｪｽ 骨ビルの災火に際して

如何にして 人を救助 、避難lーさせるか 、この川昭は1 ' 1貨j古をはじめピル経営脊・にとって悩ム

となっ 1: 。 この陥みの解消の.. -j 主とし陣橋架設の計霊 j;; 所 k に起つ 1: 。先つ大丸と十介を

禦ぐ計盤 、 長ｬｊＣ｜高島屋 の 本鮪と日 ｉ ｊ＿ ｩｉ手［とを ＱｾＱ ぐそれ、ま ＱＺ 南 の 大阪ｲＮ ｦｸｾ 利かいと その 西側に 附

る三階ビルとのそれ . ［ｪ ，くに大 Ｇ Ｑ リ ｬ ビルと参 Ｚ ｾ ｾ ・定 ｾｬ［ｑ ビルの竣成のｼ廃 こ の 問者ｾ紫 ぐ Ｑ Ｑ セ慌の号 ｼ 芸 ｩ Ｚ

等その現れである コ

17 
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百貨応の防火消火避難設備に就いて

坪 井

や

内

内

司

叶
W

近年我問に於げる π 貨山は 長 ｊＴ の匙 ｩｬ￯ 稜Ｚ遣をな し 、 各 ￎＧ Ｍ ￭Ｑ ｻｉ ，ｾに於て共白 ｬ 積の大を競ひ、

延 坪 1 ;g¥t平を突破する現JI J、とな り、闘争こも ] ; ，白人以 I二時として 4 ・5隣 人を一時に牧詳し、

従 業 [ i も3 千人を算する置にー少商業都市を一家に収め? こるが虫nき感をなす lこ烹 i l 1) u  

斯の如寺公共的建築 物 なる宵貸ｊ［￮ ［ を ｩ 耐火柿 ｾ￨ し 防火 、 消 火、 避難設備等の完雫を期す

るは 、官; 然なる、 叉明白なる事は今更言を要せぎるは勿論な 90 然 し乍ら之 れが質施に lr

しては 、幾多複雑なる事柄にjE遁 すべしD

建築物主開は耐火構逃亡して、白木: 屋百貨爪に於ても安全に耐火柿ift の使命を強柿し而

も平FJ集せる 市街地 に於て 、隣接建築物に被告: を及ぼさ ヅりしは 、虫如nイや11刷1

1於六ける霊大なる事をを? 立言諦候せるものな 90

然 し乍ら白木原百i芝居に於ける 如1<. 、延焼迅速にして卜居附に災企及ぼし人命 をi人: ( } 1二

るは遺憾とする所なり 。今 日迄各百貨 1，1;に 於 ける防火消火設備の一般傾向は 、白木E君事1'1二

に擦り覆がへきれ、而して幾多貴重なる資料を提wせ 1) 0 百貨 J古の此柿の災害は閉席後に

発生ーする場令多〈 、営業中殻生する事稀 lこして 、才li し斑生しに; : ，場合に於ても込j _ i l i 庇t起す

る事を得、大事 lこ烹らさ‘ るも の との推定の茶に施設せ られ1= る様思考せ らるD

昨年末の白木犀丙 貨Jli の災害は百貨庖建築にまf する一大? 予報にして 、地多 のこJf一(低す，くき

貴重なる教訓を? 祉合に提供し、1f.t 中百貨庇業 者、控訴とJK術者、 Z及利え刻l“附i河ヰ別{卜付.J!M4fflr的r

等に 輿へ＿仁Ｚる 手教土む ｾｩｊ訓 ｩｊｉ川 ｊｉ川 ｉｉｦ はま多大なるものなり ｨ 。

きれば今回のれ験に慕寺 、油切 なる各施設を純米ill 築せらる〉百貨庖に宜施すべきは吹j

論、現存百貨倍に於ても適切なる各施設を布lijι 寅施せ (¥れ、同 びJti iの立nち惨事を繰り返へ

きしめぎるは極めて緊要なることなり 。

而 して之れが賓施にｼ際しては今 回 の資 料に基 ｌ 監将官艇 、 建築 ｴｨ ｟ｨ合 、 建築ｾｽｾ合 、 建築

士 合、百 貨1tU協合、消防協合 、衛生工業合 . 等 に於て研資制策を講じ 、共 意見 を夜表し著

庭すべ きも のにして 、浅謬鈍才なる余の及 lまさ' る底なるも 、百貨応建築に制する 小 fj. る経

験に基きそ欠 l こ其施設の一端に附し卑見を漣ぷる事とす =

1 、 防 火 施 設

( 1) 防火 匡剖を設 〈る 事

大 規制 の 百貨府に於ては各附を辿首 の大 きにうト ｾｴＡｊＮｴ るは火 災に ｲｱ 1) 被 る 災害: を j司映する

に極めて重要 なる事なり。
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( : 2) 附民主主0 防 火/ t1J/lJ

1附!ト沖'与付Tf尺!立土幻!はま 火:災え心際 P門何1rIi泊品江-とな り上

?肘;ト汗e々?4延正:必与境Eの叫介をを? なす のみなら

す守.;避E世主.'H叩町

るをを剖?付J以、'}，て火災H時寺に際して lはま附

ｆ伐止宝主 ｾｾ工苦場 言と Ｕケ＿づ ｴ絶ＨＡｊ ＧｦＮ像ゑし ｇ ￭作リ る怯

I/t f.術d椅t をを?安す 。j (Jf'y段はl耐火柿

iit とするは勿論各階段は地上

より ｬￆ 階迄辿航するｾ 11) と

，ふー

望。

8 ・東京，) 木信災害勾良 :ltfWI外壁( 其のめ 中 !)!C2え凶端部

( 3) エ レベーター、 エスカレ ータ一等の1m口部の防iJ<. 設備

階段と等しく火災に際し煙道となるを? 以 て「エスカレ ーター」に到しては防火 「シャツタ

ーJ 伝説け 、「エレ ベーターJ I- シャフ ト」は耐火榊逃とし‘ 11' ，入 11扉は防火戸を? 使用し扉

に硝子を i以込む、場合は可成ノj 、きくする若干 D

( 4  ) 間壁は不燃料にて構成 し且つ穴場の造作材及「ショ ーケース」は可成不険料にて村いたし

n て防火的¥I1J J+! ・を榊大せし め火災の繊穴を防ぐ告j{. o

〔り吹抜ー光胞; の防火設耐ii

階段より大なる州道となり 、上厨階 IC: : 延焼迅辿な らしめ上L! *I 面詰を減少し、経担詩的なも

ぎる矯め設げざ るを ＢｪＺ Ｇｊ￨す 、 ｊＧ［ し設〈る場合は各階の ｄｲ ｾ n 部は防火的ぷ備を 必必とす 。

( 日) 外壁主主、双 山入 11 並に賛場に耐す間控の，Y'，入 11 ｾ 及定、 の 防火 設 備

外燃の ｈ ｜ 入 ＱＱ Ｑ 車 は 防火戸 の 使 ｪ Ｍ ｬ ｬＱま ｾ ｊ 論なるも官場に耐ーする室内 ，ＧＭＱＧ ， 入 ＱＱ ｗ は防火砕をｻ史問

し尽に硝子を ｩ Ｆｾ 込む場合は可成 ノ ｪ 、さくし「ワイヤグラス」を使ｊｏｊｪする事。

外崎窓はｼ 耐 火Ｈ ， Ｇ ＧＩ な ｕ ｾ 誌 を刷 ｅ｢ Ｚ し、硝子は 「 ワイ ヤ グ ラ ス Ｎｊ :ff使 JIJ し44殊の高11りかは 「シャツタ

ー」を使川する Jil '-. o

'l工場に i白Iする室内問壁の窓は「スチ ーノ1.- J i サッシユ JI ワイヤグ ラス」をT1! nJ する事。

( I ) 賢場内' ) Ｑ 火性物 ｉ ｐ Ｑ を版託する場所会決定し共部分は特に ｉ ｊ｜ ｈ 火的となすｾ， ｾ ｯ

「セルロ イド」其他') I  ｾ Ｎぐ ｬ 生物Ａ日の ｬ ｦ ｶＮ布告をＡ被車に なし 、 Ｚ Ａ毛 ￛ ｾ 訴は Ｚ￦ｴ作材 、 山村 「 シ ョ ー ケ ー

スJ 等組、て不燃料とし上L長湯は 111' 成上}l'f 階に設〈る事。

2 、消火施設

( 1) 消火栓に撮る消火接出

消火栓には「ホ ース」百尺を限皮とし「ホ ース」掛にかけ 叶11' ，し使 )1j し作る法山と し、 各階

の消 火怜は H-'，火場所に少な 〈も同時に 2 ヶ月Jj'より l位ちに放水 し得 る様配世 し、必要に !悠

じ他の油火怜 よ り「ホース」を延長陪援し得る装置 となす事。

消 火 栓 に は 防 Ｉ，Ｑｪ Ｇｦ マス ク 」を常 備 する ｾ ｊｲｯ

19 .
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［ｪＧ ￬ 火付、Ｈこ ｬ エ ｾｬｪｬ ｾ 二｝、タン ｊｉ こ ｉｩ＼ り ､￬

火「ぶンブ」を辺神し得る袋世' t '

一， ‘ｾ Ｎて

J ふす' Ji ' u

ｩｪＧ￬ 火 ［ｫｲｾｾ うまは三 ｴＩ 山 ＰＩ ｪ ［ＩｾＱ こ事長 り

町一ーの場合に 111j 然するところな

〈j L機fiE を?設予i! せしむるを Ｇ ｊｾｩ す

μ11ち

Ｈ イ Ｉ 消火 ｬＩ ＯＩＡｊ正 Ｚｩ Ｂ ｉ Ｇｾ

[， ;JI'ポ ンプJ により犠井ノ'J¥: えは、

Ｐ ・東 ［ｾ ｉＺ ＱＢ 木 ｬｯｦＨ 災害 Ｚｴｾ 民 :IL ｾ｛｜ｬ ｬ＠ 'l ト明 CJ1:. /) 3)  }i; i1i fl 日JJ ff;' ，I; 分

tli ノ']-，IDノ'J( の (IIJ れも配点す る司 j . o

11 2 0  

( 口) 消火「ポンフ二伝道仰せ 5 るtzf? とi¥l l もh¥上ノ'J，¥i
1

iよりr ' I 然沈下 lこ隙り市11寺全消火 1]¥管

に配IJ ，する事っ

Ｈ ハ 〕 建物外ｾ，ｾＺ I- fメ¥.{1 1i1' i 火怯J をnZけ消防宮川'Pi' ，' ;j  ｾｪ 主特し、 ｩ 自 Ｚ ｩ Ｇ Ｈ 芯 ｉｽ えを、建物内全消火水 ｊ 皆

に配ノ｝Ｈし ＱＧ ｊＮる持配 管をな す Ｚ ｾｴ ｲＮ ｯ

近時高居主ｬｊ［築物に Ｈ之 、 ｊＱｴ 周［｝｜ の ｛史川最 多ｽくなる塙め 、号室 Ｉ Ｑ 二ｾｾ支げめれ 11' ，火常時は自家

j J .;J， ｾ＠ f史川消火「ポ ンフゴ(こ 依り向日 IJ ，し不足の場什 l之、バ iノk迫 ;J ，を1史)iJ する版設備するを

可とす。

ＨｾＩ泊火器に採る消火装置

薬品消火器 、 消火 ｾ｜Ｇ ｦ￬ ， :J U也之れに fri する消火器はu 場 l一人j 泊'tt なる 1Ii，INi に多蚊常備するを

要す 、Ａト Ｑ に ￬ ｾｾｪ ＱＺＱＧＱ の ｈＨｽ ， Ｇ ｊＡ ｉ 二賊り 辿 Ｇｊｉ なる こ ｦｲ を ｩｬｬ ｾ とし Ｎ ＱＱＧ ， 火し弘き ｬ 存 Ｑ ，日Ａ の ｉｕｾ￙ をなす場 ｎ￭ｬ 主

刊に沌意を? 裂す I'J し。

( 3) 行報技世

(イ 〉自ff )J式内縦装置

全 ｩ ・ ｨ に 豆り白川計十 ｈ 桜山主＿地設 する は ＱＱＧ ，火Ｑｉ ｓｦ， Ａ 時に於 Ｍ ｛ｾ［･ ， ｊＺＱ Ｑ し ￭ Ｇ Ｎｊ られ 、 ｪｾ Ｉ 芯世 をなす事を＿

刊、は つ消防機ｼ制にｊｩｩ ｗ し 共存 Ｑｉ Ｇｉ ｩＧｬ Ｂｊ 民主位ｾなし ｩ Ｇｊ る 利Ｈ，正 め りて 、 自倒的法世はＯ ［ｊ ｊＡ 占後刊

に有効なり 。

、ロ〉手(1)) 式 作戦法( L L

'，jijl 賓の理 由によ り各:)t 'r j，t!. }h き場Ni に立山し 、IJf似j式保山ω出ーの功i)!I(に|際し辿l憾な カs ら

しむるも のな り。

(  Ｔ Ｉ 百貨山内に於 ける が ｪｾＩｪ 機 Ｑ ＣＮＮ ｝ のＧ 市似 ｩｬ

'i 火ロ引引，:出jf lはま火 Ｚ災 ｪえ乙 ををｾ )，υ，j訂J";日川川if行州削';1刊';1¥(司市1¥

川 ｬ 主 ｦＮ Ａｱ［Ｇ Ｑ ｾ 且￭ｊＮ ｨｲ￭ｬ 長 埋す る Ｎｾ ｈ Z 弘'す 。 ;( '1: しjキ彪世 J "・しきを:- 1与さ' れば折f今の設備 も共機能を

政 仰 せやして ＩＨ ｾｾ Ｎ ｩ にＺｲＺれる は 質 Ａ刊 に ｪ 取り ｬ リ ｩ カ ‘ なり 、 ｲ｜ｊＨに非常時にｼ際し共設備の全機能ｾ

民 ｈ し以 ｴ ，ｲ， ｊ 起世せしむ・るには ･ ヨ ｍＺｾｕｊ ＡＱｾ 武備を Ａｩ［Ａ｜ )'11せるものを常備し、消火機酬を盤似l



する 1';' 緊要事にして、之れが

で3め rl ! { I，i; 内 に保安係を 常制ii

し 、 Ｑ ＱＮ之 れにＧ， ［［ｾ ｦ ＺｦＺ 消防子ＺｴＧ向 ｕ

!必 し館内全般に J (  ｾ Ｎ＠ 11 市:民

JI )( 和(i ・: t ' なすは断裂事な りコ

3 、 避難設 備

(  i  ) 官場|人]通路及附段J十: 「エス

}J  L ータ - J i ヱレベ { ター」

Jiij) (，(場 をliI1)/. 台: する 'J i

現ギ! 二百 t'i: l山に於ては賀;場通路
10 ・ 東 J ;( 1' 1  _，f，I"!i :災符勾良 北イI!I]外壁 ( タのの 西端苦F>

復 将 ｴ にして共申， Ｇｾｌ ｾ も佐 々独 断 なり ｄ

叫 持段エレ ベ ー タ ー ｬ 苅蹟 場 狭少にして時 として ，ｾ ［ Ｈ Ｚ 協なきまで に ｈｾ ｪ 品 を ｬ ｩ ｾ げ ｉ ｊ Ｍ｜ｴ る あ れ i!I! 

路及 び 庚 場は 、非常時 避 難路として 重大なるも の な れ ば 、 通路 Ｑ ｾＧ ￬ ｓ ｨ ｩ 殿場 の 大 き は 共限度

: t ' 定め 常に釘効に保持 する を要すc

( 2)  Ｉｬｬｩ［ Ｇ ｾｾＱ 路施 設

Ｈ イ 〉階 段 は 非常時 避 難 ｬ 路と な るを以て 、 共配置 ＺＦＮ ｊ ｴ Ｎ ｾ は 豆 大な る凶ｻ系 ＼･ 有 するも Ｐ にして

防火区制を? 設〈る場合に於て は共 医 J: リに到し考 1むし共 散はjぷ耐砧に比例す るも の なれJ 宅

nJ 成多きを可とす 。

Ｈ 口 〕 避難 ＲＱＱ 月 Ｑ 附段は給関防火的とし毘上より地上迄 ｾ ｩ 出に はけ 、 且日立 ち に辺 尚 又は通路

に持せしめ、共教 は fji j:頃附 段数及 1" 貨1，'; の規岐に閥係 を有する も、: 2 r:";JW以上ぷ〈るを

日J とす 。

( ハ) 以上は一時的j位制I場}i lj として使 JIJ するも のなれば以上に は燃焼性似設物 及動物合。

加を設けす・催国等を設〈る場介は其大 きを制限す るを 可とす 口

Ｈニ Ｉｾ 判長装置として各 附 姿部にＧＢ佐官接世及拙 作総を も ｪｈ へ非常時にｼ際し 、 館内に 将司 ｴｻ 且 つ

泣刻 ｴ に針し誘導する は 緊要にして 、 ｪ 控 ｾｾ ｉ ｾ ｉｬｦ Ｎ� 段 等 ｬ 立 、各 附 随 ｩ￭ Ｑｲ に ｈ 月 示し 、 なほ 見易き表示

憶を附すを要す。

(，); )  jill 雑用具は一部 の もの 〉使 IIJ (こ 11: ま り、一般 のrlj ＺｴＧな さ ｖ るも ｾ､ｩ 助 ｾ備 とし て 地 分

ぷ備し置くも可なり 。

( へ) 百貨山内に保安係 金常備し、 n常 i米安?f備に任 じ. l L 非常時避難に到し. 統制 あ る

指郁に世らしむる は極 めて緊要なる事なり 。

( ト) 従業員は 、非常時訓練を行ひ 、且建物 を熟知せしめ 、非常時に| 際し沈法行動し得る

様充分j訓練の必要あり 。

以上は共大綱を記しにるも の にして公共建築物 1_1.1康IJ 場ー飢物場;;Sj 多数の人員を牧谷する主! l

物は共取締規則を制定し、災害防止の方法を百件じっ〉め るも 、之れ等建築物より向多数の

人員ＺＺｴｊｴ ｸ 存する百貨山に針し Ｎ米 Ｑｾ Ｇ 共れを制定せ ら れゲるは遺憾にして 、 首局に於ては各

ｬ 欄係 者の意 見を 参 Ｉｊ ｉｩ し共取締に ｬｾ ｨｉし規定ＺｴＧ ｬＺｴｾ 急 Ｚｬｉ ￬ｬｊ 定設布せられん司 ｩ ＺｴＧ希唱するも の なｾ 0  
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百貨庄内交通機関の非常時に於ける 封策

イメ
'

H

H

 

上l 本':'1' 4 1..ベ一戸一幸t_:，' ;:1' f.、 j'¥0 ，nHnl!i

lぬ1f J占内 交 通 機|品l い 1
1しましでも 現ずl

うでは主にエレ ベ ーター、エスカ レーター
[-あ りま

すが建築物自身が者Ilili の -1札

になりつ〉ある趨勢の F にbきでは 、今まで野外に 於て i土川されてゐ 1: コン ベ ヤー 、トラック

等もｽｬＺ の 各自 の 特性を色 ｫｔｊｉ 筑する ＺＺＧ ｝ｩに依りまして将来的 ｫ 有・効なる建物内 ｾｩ 命送機闘とな

るも の と思ひます。此彪では挫物は百貨!ょを主悼とするも の を封象として考へますに . 先 づ

エ レ ベ ー タ ー に 就て

本 機 に 就 て は 叫 に 建 築4J 門 家の方々に依 り有効なる剖策が 11! ，てゐる棋でありましてそ の

通: 復になりますが主なる司王引を州製 して見ます と

1 昇 降 通 路 各 階 /1¥入口 肝q ま防火罪 とすること 。

:2 -' 二言巳の扉 に 押 入す る)j' ラスの大さを /1'，会j.:iる え: けノ]、さ〈すること J

3 昇降機昇降口 の附近には主地を? 設けるこ t )  

4  -t7- 降 遺 跡 を 不 燃'1主材料で構成し、史.1H突 の i乍川をせぬ肢にすること 。

5  tを助機械室のL11日中|を?不明性 と し、床 lま勿論不燃性 、バミ子LII}j t1 を最少以!it じ〉 太さとする

こ t 。

前 昇 降 機の配 世 を 建 物の総て の1"11¥分からl ! ' i ちに 到着 /1'，タj.:i る肢に すること 。

Ｗ 非 常時 の ｩ ， ＺＧ［ ［ ｾ 十民表示談世と漣 Ｑ 噂方法Ａｦ汚へて ｬＮ ｪ ( こ t 。

等 で あ りまして総て! l 乙裂な事で あ りますの之を今少しく }I 似} -[; ケ立て〉山きま すと

ill 物自慌に| 持1する 41項ｾｾｾ＠ 1  

( イ) ｾ 十 諸官［初 の プ ラ ン の ￬ｽ と め ブ ｊ

ＨＱＩ 何 れ の ＱＱＱＰＱ ｊ ｾ ｩ よりも Ｑ Ｑ 止も〉主 力沿 に ｩｬｩ 11'の陣告: な〈 到 述 /1'， 米る 111rlf!i Iに配世すること 。

( 2) 配置は最も III こ小n' 易事所を選ぶこと 。

( 3) 少くとも ー111i 1所に 2長以上むj: タIJ させること 。大型 1 京よりも小型: 2 ;ふ: とすること 。

ＨιＩ 非常階段を共 の ｾ ｦ ・ ｬ 近には ［ 出りる こと 。

([>)  ｴＮ ｬ ｬ ， Ｎ ｾ突となり易事階段附近には配世せぬこと 。

Ｈ ＶＩ 機械室は必す以上に ｾｾ ［ ｬ 立し＿こる ペ ントハウスを作ること。

( i ) 機 械 室の締 出 を loi- l火的にし充分前い以る事。

(口 〕建 物 完 成 し に 場 介 51- 降機設備に就て

( 1) 防 火ml を完備する :;，Ji 。

11 2 2  



これには銅 製パネ ルドア ー

をf 作り 、なるべくガラス等

を? 伊入せぬ; f A( にする事。うえ-

全 カ' ラス 、ワイ ヤグラス共

に防聞の 目的は述ーする色消

火 ｵｲｬｾ ￭ＺＱ ｪ の Ｗｫ共他にて ｷｴｬ 来ぜ

られる恐れ があ ります。

( 2  ) 原はなるべく自 iA)Jf J目的

装置を附すること。外部よ

1  

4階内部被代・h! ioe

り防害され-9' ，11' ，入 を敏速

にする筋に必要で あ ります。

ショ ー ケ ース の 残骸 ・ 制 張せる ｭ ［ 分がｾ火場 所

( 3 )  ' " 手降速度を?J白首 lこ選定 すること 3

( 4 ) 自!動指j末装置を附すること 口

この昇降速度の決定は設置台数のek: 定と相附聯するも のであ りまして百貨府に於ては非

常 時の場合を充分考lEに入れる必要めるにめ従来行はれて ゐる事務所建築に於げる事数決

定方法では不充分で あ ります。然しこれはヱスカ レーター 等の輸送機酬を も考慮する事に

し仁いと思ひます O それで具悌的の速度は瑚在小都市の行 貨I，i; では待・分 150 ｾ乃五 ＲＰＰ rw. 

大都市では 250 吠乃至 350 りてと 去ふ附でありますが . 大関町二自 { 動開閉装置を完全に すれば

乗客 の1-11入時間 を短縮 し、H'¥入の混雑も防ぎ得ますか ら、軒高 100 r火1，'r. の ものでは速度は

念行専用を除き最高1I): 分 250 ｾ尺で充 分 ｦ ごと忠ひ ます ｄ それは これ以上 の辿皮ーには ｩ 出 Ｗｈ ｴ 護 Ｗ ｅ

機附を各機に設け 1= る高速度昇降機の設備を i必要とし建設費はもとより経常設に於て非常

に筈IJ高となる貼を考1. 1tl : ( こ入れ度いと思ひます 。非常時の事 を考へますと機械的にも電気的

にも 出来る丈け簡車適切なるも の とし、組制安全に使用 11'，来るも のが必要で、 それにつけ

ても 250 r只級の性能に封する認識を深めて戴き度いと思ひます。

( 5) 表示fF7競技置と建物の非 常信蹴装置 とに 一脈の聞係をつけて去11昨;慢の f: r. 世，ii ，: びに符

報 の役に立て度き 司I. o

( 6) 機械室は屋上に在り動力は非常時: こ ゐり ても閥均: して安全に供給され 、火慨に Jrx. 持

れる事なき犠され度き事c

( 7) 岸上と地下室には 1+' ，入 口伝 作 り、屋 上にi l ! i 難し1: 人々 は安全なる 地 下室へ直通 T 運

ぷ様にする事。これに は卒 時の訓練が必要で あり 、前項記載の構造 も同時に考感し

て戴き度いと思ひます。

( 8) 建物の出入口 或は主階段、非常 口と昇降通路11'¥入口との聞には貯( H章特物なき通路

をとら れ信披接置を考慮され度き事。

エスカレーター
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これは近時慌に使用される械になりましにが非常時に鮮民の幣埋がうま〈行かす¥ 指 導

者がないと反って危 I設な方向に避難する椋な 事 も 起 仁 叉 構 造 上開迅ーとなり坊き 1: め水平

防火幕を張り各階 を遮断 する必要が あ り、特 別の伏置を考感せねばI見定の虫f I き配置では非

常時に は飴 1) 役立にぬ傑に 思ひます。

然しこれは 地 上 ｾ ＿Ｇｩ と地 下宗を主 ｧ 絡 し 、 Ｓ く地下 室 と地下段等を連絡 し て地下の安全地併に

ill:mせ しむる 1: めには肢も溺首 し1: もの として配置共他に研究の飴地が姥されて ゐ ると思

ひ ますc

ヱスカレ ーターの運搬景は l 人立の もので何時 3 - t  11:人、2 人立の もので約 7 - S 1r 人

であ りますo Ｎ Ｊ邦では米 ｌ Ｇ 省 Ｊｊ ｾ 秋葉 原 ｉｾｦ 設 世 のも の 打 、外 徐 ＱＩ 長 いも の はやり甘されて Ｑ Ｑ ＱＺ Ｍ りま

せんが終来地 1-: 2 附よりも直綾地 F 千ーへ通する f，'，の もので 2 人立の本量大なるも の を防火

i耐髭通路内 に設置ぜ られ非常作報装世も同時に附ぜられるならば安全なる交通路がtl' ，来る

かと思ひ ます 。 これは普通附段と泣ひ ‘ It1刻f'の仁めに事放を起す事も少 〈或 る場合には弘! ?

女子のみを真先に避難せしむる様整理し、一般人は非7t階段等より避鍔i すると云ふ百十番も

ｹＮち得 ら れる か と思ひます。 次 は御参考迄に記 ､ ， Ｚ ｾしますが

昇 降 蓮 度

現在我間使川 の も のは ｨ 分 Ｖ ぃ Ｎ ｟ ｾｬ ｛ｬ Ｑ 央 Ｑ ，Ｂで ｲｻｬ 速度で あ ります が 、 大限地下般道に ｾ ｉ 言 ｩ Ｚ の

も の は存分 Ｑ ＲＰ 呪と Ｖ Ｐ 択と の二 重辿 ｊ 立 の も の で Ｎ私 は将来速度は ー般 ｬＮ｟［ ｴＮ＿ ｾ の 訓 練に依 ＱＩ 何

分 2001火作辿 いも のでも使 川Hi来る か と思ひ ます。 ラッシ ユアワー、 非常時等に 大 人用と

して使用するな らば徐程1 [ '. い速度が必要? ごと思ひます 。二軍( { i l i 皮にしておけはー交通量に J.fiJ:

じて埴苦;に 速度を制節す る事も /+'， 米ます 3 叉 絞急:別伽1の 2 ; 裏金並列せしめて置〈 の も一奈

かと思ひます 3 総て之等ti 1'1引1丈けで昇 降イ'i} tl l こも使用 州来るも のであります コ

配 置 の 形 式 I ス カ レ - Ijl 一両日 IR 1，'可|

A  B  C  

ぷζ ご:

ーフ ア -

| ー +

1 - 長一一

1 - ー争'

I  一一￥ | ー」予

i  一 一 争

、 ーーー弓. /  ｉｾ＠ CJ 

斗

己

己

凶に示す女fI ¥ ( A )  Ｈ ｂＩ Ｈ ぐＩ等あり 、 非常時に岡ｾｾを防ぐ結よりすれば ＨｃＩＨａＩ Ｈ ｂ Ｉ

1 1 2 4  



の111ri 序力、と思ひ土す。 1，; '，)1にイ火る

もl切な如< . 7 . スカ レーグ ーは1):司

令させてこそ有効ですが芥草加

では 有効でな い!j { が午IJ ると思ひ

ます 。然し 本機は最初の; 法制1712

1; ;?'":j ｾ、事と、組物 の梁の 配位 が

うまく行力 、ない事等に 依りエ レ

ベ ータ ーに ｊｌ し ￭ＺｻＺｊ ｾ［Ｉ の Ｚ ， Ｇ Ｈｊ 話に 布

りますが. 現存では問涛化され

てr.- :己主jE- ヱ レベーター よりも うえ 12 ・東 京 I' I*M災害総! I T Ｔ 階北側 ｉ ｾ 抜階段被符Ｈ大抑Ｎ石辛Ｇｊｴｴ ｄ

<. ，Y' ，*る 4ff になって肘ります 。交通長の史li に就ては例へば 4 己主:の 2 人立のヱスカレ ークー

で ] 附より 4 附へお1侍 R 千人の人を運搬する場介これ丈りのものを運ぶには J O 人乗速度

旬分 200 吠の昇降機式 l G 羽近く必要となりますい'iI( lこiji 命誌1r: は 非 常 に 大 き し 値 段 も 反

って安い事がわかります。

力、〈色々考へて参りますし百貨l占内の交通機闘としては飴fAH寄来研究の徐地あるもの

Tごと思ひます。

其他の機械設備

〔イ) ス ノご イラルシユート

動力なしで; 也度の法 さでとり訴もるのでありますか ら して火訟の場令には人 k を避難i さ

せる仁めに使l l J すれば而白いかと思ひま すO 似 し J ，I; J I，l，ぞを防火監とし. 之が州突の作用をせ

ぬ様投入 Il もJl x/I' ，円も泊it? な2i i 伝ぴにJ) j¥を設げる必裂がありま す。然 しこ〉で考慮を要す

る史li は現在使) J J されてゐるも のは殆んど火急! : の場令には避難設備のーっ となるJ i J iが反って

火慨の通路になる恐れがあります。放に将来スパイラルシユートを設け られる場合には、

非常時にも役立つ工夫が あっ て欲しいと思ひます。

( ロ) バ ーチカルコ ンペ‘ ヤー ・トレー・ エレ ベ ータ ー

之 等lま卒常は! 日 J :，ir'，運搬月1として低lili 度で辿総連1曜をして居りますが 、之はスパイラル

シユートと並べて設備し. やはり非常時の使用方法を考へてみ 1=いと思ひま すが、之れで

人 の 運般は危険ですから 、 薫嬰 物 ｉｊＷＱ 携持品 等の 搬出防 ｊｾｾ ， ｩ 消火器具等の返り込み等に使用す

べき fごと思ひま す。

( ハ ) ダムウエ{ グー

主に食'主主等へ貧す1，日の運搬に使用 して居ります から これは大しに能不 もな い 反って 附

入口扉等を完全な 防火原ーとして煙突にならぬ犠にするのが必要です。然し消火用具 、マ ス

ク共他小物 の運搬には据付場所さへよければな かなか役に立ちます。

( ェ) 研究の終来あるもの

2 5  "  



この一例 として水平運搬忘れ桁ぐ くノl ｉ Ｇ ｾＧ 長 ｴ ［￬ヱプ ＧＱ

ンコン ベャー 〕でありますが今エスカレーターを ;J'(

平にしに形式のものを考八て見 ますの に、将ボ 14i if 

j古各階卒 面 積が膨大なものになっ1 : 場介 、s&. は迫路

を?跨し、で辿絡する場令とかには相首!i¥l 立の I? い此 純

のラ イン を設げる必要があると 思ひま すし. 現に地

下伐の終 ｾｙｩ と百貨庖入 口と の ＡＱｩ 絡に百 Ａ 誌を進めでゐ

るNi が あ ります。 これ はヱスカレータ ー より遥かに

'k' L、設備でよ 〈多小の高 fK も釆換八る: l L、要な ¥i t U

るし、: i i l i 皮も旬1分 70 吠1，'r. から最高 300 I州江 まで上

げら れると，E ひま す。

他 の- イダ1) は非常時に各階の判 . 或はベラン夕、 ーの

ー・部 に 取付 け?こる、 Tx. はil i-fの一部が直ちに利用 tl'，)収

る様に計設され1= るプレ ー ンシ ユート ( ¥単純とり 板)

13 ・;l O ;(1当木保 災害潟反 Ｔ 階万 ｦ ￎＧ ｉ Ｇｲ 南 部 ・ Ｗ ｾｾＱ ・ 詳 ＿Ｚ Ｎ ｾｉ ｾｾ Ｎ ｾ Ｎ Ｚ で あ ります o 之 れに依り窓から飛び下り る株 1';' 危険

1 1 2 6  

な事をｼ徐き Ｎ 各附 ｦ ｾ｛ ひ に とり 下 りて避難も ＯＭＱ Ｍ Ｇ， 来 、 又は救命袋 、 救助網の所 へ 近寄る事力ｾ 1-1' ， 

来 ま す 。 シ ユ ート はほんの簡 Ｉｾｦ ｌ なも の で 良いわけです ｯ 但 Ｇｪｩ Ｍ ｬ や ベ ランダ ー を各階に設ける

事が I-H来ねば無駄な考へ方です。

結 論

以 上極めて幼科[ な考へ で亦而の" : : f ' りでありますが百貨胞内の非17; 時の交通針策は 、勝 ボ

ｾｲＮ � 裂 ｩｬｩ 容の行はれ＿こ［場令の災宥をその最大なものと考八れば此の時には外部よりの救助 ｼ弟

子救命具等は其 の設 仙 の飴 怖な〈 。 府内に於て 防 ［ ｫＮ，ｾ ＮＱ ｪ 偲 の 通路を 作っ て混雑な〈辿かに 地

下 室の完全地引? に避難させる事です。 これには ペ ントハウスに機織虫のあるヱ レベー グー

は使用 11'，長|そな いものと考へ られま すし、 岸上避難も 出来 す，、 Jlj 瓦l tJ i等 も芳 l台、すれば各階の

窓よりの避難も 出来 す， 、njI; 内部の附段ヱスカレ ークー・ コン ベ ャー に相るより外仕方 があ

りません D そのにめ にも 凡 て内部の機闘なり 設備が i直ちに人々 をして整然と 地 下八 、'i_'全

地帯へ避難せしめ得 らる 〉様配置されてありにし、と思ひま す。 そ して地下室 に句ょっ 1= 人々

は地 下道を走るコンベヤ ーで地下餓へ ! 主云ふ工合 に行き 度 いも のです O



火災に封ずる構造巴設備に就いて

株式的上火 ) L .¥!l務 ll :i 締役 里 u  
ノL 純

古

口

ｉ｜Ｑ Ｍ ｾｉ ， ｩ［ の 経営 ｊｦ として 、 イ ｉｉ ｊ よりも ｟ ａ ｾ件付 ｬ し、も ω は火災である Ｉ ).!I¥lの沿い、 W，eなどはイIIJ とな

く心持ち の J巴いも の fら それ j' ，文に火によ っ て起る災らi? にイJ ては 、あら ゆ る場介を想像して

これが針策を訓 じ て位カ〉ね ｬ ，ｩ 枕告げ Ｚｪ ふして ＱＱ 民ることカ ［ｮｌ ［Ｎ ｦ ｾ な ｌ 、 ロ 庇が業務 の 張反に ｦ ドひ 、

建物は次第にんさくなる 、ft'Ji は段々級将[ 。になる 、Jrd投ふi持:j ，ｾＧ，Ｈ 主 主 ＱＩ 論 Ｎ 使片 ｪ する甘品川 、 ［ 機

峨も多極多様となる 、 従業員も附加するし米Ｎ応答も ｾ ｩ 肢となる 。 災害防 ＮＱ Ｑ 二施ぷに 小 ｪ ーでは史

ｬ こー府周到なる考 ｬ 色Ｚを Ｑ＿Ｑｾ はねばな ら ねことになる 。 火災は之を外からＪるものと内から組

るものと 、営 業 '1' に組る 場合と 、営業 終了 後に 起 る 場 令 とに1耳目 IJ される 。外から 米 る火災

に引してＨ桁ふる建築ｼての ｾ ｄ 柏崎 Ｎ E! jJ ｴ ヲ 外出 の 防 ｾｾ Ｍ ｾに イ ｊ ーで はそれが百 ＱｴＩ ， ｬｩ であろうと 、 オフ ｊ ド

スビルデ、ングであろうと イII J等 典 る 所 は な い 特 で あ る 。 そ れ は一般 建 築 物の火 防のlI ¥jilij で、

ｮ ・貨代に ｉｕｾ つ Ｑ］ Ｑ 用組 ではないカ］ら我々白 ｮ ，よ 業Ｚｋ力［ ｾ守に口 Ｏｉｊ しするに は及ばないと ，目、 ふ コ

今 1.:1: 我 k の 皆 業 の 特Oll な事情に占与し、て起る | 問題に什 てのみ考へることにする 。先 づ 1" 1貸出

の建 物 を;ぷfi .1するに官; って 、施 主 と し て も 設 計 者 と し て も 第 一 に

(  1  ) 営 業上 の 要 求 に 泊 ふ 、 能Z字的な合目的な建物を作ろうと試るのが嘗然である 。 fJI

し施主? こる管業者の経営方針 、営業政策が必十しも ljJ 乙 一 致 し な い し 、 まに設計者の此 l拘

ｙＧ ｴ ｬ こ針する 理併 の程山に ｩ ｾｾｴ 誌もあって 、 Ｇ Ｑ Ｇ の市 Ａ ｾｾ ［ 別して肘る出 ｉｩ を 、 乙は来てｾ ｾ￭ ［ｲ ｩ みないこ

ともあろうから 、建 物 に 剖 す る 必;J< も同一ではあるまい J .f:l 、は私自身の凡併によって経営

者 の要 ;J くなるものを述べる。仙の経営者はまに異つに見方全するかも 9:11れない 。次に

( 2 ) 火 防 上 の 要 求 即 ち我 k の最も 怖れて) . ! i る火災に釘して 、之れが災害を売れる of t

し〈は可成減少すること の/.1¥* るようにしに いと 云 ふ 要求営充さ んと ii.よみる。百貨 I，i; の建

物はこ の ニ ツ の 要求 1;. ら成立って 設 計さるべきも の と忠ふ。而してこの二ツの要求が互に

相 l又して出ることもあるし、まに互に一致して居る場介もめる。別l ち 営 業 上の 目的に迎、な

らんと すれ ば ｙ ＼Ｇ 防 ー Ｑ ＭＮ の 欠陥を外 ｾｩＭ し 、 火防上の目的合迷せんとする ｎＱｩ ｊＧｩ は管業上不利族主

なることもある ω で 、 その ｴｴ［Ｚｗｊｾｽｩ を見 川し、オ Ａｩ し〈は之を訓示 ＱＱ して桐 ｪ メせしめないような

工夫を試むる こと が Ｎ 営Ｎｾｾ経営者と建築家との提批して政光すべき則でめろうと ｽ ｴＡＮｾ 、 。

1 . 構 造 に 付 て

最初から火災の辿らないよう に しにいのは勿論である。 )j j¥凶 と な る べ き 良-ある! 引を tI ¥"$

る丈 ｦ 不 法ーした い り ｪ 丘＾Ｑ＼Ｚの火災 ｬ 士大祇そ の 原ｼ却が漏Ｇポ ｔ ごと十抗告されて ｬｊｊ るが 、 ｩ 石｜Ｇ，Ｍｴ［Ｇｾ絶 ＱＮ｛ せ

27 11 



ない よう に、オ日し iJft)' r [ しでも火

災とな らな いよ うに回日以:と か 、

Ｑ Ｔ ・ 東京山木版災 ｾ ［ｴ ｪＺ 篤反 Ｕ 階西ｼヒ 間 ・ 特別熔接奈の被 ｾ ;- .:  

ｊ 主総とか 、 Ｎｪ ｾ ￭ ｬ腕とかを建物 を 辿

る11和二 ;t -t- j !1，・し7二し、 。建 也 後 使 IIJ

による破損に劃 してi波阪を ill 辿

に強見す 〆く き方法の挑ざる べ き

は勿J論 では あるが 、屯 祭の取 II¥J

な り技術な り随分主的主 して}，，;.

るようで あ るが 、火 災の大 部 分

が耐電に lが凶して居ると云ふこ

1128 

とは訂1) に以 て遺憾の互りで あ る。 _ - J J . 火災が起つに上は /-1 1，米得る丈、)Jl J限 し7こし、。 火訴を

ｉ ｬｪ ゆ る場 ｎ￭ｾ 也 選 ｲｲ す ると二 ｌ ， ｽＮ 、ような こと は常識的に首討され 、ｼ 問題 ではないが 、ｼ 涼手 ｉ ｊ 携を

防火壁 、 防火戸等を ｾｬ 、 ｊ 、てｾ 露 骨し 、 数簡 の セク シヨンに Ｑ ＱＮＱ Ｑ 仕切 を設げようとする事は 問題 ｬ こ

なる。尉い隙タ IJ 携 の一 郎で 11' ，火しに場合出ちに 一 I白j に延焼する のが恐ろ しい . 之を防ぐに

は セク シヨンに 仕 切れるよう な陣地にして世く が よい 、 ぞれより外に手段はなし、 。 災害局

ｾｬｾ の 目的を迷するにはこれ が 一 会 Ｍ ￑ ［ｊ ｊ でーあろう 。 現に夫閣 の 百貨 ｬｊｩ にては 、 Ａ高 ｪ 品部 ＱＢ Ｑ 討に

墜を Jスて仕切り 、夫 々の セクシヨンと なって居る ハ口ツヅでも ワ f トレー でもそうで あ

る。 七ル フレツヂは米 岡 人で米 関 仕 込みにカ' ら七クシヨンに 仕 切ることを取って 、之 を 免

れようと ， ￬ｊ ｴ み う ｾｪ ｊ し＿こ が 、 ドウしでも宵恋力引 き ないので 、 セクシヨン ω たきさを般大限

度に前〈取りて 、 ｬ ｖｩ火 ＱＱ ＺＱ 仕 切 を イ ｊ け にと云ふこと であ る 。 尚 品 の 貯ｾＪ や ｐｾｴ 州 ｴ ｊ＾ ら Ｂￄふと時

ｉｾｦ ｪ の 多い こ とは都合 が よい の で Ｎ 火防 の 目的と 一 致して居る。

まTこ'f/f，' ｽＱ ｪ さる〉 目的 の ｩｦｾ ｪ 品 の みを ー ーヒタシ ヨ ンに校長 めら れてあって 他 の Ｑ ＱＶ 符に 心 を倣 ら

されない の で 、 Ａ坂長員 の 働きにも ｾｗ Ｚ 会 Ｚ の 買物 の ｮ め にも能率的で あ るべ き 汚Ｚであるのに 。

然るに それは「弘」で あるので経験 の我 等 に殺ゆ るj起によると間暗によってセクシヨンに仕

切 ら る〉こと が 、 金附 ｾ Ｍ ＮＮ Ｍｉ ］ ｉ に凡透せる ｉｬＺ ｊ ｊｪ 土され Ｑ Ｚ Ｑ 涼 州場に比して ｩ 庄しく資れ高が少いこ

と を ぶ し て 川 ト 大 衆の:f t物 心瑚 は!阪力、な光景 を?長 し1: る庇に集まる色ムム作JIj の める の

を見逃すことカワJl ，; k なL 、 。 そ れ でその 見透せる ＱＱ ｾ Ｇｴさ の ｩＧ 甲 山 、 ｬ 以カ・さと 、 ｊＸＨ たさをぷすに ｨｾ ，

るＡず ｦ さ ＨＩ ｊＪ 子ｩｕ 立 ｾＱ 以に何回主ｼムｼ江と ｪｬｬｩｬ μ し 、 そ υ ｪ 三 ＱＱＱ υ ｊ ｊ ｦＮ Ｇ ｻ さ 山 ソ ＱＱＩＧ な ればつ 山 セク シ ヨ ン

に仕切ると か 、;) ｩ［ Ｂ ｻ なれは ー三 つに 仕 切ると云ふようなことにしに ら Ｎ 火 ｾＩ ｪ c. ;a;  ｹｾ の二 つ υｊ

要求を調和させることが Ｑ Ｋ｜ う いると 忠 ふ 。 そ のよ Ｇ ｉ ＺＧｾｫ を私は ＴＰＰ ー刊ＨＱ主ｾＺＮと見て居る Ｐ Ｒｮ Ｑｬ ｴ ｴ ド

や :10U J;千鮮に IkI l仕 切 りをしに のでは話にな らなし、 。1: :ltt 切 りする場合 (1必 す その ーヒク シ 二I

ン ￎ ｩＭ ｪＺ に階 段 ｾ Ｑ ， ｊ けて置くべきことは￝ｬ ｊ ｆＮ ￭ￍ ￻ 忘 れて なら ない僚 ｦ ｬ ｦ ー である 。

同l決することは夜間業務 総 f 後に起つ 1=場 介、Htj d11なり建物なり のI出与を少〈するお1情

的利 益ゐる ことｾ 者間侍業 ｬ 時間中に［ｬｬｩった場九で も 大 陣営 ［ アれによりて遮断し 、 滋 品 ｉｾ に



! 更す ることが /1 JJ 米る o 111計二 災有

に十 ｪ て考他 Ｚ するにｾｾ［つては第 一 ・

に人命の数助 、安全にV Ht へ、 次

に ｬ 持 ｩ￬ｲ ｾｍ Ｎ ｪｊ［ 物 等 の 財産保設をＡ函 ｬ ら

ねばならない ) ｾ｜文 ｬ こ セ クシ ヨン

をJ i 立げ るこ とは人 命の安全 .ili 主

般 の ｻ足利と云 ふ盟 ｾｉ ｩ に Ｊして ［遺憾

なき ゃ否や。延焼を妨げ る柿i I T

は同時に逃避を妨ぐる陣 (i リーとな

らさJ るやを?挺ふも のである。

15 ・ 来;X ｉｾ 木版災害篤民 6 階被; 世; 全長〈凶方 よ りJ ; t { 方を挑む〉

兎も角も災害の局以のj.g.J題に次で考へられるのは避難の注でめる 3 避難の方法には 、極

々巧妙な仕掛が考案されてあるようであるが 、数千数寓の人を避難せしむる の詮は越監rr さ

れ1: 安全な階段 による外はなし、。 屋外に試り られたJW消非常階段の責nきも のは 、多数の火

災にWJII れない 大裁を避難せしむる には油しなし、 J そこで平面積 4 0 0 - 500 坪以上を有する

建物であつに ら、凶隅 一一少くとも 反 封の二隅に防火監と防火戸を以て安全 に遮断され得

る階段7 t ' 設げることヵ: 必要である。而して此階段はw : ちに外の道路に商して過す・るもので

なければならぬ。 J点る可はそれが屋上に迄通す' ることを要する o ｾｖￎ る階段は無駄に各階 の

凶j積を費すも の となりて営業の要求と相反すること 、間仕切の場合 と同様のIHJ 1 系に在るに

ゴ川、や と二15.J 、るも の なきにあ らぎるべ きも. 私は建物の|刈隅( 少〈も二附又は三附) に階段

を，泣けることを 以て、火 ｾＩｪ の 見地よりも、半ろ営 業の 見地より 主 ｈ 品せんとするも の である ｕ

7こまにま それが火防上利l " i ' J するに妓泊営な位置にる事ぞ考ふる のである 。

百貨 ｬ 山内に 府 ｩ 客 の歩き ｾは らる〉有 核は Ｗｫ の 流 のそ れと具な ら す 、 流れをｪ｀り叉は峠件

ＷｴＧなすも のあ る時は 、 流動甚にはすむとなり 、 通路 ｉｊｉｈｾＱ して誘導するが立 ｮ ;:s Ｉ ｉ ｾ［ ｬ Ｉ｜ の彪には人

の流動観めてl!f illt なるを見る。川謂袋地 、行きょヒりの隅 k には人の i止を森易に赴かぎるを

常とする。ｦｩＧ ｲ￭ しで彼彪には階段 あり と の 蹴念は その 附近を俳 ＱＱ ｾ Ｑ し 見 物し 、 若し興味なかり

し場 ｦｔ に ｬ 主に下に ｘＨ 立 、 七三ＧＴｩ ｾＺに 他 の附 へ行く事を得べしと の気 安さを感ぜし め Ｎ そのー

|判的附i ! i : は袋士山でない ので誘 時|主制守つので版資_f-.イー，j 効の伯i甜となる 。附角 に問弁[ 止を有せ

すして ， ＱＮ Ｑ Ｎ Ｑ 央部 にのみ附段を纏め Ｗ こる建 物 ω 谷附 ｦ ｦｊ 附近 の 官場が如 何 に ｉｾ ｾ ｩ 散であるか 、 刷Ｇ在

訴引に そこの雄官; 者が虫n何に苦心するかは思牛はもに 過ぐ る ものがある。そ れ故に、経営上

の 見地か ら見ても 、隅 々に階段を設〈る事は 、縦令その階段が中央に設け られにも のに比

べて利HJ せ らる こと少しとするも顧客の流動心理にアツピ { ルする黙に於て 、削る有利で

あ り 、 必姿であると私は う ｾＮへてか［る 。 若しそれこ の 間向 の階段が火災のｼ際に遮断 し得る如 ｬ

き構逃に出 ら れ ＱＺ な らば 、 越線路として屈強のも の にるに想倒せば折 ｪ に両得と ｲｬｾ すべきで

んる。向ほ避難路と しE表示す るにも 言P. 憶するにも『間山階段<0 (.;t l翠貯て H削月で竪へ易い。

ｾＹ＠ u  



2 設 備 に 付 て

地作や ( 1日持を不燃' f 1J の もので ili ること

の必裂なるは r! i す起もなく、消 火片品 、消

火打、を充分に配置 い 災27与の局限、避 &11:

に先って速かに消し止め大事に3 ' i ら しめ

ない 川 意も 遺 憾 な き を 期 せ ね は な ら ぬ

が 、 私 はスプ リ ンク ラ ー の設備を 抗 ｾ ｉｬ｛ '1 し

16 ・東京白木屋災害篤民 6 階議官官南側窓 の被 安

?こい o 1北米公衆の11' ，入し集合する場所に

スプリンカ ーを取付 げる こと の必要なる

こと があまり 提 '1品されて肘 らなかっにょうである。建築家も火防 の専門家も 徐りスプ リン

11 3 0  

クラーを玉F二要硯せられないようである 。

在、が'ii ・て見? こ賞験のJI夫況から考へでも 、 ま1=現に米閣の百貨 IrI j なと 1); Yf iんとぷ; <  ( 私 の

ￎ ｉｾｩＱ こ ｬ 占柿 は これ の 什 りな い のは 無 かつ Ｑ こ Ｉ これを取付けて 居る ことカ ｳ ら燥 しでも、こ れが

最も有効な設備1= ることを認めるもので 、公衆に封する安全の設備として之れが腕〈行は

れるよう希 亡どする 。 而して その 有効 なるや 否 や に十 ｊ Ｍｾ 疑問 あり とすれ ば 、 疑 ＱＺ｜ Ｉ {f u月かにす

るべ 什放底的に研究調布されて、効力 の程度を示さる〉ょう耳1]:1"]の方 k に待11制ひ しにい。

スプ リン クラ ーによる p，"rj 品のJkのl長寄を云 k するものあるを聞いに こと があるが 、火 災防

I1二に若しく はi盛期1の!:k杢に有効に役立つ設備なれば水の回答な どは問題で なし、。外閣に於

てあれほとｻ 語 版 されて Ｉ ｲｾ Ｚ Ｇ るス プ リンクラ ー が ｦ ￎＱＩ故日本に於て Ａｉ 呼〈 遁 されて居るか 、 私に は

そ れが大きな鋭 ｦ ｮ ｾ ｊ で ある。大事 に 主ら Ｕ る中に消火すると以ふ目 的 にも 、 災 害を局 限する

目的にも . 避難を安全に且つれ 弘なら しむる |当的にもスプリンク ラーが一得よい設備でゐ

ると 私には考へ られてならなし、。

3. 人 の 働 き に 付 て

非常時に庇す る庖 LJ の態度 、庇置はzp:素の訓練に何? こねばな らぬ。その訓練は非常出討

の ような特 ｦￆ の ､ ｪｬｪ Ｊ ｾｩ も ， ど 、安か ｪ 、 Ｑ Ｑ らぬが 、私 は 非常 の際の ことを泡 ［ Ｑ Ｑ ｩ Ｚ して 出討 を 行 ｩ 、副 ＱＱ 緋よ

りも平常の勤務 、 ｪ 山内起 ｾｊＺ に於げる ｪ 礼律が大切と 思 って ｴ ，ｲ， ｾ る。 イ ミよ見 律な ｽ ｾ，Ｚ員 を非常の ｈＧＮＧｦに

け規律 iE し〈させようとしてもそれは |本卜却なことに。 j州北 j [ しい 、注意深〈養成 された lth

員は卒l時でも非常時で も端付 し、て思慮ある活動をすると 思 ふて居る 。

底力: 如何 に規律 lE し〈し端付いて災害の防 d-'.に顧客の避難に努力しようとしても建物の

州地に不安 がめり 、 安全なるｾ主主 ｉｾ ｪ｢ 任の設けがな し 叉＿こ有効にして信服するに ｊ ｊＮＧＺ｟る防火、

消火 の 設備 がない と. 部付いては 16れない 。最後の逃れ辺、安全な退路がめれば こそ最 後

迄踏 み 11 : . って防戦しようと云ふ刀添 い制 J きも 11' ，て点る認にカ' ら 、構 造の上 に於で宍'全 な



￬ｈ 宝 ｾｱｴ 路を設けることは 、 人の Ｑ 助

事の上に 大 きな ;J3仰を及 (ま し.

火災をして大事に烹 ら しめー争し

て喰いJ トーめ得る ll)} けになる o i盛

期i路の不明不安心な主主物のけ I で

非常の| 咋砂、序ある行. J i /J. 規 律め

る振併を求 める ことは 、ヰど める

方が Ｑ ＱＱＧ聞で あっ て 、 ｾｊｾｬ 只 せきＧ ら

んとするも狼mぜ玄るを得ない

の で あ る 。 ロー プ ｦ ごと か 、 袋ＱＧｾＧ

とか避難の道具も数々あるよう L 'けれどもそう云- ふも のをによりに 、1f. [1i 1とって務付 いて i1?J

けと I，I，: L  Ｑ に命令する詳には行力、ぬ 。そ れ等は禽ー の逃げを こ なう Ｗ こ場介の救が Ｇｦｕｾ であっ て

経使者ーとして 、I，I，: 員に非常の| 際には終イ. J L、て共部暑に つき防火と府lヰ午の挫測に全力を諜せ

と命 令 するには 、 Ｎ［ ｐｩｾ ［の逃げ路は安全に宅Ｚ ｝Ｇ られ で あると云ふｦ［ ｈ Ａｦ ￭ {f 以てせねばならぬ。芦

〈は舘内のド ノ部はうえ2全対hr.Mごと 云ふ場所を持って肘 らねばならぬ。私は非常H寺の規定や

想 定による tlir 何よりも 、;t:w活上の安全性と 、卒常の職務 J -_ の規律 と統 i"IJ に軍きを世〈も の

である。

大丸ミ ー1-合をつなく陀矯計婁

大 ｼ 仮の動脈線 御 ｒｾ 筋に京臨して 、 高層建築 の美をあ以、大メ ｌ と十合と の 雨百貨庄では目下

ｉｨＺ 建築ｾと極 ｫｈ 合せを行って雨 ｉ ， ￎ ，Ｇ をつなぐ陸橋計 ｽＧ ｈＺ {f!.1tめ てゐる。こ の問題は東京 白木

屋惨火の l出後、官lJJ7l. 2(j 日J:11事別館でp日かれ? 二百貨l古代表求と府首局者の協議合で岡山A 役

が「いま拡張工事 中 の 雨 ｩ ヨ貨屈が完成される肢は 御 ｾ ［ ｾ筋 ｦ ｪＡｊ ｊ は僅かに辺幅 Ｔ 問 飴の大宮寺 川

筋を隔てて相釘する こととなるので 、 この道路 の上に聞百貨底の上層をつなぐ附橋を架け

れば高一一方の百 貨庖から H¥火し1 ' = 場合 この陸橋によって答は仙 の百貨応へ避雛する こと

が 川 来 、 屋 上へ の危 険なｾ並難あるひは救命袋など の必要力、、らなくなる」と話し合ひ 、 的

建築課も大韓賛同の意を表し1 ' = ので 、俄に宜現性 STt!? ぴて来て質際の調査が行はれてゐ る

しかし繁諮問の街路上に 架げる こと は初めての計聾であるので府では近〈内務省へ氏議す

る抗: である。

31 "  
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新 築 に 際 し て - 防 火 設 備 私 見

株式合届1:'1- 合 jg. ，;f，草取締役
木 水 栄 太 郎

東京白木町火災事ド|て以来 、火事は 1I ＱＭ Ｇｴ￭ ｾで作 るもの Ｎ ( ( 1者。?の火事は詰めるも の 、 l' 1Ft 

ｊ ， ｩ［ 乃 ｪ ｬ ＱＺ火 ｾ ｨ ，ま っ た ｊ ｾ ｾｾ ぞ及ぼすも の と 断 定されて居ることは多少 ｩｪ 惑に感すＧる 。

円 本人 の 剤し品く ｲ ｪ Ｑ ｬｬ め易し、 ［ｬ ｣ｊ ｴ 駄を表はして 、日 常 の 使徒を ｾ ｉ 立外開し 火 災本 ｦｩ ｲＮ の ｾ築が設

計され防火小; 位の施設が考へられるに? f らぬことを 、冷静な考慮をめぐらされんことを .

希常する 3 設業者及び首局に於ても 一時的に熱するを避け年ろ熱の度を低めて氷結的に 11
1

1胤度を保持せ られんことを切守して 11: まぬ。

才lt k 業者では常に この火事をけ也' よ、711 、親父より一詐恐 れて居る o ｬ ￭ｊ￭ ｾｩｬ ｩ 人 策陶 官 の 閥 係

から 、他に迷惑を及ぼし ¥11:間を騒がせることを怖れて )1
1
: る。と同時 に、! 営業上の句げとから

見ても取に火災保険制 に依て摂容が jj'i 板的に tlnmさる〉に過ぎ子 、営業休I1て中に於げる利

ｊ 五千カ［イ貨はれないにめ共慣害の多大に及ぶことを↑ ｭ れて居る。Ｈ 此 色、ｾえからして 我閣に於 て

も、火災に依る営業休止に恭 〈利錠喪失の カバーを目的とする者』望利録保隙 :li lJ 力; ; ( r : って欲

しい) 従て現投に於ても相官の民主: を? 初Il ひ相官; の努費を惜しんで属な L、。

白木屋火災の常 円、十二月 十六 日. 丁度大阪では朝十fl'.lrーから大阪の了{ 貨J; i，，:協舎の舎合が

あり米七三人程しか集って居なかっ? こが 、あの火 災の、lj i( に接し且つ相常大事に烹りつつあ

るげを rWIL 、7こ際各自 の惣像はセルロ イ ド製玩具 に及ん で居i1=。後に詳報を得共想、依 の泊 中

し Ｑ］ のを知って流石は専門家 ｦ ごと感 心 し Ｑ］ 次 ｕｾ である 。

従 来防火の考慮は主として否年ろ全部、夜間 、閉 J25後、人の;5.: 11 らない時 、失火のスタ ー

トが知れな い時に割して初Ilはれて肘fこ。イi(: し今度の ケースに依 て目醒めに1院がある。

即 ち此頃の興業ではないが 、防火に就て告 の部と夜の部に毘別して考 I.¥i!: する要める こと

を教へられ7二 賞際上夜の部の火災は共l占自鴨から見て . 財応 (1') 損失はあるも災害の人命

に及 ぶ こと カ: 少きに反し、査の部は人命に閲すること 多大である附係上 、19: ろ査の部換言

すれば開業中の火 災に針し多〈の者l訟をNl lふ必要が ある。あの 災胴が午前 !J 時 15分( 消防

署 報 入即 ち ｉＩｲｾ ｾｩ 間もな〈めつにことはＨ閉山時聞は Ｙ 時と想像して居るＩ不幸 中 の幸であ

り、午後のラッシユア ワーにでも 起つ1= ことを考へて見ると 戦慨すべき 枯県を想像し得る 。

勿論災帆は献陥 、不幸 、不運の耳: なつ 1: 時に生十る もの であることも 考へ られないでは

ないが . 白木屋の ケースは飴り にも それ等の重複が多い こと を遺憾 とする 。



ｾＮ｜Ｚし Ｎ

( イ〕最も危険'1恨める . hJ t丘以

に於て 火 を失し1= ること 。

( υ ) 段幕に |僚して玩具賀場 、

従て 七ル υ イド製玩，tUJ ; j(; 

'l't して万け: こと 。

、 "'"
/' .. .T......_-...:...... ＼今・ ｾＮ ＮＮＮ ［Ｎ

l  _.，，:-. ;: 1:; ;" '<:_ J : ' ー

(ハ ) 玩具E草場の附近 にド ラフ

トの>;.)) < 附段があっ1= こと

( ニ) 毛，'(.J1'B: 場(P4階〕の火力: ド

ラソ トの効〈階段営ヂl. って

18 ・J1t }/ I' ，木版災袋署3反 Ｖ 階 ［ ｴｬｾ 館北ｻｬＡｩ ｬ Ｈ ロ 〉 階段 の 「 シ ャツｾ - J の被告

( 其の 1:

行つにーーつ上附( 五附) Iこは家具賢場即 ち燃焼し易き商品 の寅場が在つにこと 。

( ホ) 照上水科ll の設備がなかったこと。

( へ) 自家消火衿が役立1=1，よ かったこと。

( ボタンを押す こと に依りスイッチが切 られ動 〈械になって居?こ のであるが 、不運 に

も附近 の 消火衿を持 ＯＱ ｜ しに ｬ 苫員は大阪から締切 ｪ して間がな く 使用方法を ｾ ［ ＱＱ らなかっ 仁

枝にも Ｑ Ｑｮｾ 、て居るＩ

殊に私の最も jz; 憾とする車内は泊防署に劃する報知が週二れ1 : こと 、否 なかった ことで、間火

時妥IJ 9  n. 'f l !'i 分から 18分後の 9 時33分 ( i 向防署千10に約一「程自i I て居ると聞いて居る 日本橋消

防署の野被殻見に 依て初めて消防署が会11つ1= こと、即ち消防署に生j する砧極的通報が何等

ＱＡＡｾ かつにことである。相訪完備せるも の と隅へられて居る専門消防設備が速に利用ぜられ

なかっにこと は、災禍を大きくし7二重なる原因であると推定せら る。

今度ーの事貰におt て高居建築に劃する専門泊防地訟の不備 をも 耳にする が、質際消防岩員

力: 腕附け 1=1僚には臥階はー耐火 の海であり 15L ろ人命救助を第一に考慮され7こ結来 、建築物

及び物品は10. ;え るに任せに様にも見受けられる。( 火災特報によると延焼 ;11止時刻午前11時

鎖火時刻午後零時30分と報じて糾る)

現 :(E十合では目下大波、ilir [1 戸に於て新建築進行rl' で、防火に針する充分の注文を詩し得

るのであるが . 白木屋 の事賞金部を封)!Hとして左様に 111'[ 1経質に考へ度な し 従て内務省幹

保 局長の 名 を以て 地方 長官 になされに，ｾｾ j主主? 丸芥 にし様とは思ふて居ない。

新手 ｆ 設 ｾ Ｍ ｉ 手まとも相談し＿二 ｬ 二方針 ｾ､ ｙ，［定する橡定であるが 、 現在に於げる私としての考慮

の 抽 象的ポ イ ン ト は先づ前述し Ｑ］ 様に失火に劃して｛ｊ日 ｊ ， ｾｦ 中 と閉山後とに分りて考慮 す る こ

とに して居る。

[J司! 山中に主すするもの としては 、

Ｈ イ Ｉ自家消火設備Ｈ勿論屋上にはＷｋ Ｑ ， Ａｬｩ を設り ハ イド ラン トには ｾ ｉ り ｊ を， ＭＹ ｩ ｾ へ列二水 、 水道水

3 3  11 



共に平I] )I J II'，来得るも の )

〔ロ ) j世鰍設備

( ハ ) 自動 火 災報9:11機 に依る 消

防署 急 報i設備。

( ニ) 火災危険商品の取扱中 11'.

或は 中 11てせざる場令の特別

消火設 備。

を? 考 八て肘 る。

j遊知日立怖として lよ、

19 ・東京ド1木屋災害禽民
( イ) ht l: 1こ避測 地lがを i試山す

日 34

ること 。

Ｈ 口 Ｉ 防 ｲ ｴＮ ｲ ｔ ｾ 施 設にな っ て ｪ 計る避難 階 段 を設ける こと 。

( ハ ) 1Qに許される な らば 、附近高屠 娃築物 との聞 に避難橋を架 ける こ と。

等を?案と してFl i るc ( (ハ)に宇jーで は、1m隔 が 少し、 力¥ 東京銀 Ji hの松屋 (1 貨)，ii i : 伊東屋文具};i.i

との問には此 顧 の 設備 が川来 1: と閉し、て 居 る)

j最 も簡単で あり 且 つ民間 の要らな い方法 と しては 、危| 般商品共他物品 のJrdJ;. 中止である 。

現に; J - J<>，<の) ，I，: でも 之 を富行して }r1f る。

{升し新しか 〉る)長置 がl竹米 ない場 合 にl立、危険商品所在場所 にJ多動容 易な従て外部に表

lまれに施設 で 、オー トマ チッ ク・スプ リンクラ ー子その もの を設備 しては 如何 とも考へて肘

る 。 此 の 危険商品 取 ＱＱ 立中 ＱＱ て の方 法 が最 も賢明 な 策で 、 之 を 賀 行 すれば 今度のや うに 念 ｩ ｾ に

知i るべき災害 は 想像 /1¥米 ないのではな 力、ら うか。

他方閉庇中に到するも の としては 、

( イ) 火災に 際し各階 を セパ レー トす る設備。

( ロ) 自 動 火 災報9: ¥1設 備。

を考慮して居る 。|羽!占後は シャツク { 共他に依・り 谷階 が セパレ ー トしにも の となり 、失 火

災害の j尾根大限 が一つの附に 11二七 共1・;1. 11 から で も他 の階に 於 て偉 業 が /1'，来る様な こと を

別荘1として居る口

Ｑ 見 Ｑ ＱＧ我 ｫ の ｊｊｉ で は Ｚｲ ｩＧｬ 也及 び 夜 ｾＺｩｦＭ の ＺＡ￬ ｉｊ ｉ 立 を設 け 、 計 ｩ ｬ 皇として は 十 ー数 名 の Ｉ ［ＩＵ ｈ ヵ Ｚ胞 に 伯 ｹ｜Ｇ｜ し 、

一ー( よ閉 I，i'; 後 の府! 存共他 より の御用 金7K 1)  . 二 には 、;出に ]沈〈迄に 1古内 を巡視 して 火災、夜

ｾ＿ｴ Ｇ千に到す る 見 廻をなし 、 三 に は 就 Ｑ 出後夜特 の巡 肌に際 し 呉 ｊ ｉ ｽ｜ がめつ に場合 の Ｏ Ｇ ＱＧ ， 動 に 備へる

等 の ｦ Ｚ ｉ Ｚ ｾ ｬￎ ー に首 り 、 夜件は Ｑ ， ［ ｩ ｀ 員就寝後 良夜 仁 Ｑ ＮＱ の ｽ ，ｴ［ 内 巡覗 にＧ お っ て居る 。

此ihlJJ主に針 し私 として は 、閉! 苫後宿l亘員が自分の専 門でも ない仕事 に就て外部と! 住接す



ることは弊達:の思11 もオラーへ られ且

これ等の市が|者の多数な こと は

} { : 自開失火の! が|え|を作 ること と

も な に 延 叫 10000 呼程度の場

合には庄内巡硯を数班に日 IJ けて

例へば一時間毎に 111渡せしめる

こ手の方法を採らざれば相首の呼

:威力4不可能で あ り. 児に夜淡の

方は . 特別貴重品に就ては特別

設備に依り保管するも のである

ＲＰ ・ 東京 Ｑ ＧＱ木 民災 害 事ｾ￟Ａ［ 6 階I号館前f I !IJ( イ〉階段の被害ぐ其の り

から 、 又他 の 降 ｪｩｬｬｴ ｬ に就ては その持 ｾｉＭＧｴ し 得るＡｊＦ Ｍ ｉ ｉｊＺ に 限 度があ る から 、 重 ｬ 現すべき で ないとＩＵ・

へ られる つ従て術直及夜持の現制度を全般 し、火災に |持l しては数名 の前防l消防署員を世い

て￯ｊ￭ ｪ 記自動火災報企 Ｑ Ｑ の センターボ ー ド のほ 世に於て作戒に蛍らしめ 、 夜盗にｼ制しては諦 ｩ ｖｩｦ ｾ

ｾ疫をして建物問問 の 巡 ｬ 闘に常 ら し め ることに 改 正してはと の 考 ー を持って居る。

火災に際する山内蛾聾総の利 J-i' J が消防署方| 印ーの抗 策J: IJ にめつに や うに記憶する 。我 k の

l占でも鎖接待の設備は師定の ことにな ってあるが、ラデ、オのアナ ウンサ ーのやうに火事 の

現 場全日前に見て放送すること の 不可能で あ る以上 、 此 の 地訟をｾ }山 内失火に利用すること

は考へられす ｜火 災に就て の 利用方法としては市内火災に際し ＱＱＱ 火 場 所 の ｩｩｬｩ 報に ｊｾＳ ふる程

度 として居る。

向自動火災報知l機に闘しては 、現在に於て は内部の火災報知設備と消防署に封する報; ) ，:11

設備とを直結 ｾｉｉｉ 氷ない首局 の 規定に な って居るが 、 消防 予 そ の 方でも考慮せられると の討 明

もあり、 此貼11が改正せられることケ希望する 。( 終り)

l時十喬問題について府首局は語る

んメL ｾン ｬ fT をつなぐ附橋問題は非' 持; に I自j 白い ので半.jill 訓併を行ってゐ る。11' 1'年二 月改 iF

されに建築物法施行令によると支障がな ければill 路 を横断 する 陣椛 は許可されることに な

ってゐるが . 公設・公害する貼があれば首然許されないので 、 こ の 貼 の 併 Ｚｦｾ ｾが非常に襲 ｬｴ し

い。 まにl控橋 を一つ許可すれは‘ さらに許可巾 Ji !j- j) ;加え てくること はわか りきって ゐで この

結果も京大間しなげればならない近く内務省と打合せして その方計の決め るはすで あるの

3 5  11 
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阪 急 百 貨 庖 の 防 火 設 備 に 就 い て

阪市l' 急; 行干iL鍛 株式合証L

専 務 取 締 役
上 田

与古可P

号L

近来梢もすれば百貨! ム: の建築が立版本仰に l頃寺、卒商11-1・蓑よりも外観の棋式にHi : きを世

寺、桃 iiS設備よりも意ほの合¥室内被IIIli の結怖を誇らん とする傾向 のあ る際、 *J; (白木屋

の 火災は将 ｬ こ百貨Ａ占建築を民的 ｩ 目にｾへ出す 一 大野餓でなげればならぬ 。

白木犀ーには誠に策の引な ことで あるが . 他 の I，;J業者に取っては 、良事参考であり且つ後

車 の戒 となす べ きも のであって 、白木lゼの犠牲を無にしてはならない。私等はあのft し、峨

刊 の跡を十分研究調- st し. 今後 I'i び斯る惨事を繰返さぬ様 、11元令不可抗力に凶る火災を起

し ＱＺ としても人的被告Ｚの絶青 ，ｾｻｴＧ 期せねばならぬことを ｾｾｉ 語感する次第である 。

ｬ 坂急Ｚ百貨 ｊ ，ｾｾ でも高 ーの 火 災に針し防火 、 ｩｬｬ 開 ｴ 設備に 小 ｪ ては慎重Ｎに考慮し陪全を期しては

ｽｉｾＺ る が 、 元米 、 阪急Ｚ百貨 ｉ ｲ ｩ ［ は阪急Ｚ電餓 ＧｈＺ｜Ｇｾ の 副主であり、 ｩｦｙ 脱出ｻｬＺ者 の ｊ ｈｻ 共柴の目的で

/1' ，米たも ので、第 l 1: 持は全部 r，，>WI 拐の作介成場に I}日放 し . 外槻はy : 制i也" ぷであるが 、平|白i

1・|認に向 ら他の百貨 Jrii と異なつに所 があり 、11反な謝料のj ! : 出l設備もあるから共の… こ を御

*f l介 して 仰参考に供し皮いと 思 ふ。

阪急では所制 「 ラッシユアワー 」の 時分には ｊ 羽詰に ｩｊｴｴｩ￭ Ｚ する の で 、 全仙石ｾｩｬｬＡじて ｩｩ ［ ｴ ド階よ

り ｬｴ ｕｾＱ こ迄過す る階段 Ｕ 、 「 ヱレ ベ ｻグー ｊ ｦｲＺｮｊ Ｑ Ｐ 基、 ＩｾｩｬＱｊ 5  1去、「ヱスカレーター J G望書: ・

::.It 他「リフ トコン ベヤー」等を設備して出るが ・更にこの外に多数 !jf 員の交; m路として、 府!

容の!f-II肱に ならぬ様に各附に全仰 を通じて端から 41i まで111
6

g のl古員j } ;(}-f-J廊下が試りられ

てある口この ｉ ｦ ｩ｜ｩｦ と主 主場の外は完全なる 肋ー火扉でｾ断 されメ トＮｪ ｖ ｪＧ ＯＧ ｪ は各附共に 防火 扉にて貨場

との界を) ! i j 断されたる「ヱレベ ーター 」室の償問に互 りJ，l iJ llr ヱレ ベ ータ ーJ によってaU-_ よ

り名附イ"J れ よりも l直接 外1¥il迅路に 11'，られ ・J ，I i に以外に突1- 1¥せる 人ii t 4専川附段とも JWn絡 して

居る o この廊下は平常は! 占民地J I 1の交通路であるがか; ・の火 以の l時は資拐のf 1: ri容を先つ以

CJl l 安全地併な るJJi ¥i F八、必き . ｻ余点にト ｈ ｹＯ ｍ の ＩｾｩＱ ｉ ｊＱヱレ ベ ー タ ー 」 又は非常昨年段に械り起外

に誘導するのである 。

うた火の如き M¥嵯の場合、Jl'i J章狼mの極みにある老人 、小 fM1fや一般存を安全に i世刻iせし

む、る には機械的、又は非常時の救命設備を頼 るよりも、 111.1人 の包慣性に従ひ. 本能的に j 以

り得 る方法を設 〈ることが緊要で あ ると思ふ。 この意味で各階 に絶割に安 全で ある避難場

所、I!Jl t，責場防火燥のタトに 此廊 下を設り にこと は 全 ¥J，xX)J 1:  e  ，消はねばならね。

阪 祭ＺＨがお ｝ 階 、 地 ド等ＡＭｾヰに停車場 σＩＺ ホ ー ｉ ｴＮ .1  >: しで 問 ut し、特に筑 1 階(;1: ｾ柱、肉 、 尚｜

北、 ｉｾｦｪ 方に 前大なる ＯＱ｜入 ｉｉ 金設 Ｑ［Ｍ 、 ｬ 寛陵街路に 「十 ｩ られる ｉ ｉ になっ ｴ 居るから 、 火 、 ｪ とり ｼ 祭 上



附の治: が一時 に 第 i 階に殺到して来て も.1U羽tする ことな〈捌き得 られる械に /1' ，米て 居る o

X 地 下室も料米 、停f{-( 場降車容の/ 1 '， rJ と なりて地下室より 'rli の迅ー路下地 下道にも l防紡し、

又新六阪焼、'di の高辿地 下鎖逝乗降; 場とも聯絡する '馬めこの心配はな い。

［ＱｻＺ の 他 の 構造設備は一般百貨庇と製りはないが 、 各 階を泊してｾｾ容と 各 階段室の ￰ ｙＭに防

火餓扉の設りあれ父訴備と新館 Ｈ ｴＨｾ 3 期) の界には防火餓l J i l で横断的に i忠商f しj計調危険2容

を二分 しであるから 、仮令或る階に 火 災 あると する も其階の 2 分の l に止 ま れ 他階には

影響することは無〈 、王号館 7 - 8 桝 は 大 家食堂で厨民主食堂はコンクリ ート 間仕切で附敵

しである 。 食堂は排気、 Ｑ ｊ 己主託の型 ｾｩ より ＲＱ Ｑ ふも亦 火災 の提 出より ｅｆｪ ふも矢張最上桝に置く の が

通話と思 lまる o X阪急ーには I 高石と 2 高石を湖 11' ，する繋泉 2 キ; を有し 、屋 上Jみ岸t2 ケj貯に

大 ノ ｫ 械 をＧぷけ各附放 ケ灼 ｩ にある防火杓はこのお ￭ｾ ＮＷｽ付 ｩｅｅ と上水 道と雨肢に直結されて居る 。

これは白木屋の様に火災が長び <.rP.j 'は上 水 道の1) . では給 水 1); 不 充分にな る民れ あるを以 て

左うしても鞍J誌のノk他 を 民 t に設世せねば高金主? 期し期1，いからである 。共他附段室の防 火

}Ji l ヱスカレ ー ターJ の「シャツタ ーf スパ イ ラル ・シユ ート 」の防火1:' ，: : 1ひ等は勿論、一般百

貨 ｊ ， ｩｩ と ｉ ， ［ ｊ じ 〈山市 ｩｈ レて居り 、 此際 Ａ トＡ ＿日 ｉ ｊ に危険性 の ある ｈ Ｍ ｾｪ ，ｾ，、即 ちセルロ イド製Ａ日貨場 等は

防火餓Iif¥で j占JI 判を遮断し他の: rt 場主絶縁するこ主 にし1: 。

最後に此| 際 、建 築t¥¥' df 常局の 御:: 1g1.包含待p)以ひして是非改良をして欲しいことは 、民上ちた

11' ，物商訪の制 限である。 |斗イ記長の例で比ても う〉る棋に 、出 火附より 上 階に居る' 合: は勢ひ恒

ートーに 11' ，でんとするから附段は全部信二 k迄延ばすことが必 要である。 併 し現今の市街地建築

物j 沿;-[:'1立、屋卜，ちた/"1:¥1妙j の山ーちHf 建築山も'i O) 10 分の ! としてある故此 10 分の l の制 限は少

くとも}士i貸出主主築にはノj 、lこ過ぎる燥が ある。附f止はf . t U -. 迄延ばし1: し、 が法規上 . 不得 J L 8

階で止めにと日lfj ふ例は i
1

事01 める o ｬｦｩ 外の ｩｬｬｩ 世 ｪＡ Ｇ ｗｩ 段なれば此 制限 は無いかも ｾＺｉｉ れないが 、 制

¥f.1i に{ 吏ふ、 TXは永久に使用せぬことになる かも? : /I れないものに多〈の金をかけるのは不

絞桝なことであるし 、 ｘ 平Ｇ ， ［ ［［ ［Ｑ ｾ 川 せぬものは ＱＱ ， ＧＱ｜Ｑ 必の場介 、 いさＧ使Ｉりするときには厚 の ｪ 症が

ｉｬｉ ｉ に介はない級なことで使 ｪ 十 ｬ 川来 ねとも ｉ ｾｾ らない故 、 以外 の 附段でも阪急Ｚの岐に Ｐ Ｇｬ Ｚ 全 Ｑ ｪＮ ＱＺＧ ，Ｚｩ

ひをして l l': /I:'f l.i l，ij 員専 Ｉ ｦｊ に 使川し 、 尚 一の 以介 ｩｬｬｩＧＱｾＱ 附段として使 Ｉｉｊ すれはー一製川得でめる。

Ａｴ れ にはＮｬｻｴ出を ｩｩ Ａｩ るカ ］ ら ｊｩ ｕＭ Ｎ 突 川物 の ｩ Ａ￯ ｉｊ 映 を受りる 、 ｩ 江い司王では めるが法 制 の 制 見 Ｑ ｾ 上 ＱＱＧＮＮ ［ｪ ｾ

ないと，， ｾｪ った手Ｑｲ Ｗ がある 。 少くとも行代 ｊ ， ｩ ［ｩｬｴ 柴 ｔ ごりにでも今少し綬に改 ￯ ｅ し て欲しいも ω

でゐる。今一つ の花 火は地 下室4:[: 光|白(杭; ! i IJl Wの ことである 。J也下室の利mは脱今では白貨

J?; 一般のことで 、同j}吾建築の高 きが 31 米 と 限定さ れてゐる以上、勢 ひ地 F に延びるはイミ

件 J I: ぬことで 、現に地下 3 階の建築も 11' ，現 して氷? こ拡ーである、此地下室の利 II Jは刷容の悦

利 Ｎ 共 の 利 Ｉ Ｇ ｉ Ｇ ｊ 家よ り消 ふも比 ｊｾ る重 大なる 問題 である。換気 、 ｪ 邑ｽｊｬｩＡし衛生等 の設 備さへ 完 備

すれば卜. 階た イIIJ 等健る成がな L、olfi に採允尚 杭の貼カ・ら利用商積カ; ; 成ぜられる 0 1 ( 主持念な

，ｾ＠ >. : r ある わ 賢明なる詰1

0

ｨｦ ， υｊ 御考慮全 ＯＮｾＧｩ Ｉ ひ 、 Ｑｽ［ 山 ｾｫ ＱＱ Ｚ をｾ fi 印刷ぴし にいも 山でめ るο 以 I-. (i )

Ｎ項 ｬ ま恐ら「尚狩府関係千 ｦｾＩρ ならず 、 住 ＡＮｩｾ Ｇ ｾ 主 ｦ ｾ Ｇ Ｉ ｪｾ Ｇｦ し ｦ 怖感するか Ｑ ・ ｌ ゐるし 刷 、ふ 。

ｾＷ＠ 1¥ 
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大 阪

ーー，畠

越 の 防 火 施 設 に 就 い
て

-ー__..・‘

株 式 制 刈 大 阪 支 脂 長 竹 内 薬 今に

過 般の東京白木屋の火災に鑑みて 、高居建築物 件i に始終勤務する煮は勿論. 特に百貨底

の責n ＼多数 の ｩ 卸客様を日 ｫ お迎へして居るｾ等に於きましては、 一 居防火と云ふ事に注意

を喚起される様になりまし七、参考の矯め首犬| 妓三越の防火設備の糊要を下に記しまし? こ

が、建物に就きま しでも高ー非常の場合に備へる矯め建物を東舘 . l-IJ 1-!: 11l' i  . 同備に分ち、

ーイこぴ「シャツター J を閉鎖すれば会問を完全に 3 儲に医業lJ i 塵告訴し. 米航に事起らぱ閉館に.

凶館に事起らば点館に避指 Ｑｾ Ｑｉ Ｑ う ｫ 得るやうに設計しであります。Ｏｴも防ＩＨの設備は、消防機

能の侠斡{ t > i . 話すものではありますが. 失火の場合註民主臨急. の彪世をあ やま fこす、火は最初

の小さ い Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ に消し止むるが最もＡ汁裂な ｾ ｊｦ であり 、 又共設備を十分に爪ｊＭｉｪして、全機能ｻｴ＾費

予I( せしむる者は矢張り人の力に侠? こねばなりません 。紅共の j占舗では此思ii より消防署出身

の熟練者を以て11? 防泌を編成し ・」年ら 守予防 の任に蛍らしめ、消防ガソリン時1I簡を備へ付 け

居る次第で、消防署の＾ｫ援を挨つ間の三五分間にも 、 ｪ 三 ｾ底世に遺漏なきを期し 「 索似 」 とぶ

へば「ソレ J b( i ちに消防底置の/-l'， > k る手筈を致して居る次第であります O

X 数多集令の j吾Mi 内にては. 徒らに mJ 章狼mし. 矯めに、 11:<. 返しのつかね結: l f ! : { t >十日〈如1

き場介もありますカあら 、此出" に就いては念館を 17 に分ち . ｾｬ ｬｊ＠ に 17 班の救誰班を編成して 、

赴れをして酔 ｪ Ｍ の場合に於ける ｉ ｾ ，Ｈ ｉ 鵠行動の ιｉｊ 緬機闘となり 、 統 ｻｉｊｉｊ を保 ち 、前 記＿＿防班の ｨ

!lVJ と梢{ 失ち共場 lこ臨んでt:¥1説付カ・さ A るの dill 械を話して出ります o 以上人 の1M!八 、訓練セ完

全にし諸設備を活用して初めて完全を矧し得るものと忠ひます O

大 阪 三 越 本 館 |山 火 施 設 概 要

本 館 隣 接 地 の 赦 況

Ｇｩ ｩＮ・八 Ｑ 肖Ｑｴ ｾ ｬ ｬｉ ｦ 泊Ｈ道路 Ｇ ｾ， ｩ ｾＱ＠ 7 米 n 料り合同 ，て〉木造建物に到す っ

ITI"・ 大部分の 'E; 山附民木造建物 を距 て〉伏見I1lf ill! ( 道路幅員 7 氷 山 桝 ) に後す 本側 主山

境界は餓'IJ j' 5K鉛づ|鎖阪張瓜付 の国II ドとす 。

凶 ・ Ｚｬｊｾ筋電車通Ｈ道路 ｖ ，，｜ 員 ＲＱ 米 ＸＲ i桓)を 距て〉木造建物にま討す。

:It ・高麗橋通( 道路同員! ) 米つ i11jU: : t ' 距て〉 三;J 1:銀行及三井物産のi耐火建物に1討す 。

構造上の防火設備

(  1  )  ＱＨＨ ， Ｑ点 ｬ 主主戸建 ｴ ｜ ニ Ｗ 削除 Ｑ Ｂ ｜ ユＨｊＺ也 ｆ 安同除 ｯ の附 Ａ 副長 Ｗ 階毛主にして ｴｾｪｩ 去はＡ日 Ｑ｜ 蝕 ｊ ＱＴ ・ＺＺｴＧ ｾ 踏 と



し之に鎖筋コンク リート及 Ｚｴｕ ｩ ｔ ｦＮ を 以 て被覆し句作 ｦ ｪ の ｪ ￥ さ問料 ｪ う すｴＺ Ｑ 米の純然仁る ｾ ｪｪ

災1耐火構造 1;' 1)  0  

( ロ)qミは総て鋭筋 コンクリート遣に しT I ぷは) 手さ 1"・7 がf ! . 之に漆喰l与さ 4 分の河合 力Hへ

其上を? 昭和元年寄本張とす階段は全部餓筋コンクリートにして詫説叉はリノリ L ム 1J !z

とす。

( ハ) 外野町の入円 は総て スチー J 1..ド アー. 窓は線、てスチノ1. . '1リーツシユを用ひ向ほ之に :J:1kN'i

の内部周 /tl .jは燃質を避け鋼板叉は民板金 Jスて被能せり殊に !，U・市の雨耐ーは木ifーヲu濯に

近似げる矯 め!l ，(ffiii の窓会11官にスザールシ ーγ ツター を投げ附 J6 佳ijQJJ との接怯通路はq，'f. に

ご w・3くは二! f i 防火戸となせりａＺ［も北は引米 ｈ 秒ＯＡＮ辺品告を ｾ ｴ ｩ てＧＢ :=: )  Ｏ 銀行の ｾ ｈ 火建物に ｩ￺ ｪ

し内.は 21 会!と82 ｾ￮ｾｩ 道路に針せるを ｊ 、 ｪ 、て此隔 ｬ 白ｻは Ｑ 附にのみスチ ー ルドア ー ｈＮ，ぴスチｻ

; 1. . シャツタ ーを附せり 。

Ｈニ Ｉ 本向町 ｙ 建物は全向￟Ｇￎ｜をを＿ 三 分して之 Ｖを＿バ点 Ｔ 官向館 ｲｬ日そ ｾＱ 西飢 Ｒ及えび片中 ｬ リ央と侃に ｆ限吉王℃引 ｾ ｾＡ川 ｾ Ａ

ｩ浩 ［ｬ主ｾのＡ呼￥ ｐｴ 主聖駅 Ｈ Ｔ拙 Ｘ 糾 ｊ乃 う ヨ互有 Ｖ削 ＱＱ 抑事矧ｬｕにしてよ共 ｵ叱 ｊ 開口には大肝式向 ｩ働励シヤツ夕Ｍ ｾを＿ 附し Ｗ仁こＡり Ｉ 故に之

Ｕを ＿ 閉 Ｒ鈎鎖負貨［するときは 完杢 に 三 自向館 ｉ日 Ｑ に恒 、 Ｚ［ Ａ町Ｚ町Ｈ止辿Ｎ陶断 ｩ せ られ一ｽ 刺 ［川射 有 ｾ ｨ の ｼ僚は災耐 の蛾犬伝作 ｉ 防 し ｾ ､ ，Ｚ

被害科度を働 くとも ノ|三減以下に新i少し得る の効よf!: iちり。

( ホ) 避宵; -/・は本館房上に 10 基設備せり 。

私 設 消 火 栓

( イ) f意外消火{ 久本飢及 び附属建物を? 悶ぐれる 附方の路T古[ 上に市設泊、火柁 4 イ1/.1の外に吏

に 4 イ1111の私設1j ))火衿を特設せり之れ本側双ぴ/I r-JJ必建物の外音r . 防県上M1とくべからさ' る の

みならす. . '，1li; ＧｲｩｾＮｾｾｦｾＩ ｊ 班 の 所到 ｪ を自Ｏ｛ｊ 依存『; ならしむる J-. に於て最も必要の施設なりとす。

ＨロＩ照内消火 ｪＺ￭ｾ . 地階より目階まで各階に 4 ヶNi づ '" ( 米間に各 2 ケJi庁づ' " )其他 l 階ポ

ンプ Ｔ ヰ ｊ に Ｑ ケ ｲ ｯｊ￭及び ｾＯｬ りと Ｑ 階結安室尾上に ｬ ケ所令ｾｉＧ ::18 ケ川の消火特を設置し谷ボ

ックス内には口作 ｾＴ 分ノＺｾ /1，)'ノ ーズル附属のズックホース( 何 G柄 、長 日 米 24 糾i) を

準備せり共他附島南側に 4 ヶ月Jj の消火析を設置せり 。

消火杓の給水方法は高麗橋通事11，訟の 41 ＪｎＨ 水道 ｩｬ 付 ＺＩｪｾ より分岐せしめ Ｑ］ Q  1日秒/ ¥鍋管と堺

筋水道鋭哲: より，; / 込 み1= Q  ｾｊ＠ :j:)lf i餓管との 2 僚に掠りて本側ポンフ。安 I Ĵ!l' f水附( 何 2 米

42 柳、深さ 4 米 8乃和1'. 、終積 243. 6 ] ' [ブJ 米、 n;'7k -f，;: 21. 6 キロリット; 1 . . ) に導き 50 馬力

の タービン仰向により各泊、火衿に給水せり共給水餓哲: は 口問 15 糎 、10 秒f(. !i秒1¥の三百f

ぞ用ひ之を地下室天井及び 7 階天井基にて金管を集介連結せしめて 束rrf:- m上の餓製タ

ンク( 界積 184，8 ユ:i: 方米、貯水景 l s. 5 キロリッ トル) に導き之に自 (f}J 問 11-.ＺＩｊ ｲｾ［＠ ¥t ' 附設せ

しめ Ｗ こり故に消火特 ｪ 丹ｪｊＡ ｊｊ の最初は此の貯水タンクに依りて ｊｊｯｫ を ｾｐＺ ｪ 始しタ ー ビン仰向

の活動と 同時に自 ＨＱＹｊ 的に問 ＱＱ Ｚ 測は ｉｦｊ ぢ専 ら ｕｲＡ ｾ ￭Ｇ， ｾＧｊ の仰に撮り送水するの装置にして ｈ試［決北刈 ｍ机 Ｐ比胎11; ;必i免t  

のJl献』Yによれ lはぱまi訂，千J屋宝J上1:臼士ゴlこ1於玲ける j泊向火{十打、f?、のb於tりy水k身射、J日F程旦は 2幻7 米 2釘i j引、q'

向 ｬほよ Ｕ叩 Ｐ 馬力タｻヒピ ､ ン ｰ ｐＮ ｾ ￭ｾｊＨ こ故障を生じ Ｑ］ る場介は ＱＰ 馬ブ ｊ タｻビン ｰ ｲ， ｾ ｍ ￮ Ｒ 恭をｾ fj f' J  Ij し

3 9  11 
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てJl tの扶陥を有nふの設備あり ，

消 防用 ガソ リ ン ｮｾ ｰ 筒

自家F t l として 下言巴消火川ガソ リン仰向 H 去を準{ 結せり。

様式鈴木式パルプレス ａ 引 ｬ 岩 ｾ 、 民 j J 25馬力 、 殻 動 機 フ ォ ア ー リ イ クル 4 J{節式

廻 持政 1ρ 00阿 ( 1分 間) 、 政口約Ｎｾ 7.6 側 双 口. 欣 口何日割引分ノ ] 双 口、 間ブ J 100封jk

lsC7k  i;'c  350ガロン( l 分間 ) 、 放 水 附 融 ..t 8米48例i

非 常 報 知 機

ｊｫｩＡ可開館共各階南ｻＡＡｬ ｪ ヱレ ウ守エ ーター 怖に電鈴式非常報知 ｬ 機を Ｑ 収付け件 ｩ ｵｊＺ安及特 ｾＩｪ 班 ＧＱ ｦｴ }i)i 

へ告オ担の設備をなせり。

撃 井

上 水 道 断 水の; 場合に備へ消火J て一月号の fム・会を期するw. ; め本仰 と南町 との仁Iqm初 受;場の 一一

隅に繋引を? 施工せり華客引二は下記の地 下 75 米 76 料!{r>掘撃 し 15 米 15 秒j!、 aO米 3 料及び 48

米 48 :j;Wの三段7 k 居よ り一;l;夜 1，082 田34 キロ リット ル 以 上の水吐 を得る E となり錫水には

米間パイロンジャクソン IIflP併j をmひて 7 馬力 三|ミの電動機に依りて地 下 24 米 24 終 易 制 ( 水

頭は地下 Ｖ 米 ＳＶ 抑にあり 〉の 地 ＱＱ Ｑ Ｑ より防 水 し之を本 ￭ｩｩｩｬｬｦ Ｇｐ 筒室内の貯 水 Ｔ Ｑｬｬ にｷＮｾ非常の際は

月日馬 ｊ ｊ グ ー ピン ｉｉｦＧｐ 筒 のｴ， ￭ ￮ 動によりて各 ｭ 火特 に詮 Ｗ Ｉ ，す るの設備なり掘豊富ボー 日本 撃 ｾｪｾ 合資合

nH: の防7 ) ' ( 試験に徴するに 7kJ'i1:は ] ，082.04 キロ リツト ;L- ｻｲ＾ ｈ［ ｪＷ ｫ するも水 ｅ 民地 下 日米 ＺｾＶ 料 ｩ 上

り{11下 せざ りし主云ふに徴するも j 七の7 k ｾ Ｚｪ ｌ の 如何に盟 Ｇｕ ＿ なるかを 知 るに ｊ Ｍ｣Ｚるベし。

] 繋ヲ!ニの深度 地 税 下 75 米 7日和I!

2 撃チ1:の 口縄 地 下 2.'i 米 76 ｾ矧まで内体 ＱＰ Il .J ーの軟鋼 管、 以下 町 米 ま で 内向: 20 粍 の

ｉ Ｑ 次 ｗｾ 鍛管

3 標 準 防水量 一 許 夜 1，082.34 キロ リット; L - 1.:;1.、 !二

議備ガソリンヱンジンの据付

宣伝内消火衿への送水用原動力は 50 馬力 のタ ー ピン仰向に依 りに 1) 1::鮒 - J;i.): J有事の|際に

於 け る 特 電の事故に 備ふる矯め今阿児に後{ 始動力と して「クライマックス ・ガソ リン ヱンジ

ンJ K N 型 57 馬力 1 ＺＮＡＮ ｾ 及び繋ヲ ＱＺ 防水 Ａ 日 動ブ ｊＱ 象怖として 「 ノポ ・ ガソ リン ヱンジン ｊ ｒＮ ｕ ｾ Ａ＠

日馬力 1 誌を設備し? こり: 是に於いて電動機の外史に ガ ソリンヱン ジンの強制ii 施設 を 完 成 し

1= るによ り特電の恐怖 はl ; J、て 消 火特機能を 殺 かす に込 らす火 liんiJ-. - ー段の安全家主?刈lへ1こる

もの と云 ふ べ し。

サイアミースコンネタジョン ( Si amese Connect i on)  

問 Ｈ｜Ｇ ｉ ｾＮＡ Ｎ ｫ 北 階段の 外 壁Ｈ高麗橋通りＩに Ｑ ケ所及び南町〈西南悶Ｈ伏見 Ｑ Ｑ Ｑ ｲ 泊り Ｉ に ｩ ケ所 のザー イ

アミーズコンネクシヨンを析殻し之を庄内消火拾の詮水銀管 lこ 辿 結 せ し め に し 思 ふ に 電

動機に故障を生じ稼1 Ml のカ、ソリン ヱンジン亦共F ! J を儒さ V るに五 IJ 1こるとき 認 に始めて 本

施設 の効用を質現するも のにして即ち 25 馬 力の消防用カ‘ ソリン II(!P筒を利用して屋外紅設



消火衿と 1) - イア ミーズコン ネ クシヨンと主Ii 結す るときは照外よ 1) 也-/12館内各消火* - への 詮

試験 () ) *III'以ーによ ればi > p{ .y  ｉ［Ａ 卜に 於げる 放 Ｗｫ ｾＮ ｦ［ 伴 ｗＮ ｊＺＡ Ｍｬ米ＺＡ Ｍ ｾＷｫｾ 可能 なちしむるものな ＱＩ 、

'1J ! i i の成仏: を? 示せ 1) (' 1)- イアミ ー ズコンネグシヨン 及びi宵火川 7/ ' ) リン U(!ll i;:j ( i (1引 l も大限I( !

消防規定に依る制絡と一致せ 1) i  

河 水 の 利 用

以上 Ｎ の ｾｮ < 消火泣世に灯 してはご 段=ヨ交の投句((5:';t' 成 L 些 の遺漏 なきをヲ期 l '，'it ¥1) とぬ

天 鑓地 異等 山 ・の身元イトを想像 し、j てノki l l (i 隠I[JI( し警告チuu也F河北 機l伶!の総 てが共機能全 失 3

1: ＱＩ と せ ｉｦ ｩｮｲ 水 公 利丹 ｪ し之ｾ Ｈ￬ｦ ［ 内に ｗ＼ の 絞世 Ｑ ｲＺ ｾｻｉｉｾ 十るも似ち無 Ｂ ｾ事［こ めらざるべ し キコ

ＧＱ ｾＺ ［ ｊ￰ は 来方約 一 ｔＧ ｉ 去 にして東 ｦｬ ， Ｇｩ 身 Ｑ｜ 川 に注するを 以 て 此 のＫ丘 ｩ 二Ｈ l! 1I ち ｉ ｾ Ｚ ｊ 盟柿 Ｉ 及 び 本館中リ と や Ｚ

附 前に ＲＪ の 消防 ｬ 干 ｪ ガソリン日 ｦＡｾＧ￭Ｇ， Ｂ Ｇ ｊ を ｻ ｊＮｩｩ 什 け雨 ｮｦＡｉ ｉ￭ ［ ＢＧｪ Ｏｬ ｬｬ Ｕｬ￭ ｺ ( こサイアミ ーズコ ンネグシ ヨンの Il

端ｾホ ー スにて連結するとき ば か ｲ Ｗｊ｜ は学長易に 郎内各消火 伶へ詮 Ｗ Ｑ ，せ らる〉 ことを ナ件べし 、

此の場合を想像するもサイアミー ァ、 コ ンネクシヨン及び向家 町! 泊、防ガゾリ ン帰11筒は怠: 外 υ〉

効用金環揮するものと云ふべ し=

本

本

箱

7

'

Q

F

A

マ

q

J

ゐ

フゐ

函 館

消火ｾ

ウ ェ ル ト Y (向、火銑

消 火 砂

22 '!-( 

2 本

11 箱

東 西館 消火 器置 配 毅

来 的

消 火 砕

ウ エ ノι r" y ii! f火銃

火 紗i宵

1. 6 階 前 主 階 段 五り 7 階ま で 中 央 陥 勾 /土v'

8  ｾ 符 ｹ ーダ Ｗ ＩＰ に製造場同 Ｔ ＡＱ ｊ 3 ケ所

l. 1  � 皆目 ｭ ｲ 筒家西 Ｚ ｉｾ 角 ＶＱＱ ＮｪＭ 1 ケ 所

1. 4 附 ヘ ラ シ ゲ 許l坊見張所北仰113 nナ小 1  'r  r1l 

:I t. J;[ [I !ll 

i 地 階 応 貝 私 物fi' J JルIt fi !lli ffi 路 '11

央311.)" :ド l ケ所

1. 1階 rli j主 階 段 |、:lt fl¥ll 上 り 6 階 段 下 に 宅る

各 階 3 11.]" 'ド 6  :r所

J;l t  11!ll 

1. 7 階及 8 ｾ 持 Ａ 引Ａ主 便所 点 ｉｲ 千 Ｓ 日 什 Ｚ

9 ヶNi

1 ケ )jJj'

3 ケ Ni

東西館ハイトラント 鎖 管吋 及 個 数

耳E

Ｇ ｊＴｾ＠ ffi ll  

l 地 階 よ り 8 隣 室 で 弁 併 令 部 4 'I'f 

iJq 慨11

l 地 陥 商 問 機械 気 ilij6 吋

1. 1  111 ょ1) 8 附まで千千 ド} T全:lll 6  11.)" 

凶 何f

i?li rli{1II1  

fI !r  

1 . 地階庖員初、物桁泣場F11東 側 壁 4 11.)" 1 ケ所

l. 1  階 地下;立 ll:l入 口J ; [ !flJ li'土2 階 前 主 附 段 よ り

Ｕ 階に ｾる千 千階 段 中 央ｾＱＱｩ草Ａ｢ Ｓ Ｑ Ｑ ＮｪＭ 今 5 ヶrrr

2 ケ司t

11 

41 

1 ヶ街

7 ヶ所

l ケ向J

9 ケ jヲ?

函 館

地階汽鮮｛ｾ 主入口左官Ａｬ ｬ 按 ｬ シー 所

l 階 よ り 71世話互作階南側] j i j : f-: "- しペ ー ター

;釘絞手

8  ｾ 符前 主 Ｑ レ ペ ータ Ｍ :'，=f I!I !  

itt 

ι什
，P

A

，
，
 

7 ケ所

1  'r )Yj-

'1 ｾ Ｎ＠ ｲｾｩ＠

非 常 報 知 機 所 在 及 個 数

耳t f1fr  

地 階 マ ー ケ ット 政 Jt5iLli m政 右 側 壁

l  階よ り7 階 迄 各 階 南 fl!l l前 主 エ レ てー♂ー

1L illil 

8 階 fiij 主ド!f 所! i i j j! lj !lI I1':，Y.'

計
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東 京 白 木 屋 被 害 調 察 報 告

日本建築協合調査員 辞 藤 藤 吉 問書11 矧則 黒 田 茂

l 全 般 的 被 害 献 2兄

自水産主 Ｑ 服庖は鋭Ｇ円 ・ 餓筋コンクリー ト ｾ地下 Ｒ 階地上 Ｘ 階 Ｎ 主主ＺｊＢｩ ｦ 10o3.1!Il  J f . 総延J - f

103! ) 5 坪絵一日平均 ] 3 為・人徐の廠答: を泊! へ常時 2 高 5 千人i徐の刷答と 3，00(1人除 の1.5員全

ｊｦｘ容せる大建築物にして焼失音 ｉＱ 延上判ま ￶ ， ｾＱＸＲ 珂、で Ｎ - t 階より 7 階 迄 は 殆 ん ど 全 焼 と 言 っ て 過

言でなぃ。僅かに特殊のilk態に置かれ7こ局音11を錯すの みである。

|階 名 1-坪 一 薮

首 ｾＲ 地階 I  1191.12  

ｾｾ＠ 1力l!険 : 1165.61 

第 1 附 i 1033. 19  

中 2 階 233. 89

第 2 階 1 1019. 25 

第 3 階 1022.25

貫主 4  階 1022. 25 

第 5 階 1025. 87 

第 6 階 1025. 87 

第 7 階 1020' 99 

自ｾ 8  ｾ符 546. 98 

厳 仁 建 築 物 88. 83 

続

一
備 考

用 主主

h'I民 I目、機械室

l 苅iff : IJ ; }，他 l士倉 ftl i

全部tt :tt}

事務; : f ¥:

全部E霊場

全部資場

{ 棚、玩具 、文 房 具 岬 人 服 、

雑貨類

Ｈ 問具 、Ｇｩ ｴｌ ｾｒ｝ｌ ｍＢ器具 、子
供 用 品 、自!!等 J !1浴 料、附 磁 柊

美術エ苦宅品

{ 際交所( 割問 、反物、子供月i

品、 f品i句j 物余 等〉 事 務 第

f 食 堂、j野尻 、大廊下〈耐引 r-t

i 品波場 ) i抗毒事場

J，I i 良川食堂

ｻｾｾ ト パス且レベータ ー
機 械 室 、 白木被音堂

{第 l 期 工 事 子 供 遊 技 場 動 物

折 第2矧工事

|  令 般 的 被 符 秋 促

!rr¥被害

無被害

無被 ｺ ｴＭｾ

無被答

無被答

無被{ _f - j:

(: 広「山叫削酬酬附似仰側附1)憎l舟 … 脊
主喜袈E1告剖部t司叩1哲: は令然梢是必2的被百安存を 見 ず、物

品は表面I の み焼 失し「ショ ーケース j

は残骸を残す

床板まで完全 に焼 失

( 則! 叩、慨 は残 存 し 伽

科! 変なる もJ:t.の 他 は全焼床、天井、

叶 ｡｢ 等主主 ｾｦｾｩＩ にも構造的被告甚大

( 食 山州 全 焼 大 助 版 師 叩i汗m巾下刊刊iけ1

初 、下 地燃 焼 、来 世!I !積雪宅ー場 は 完全 に

残り免 Ｎｈ 史 ｾ ｉｉ ｾＺ

無被害

{ 無被害 南 側 中 央階 段 格 は 煙 焔 に よ

り「コ '/ 7 リート. l t員傷す

無被害

溜 火 衿一一各階 411m 屋上 3 側 主管佳4吋「ホ ース」長80尺もの

機 械室 の ガソリ ンヱンジンポンプにより給水す

水 棺一一一消火! 日水は 屋上になし

防火シャツター ー一一外壁は一階に電{ t ' J シャツタ ー、 共の他のみ階にはな l . 北側( 口 )

( ハ) 階段にはシャツタ ーを設〈



防 火 壁一一内部を区制する防火壁なし

全般的被害欣態を綜合するに

1 隣接家以には朔焼を及さす' 0

2， 111火階よりも本ろ上居に 王るに陥ひ惨害は甚大である J

2 出火階より下音11は背任被害である。

ι 各階二lt 7l<司王の延焼は比較的強大でない、少しの陣割: ( こよりても延焼は免れやすし 、ο

Ｕ ， 聞は全般的に ｾｪｴｱ がってゐる。

2 局 部 的 被 害 情 況

1. 階 段

( イ) 南 中央二箇所の開放手摺階段

( 1 階より屋上に過す 、屋上は埼; となり与さの中央は開放)

4 階より 上部は全て岡崎の i誘導せる! 診断i あり、手J官員錨は大掛i診を主主: じ 、3X. は; 熔併せ

るもあり 、X . 5・6 M'T，階 段 の 帥Ii) i コンクリート柱( 装飾月りは火a帽のため鍬筋鉛Ii¥

ｾ ，‘＠

j  0  

この階段は地卜Ｎより屋上 ｊ 必 庄に主 ｻ通し 、 ｊｻｦ屋中Ａよとに於て外気に直接 ｾｐ Ｑｾ 放せるをｊ［Ｎｊ、て ｖｩｦ

段内に［ｗ Ｇ ｊ 流を生じ ｾｾｪ 突となって慨燭を＿と ｪ 昔に誘導し Ｗ 二 、 内階段は Ｑ ＺＱＱＱｫ 手Ｍ伺にして各階

民共 のｊＯｉ ［｝ｩ羽に前 Ｑ ＱＱ 古をｍ￬Ｚｏ￐Ｇ ｩ してゐ仁 、 こ の 階段は火 ｊ じに泣く且上記 の ｾＢ ｾｊ 伏態にあった

f:% 1- 暦延焼の最 大|却をなしに。

L 円) ｾｴ ｌｩ ｴ＠ ［ ｾｩ ｬ 附段 ｾＲ 附より屋上』 二 五るＩ

手ヤツタ ーは閉鎖せられぎりしを? 以て 、4 階 以ート. に幾分出焔を誘導せるも のの跡を見

る 、 ｌ イ ＩＩＡｴＮＮ ぃ、Ｉ階段と比較するに針 ｎ｣Ｈ 立程度僅少、ベントハウスより旬ｾｾを吹き出せる

程度と思はれる。

レサ北中央大 ｾｩ ｾ ｹ 段 ｾ 21lj，yより i j{t. yに: : r; る .1 1? l とに吹抜あり 〉

11.1央吹抜音11より| ‘ 居に4 ! 焼せし)1ヲ跡、を見 るo D raft chamber となりしも L ) O

L ニ〕 司王北附階段 Ｈ ｾ＠ Ilj ，yより 7 間'yM部以に通すっ

れＮￌ ￭ 説場 Ｔ ｌ 用 階段にして 、常時 Ｈｪ，餓柵を ｊＧＩ ，て官場と ｪｬｬ［ 御 ｉ す 、 ｾ ｬ ｯ｣ｬ 王により Ｉ

ｾ ｬ ｬｲ 被 許何度なる も銭を ｐｲｾ げる Ｇｊｩカ ［ＱＱ｜ 米す・非常時に使川し得ざりしも の。

ｾ＠ *  )  北 ｦＩＧＡ ｾ ｊ 占 ｌ Ｎ ｕ ｬｊ階段 u也Il十年より民一1-，mifUJ 場に illl すっ

1! 民被害、 14¥上に ill 捌hせ し7 . ) ' は全部これより jl 出難す 0

2 ， El evator 

( イ) E levator は午前日時 45 分頃( 出火後約 25 分間) まで Main s wich を切らす運樽

可能のJ! 火態に あり しFli なるも 出火と同時に E levator { f 指柿して上昇のものは最上階

に'F 降 のものは最下 降lこ1"1;.[1二せしめ七 、( 同ノl、E l，o ケ、束中 1 ヶ 8階 l' 字止、 束、問、
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大 E i. : {ケ 、 東小 E l. 2 ケは 7 階にて件' . l l二〉各 El evat or 共 {糸!上 の door は 開 け 放

しにしてゐ? こ 。

L ロ) El cvat or の c100r !.:t panel doar にして 1ヘl ire ｧ ｬ ｡ｳｳ の 欄 ＯＺｾ ｊ を釘す 、 各階 の

door ! 二九 ・日 附のー怖を|徐 〈外全部閉鎖しあ り door ! 幻nf，被斉なるも 、乃・6 階 に 於

て内似| 伏 E l 及之に|燐れる小 E l. ＡＮＺｴ ＱＱＱｾｦ ，わがにて商 ｩｐ Ｑ を手ＱＧＨｩＯ，ＮｉＨし あ りしｦＺ ｈ 石ｼ品尚子Ｉ J{: u)  

燃焼により ¥Virc glass が 熔 融せ られ 、桁 't '，" を' 11，火込 t h

( ハ〕 機 械 室 は :明酬の上 昇 を 見 得 5 る程度にしてヱ レベ ータータ ソーは各階に於 て外舎を

を遮断し 干ｾＺりし鴬 ｄ ｲ ｡ ｦｴ chamber となっ 1: 形跡を見す。

3 ， Sbaft 及ジュート

( 1.) 中央物品運J i l 1 : 川シユ ー トは各階餓綱である がt '，' i柄 lま姥分流入せ られ し JI} 跡あるも

之により 上清に誘導せ ら るう税! 立にあ らす〔ラ セ ンとなってゐるか ら)

( ロ) 1臭気 口、 排 気 口の被害詳細イむ111 なり 。

同信用扮ぷ口Ｈ火示抜 Ｑ により ｴ 玖焼を望者八な ら し め に ｽ Ｑ ｾ ｾ Ｔ ｉｩ を見る Ｐ

4 ， 不燃材料により構成せられたる間仕切壁

Ｈｦｾ イ子 音 ＱＱ に ｊ 比 ｌ 、て Ｉ

( イ〉 北側司王四 便所は El evator 史に 1ＩＧ Ｎ ｾ世し類焼を鈍る 。 Ｈ廊 下 を延Ａし ｅｬ･ ｶ｡ ｴｯｲ 裏に

ｾる Ｉ

( ロ〉 北 Ａｩ￬ｴｬｾｕｪ El evator 主ー廊下 ＨＯ，ｾ［ H用附[ 止に泊す〕は僅かに令官の入 りし跡を見る税

! 立なり。

( ハ) 6 附ょ↓dt! IJJ! 役室共の他 は延; 擦を免る 。

向貴賓室 lま二重官、木製二重戸にして貯! ' t p . : j の ijl 刊 を 弘 れ 20 ｲｾＱ う の ｪ ぷ ｬ Ｂ ｬ 力、Ｚ世間Ａｩしと紋ｬｉ Ｉｊ

糊により全部救 ＱＭＱ｜ せられにｾ。

( ニ) 7 階 T ea ｲ ｯｯ ｭ は 耐 火構 ｩｩｩ 壁慨に ｉ ，Ｇ ，ＺＮｪ らされしｊＮｾ Ｊｩ￟Ｚ ｢￭｜ なるに拘 ら す Ｇ 内 ［ ｜ｪ｜ は無被

;ti純度なり 。

( ホ ) 1自主与壌は防7f 扉により気統的に遮! 羽せ られ完全に成る 0

5.  床. 及天井

〔イ ) ，未i白[ はフ ローリ ングブロックにて乃 ・0 ・7 附 は 全 部 燃 焼。

(口 ) 7 附天井は 二 t吉本11.j天 )1 の話焼失 Sl ab を制傷鑓質せしむ。

( パ) G 階 'I' v ail¥は;J[t百 版 物相薫積しずf: 1) しFI｜ にて ｈＺ の ｾ制に 火勢以大 となりフリ ｉ Ｇ ｓｬ｡ｯ

中 央に Jj きて HilflUI3、例JIJ 、lこ最弘ヒ約 5 tJiJ11;r . に制mt し蹴I i)j を出11¥-j- 。

( づ :f.t の i也の古j¥分! . : t 金品1¥プラスタ ー治1) ;;f ;l JlJ lt :t'rl度。

6. 主 髄 部

( イ) 侠紡コンク リート ii! iはブラスタ ー、大 理 行 等 附Jj 目黒皮にして楠造的被害齢なし。

(  )1 )  川1(.! !七の他 仰熱材料を何人せる コ ンクリ ー¥- ｽＢｬｬｾｩｬＡ ＮＺｴｾ判官［［ の鎚質を［忍む 。



( ハ) 新議純子ヤ ;' ;1¥SI ab 1之勉裂を 生す o

7. 外部廻り

ｾ ｮ＠ 窓は ¥¥i re ｧ ｬ ぉ Ｕ にて構成せ ら れ 、 火焔 の ｱｾｩ ｬ こ必六なる筒所或は問自主せ ら れし窓

がラ ス ｻま熔融し 、 ｽ ｦｾｾ 地ＱＺＱーすＧ之より州 、 焔 ｾ 吐出 せるも の なり Ｓ

( ロ) パ ， ｾ コニ ー は 組裂 を生じ 、 手打 ｪ 異 論は ｲ Ｚｊ }I たとなり} l j IEll たす C

8  シヤター及消火、防火設備

〈イ可 u 、ハ 、階段に設け あ るシャツタ ー1';' 全 然 使 用せる月五湖、なしC

( 口) 谷 階 4 ケ所の泊火給は使用の湖、なし。

{ ハ) 火元に泣き消火衿は 'J 11-1 '， されたるも燃の局窓似 し送 水のI診を見す' 。

( ニ) J 4の他 の油 火 以11m1立火 足早きと防 b'，'il こ剖する施設なき ?完全然無間M( の ものとなり

? : る主nし。

( ぷ) 防 火設備として特別Ji il 動きをなせし数世 、設 備 な し コ

とを綜合するに

J .  fiA!; 物 としては Inr.f;) z ＱＧ Ｍ ， Ｇｍ ＱＺ建 築 物と して の 車穴な使命的立，Ａｪｾせしも の と思料す ｣ J:; し防肘1

防火 の 地; 泣完備せる場所にi ! 出現hし得るならば絶封に安全である。

三階段ｾ の 他｝ )r ､ ｦ｣ をｾ ｾ ｉ Ｚ じ弘き ｅｳ｣｡ ｬ ｡ｴｯ ｲＮ E kvat or .  ｓｨ ｡ｦｴ 等 ν Ｉ ｾｉｉ きも のの 柿也 、飢

i也 、設備には特に WI.在する必必があ る。

ＳＮ ノ ｝｜ｌｪＧＺ Ｉ ｀焼に釘して琵直に近、臨 ｬｩ する ｾ ｊ￭ ＮＱ ま￭Ｇ ｩ｢ｾｆ ｩｌ なも の でも相官恋 ｉ ｊ ｾ ・的である 。

l  消火1' ';1: ，共 の他泊 火 、防火施設にして機地的の ものは非常I i 寺に際しては除り千j'tj，j J Ij. ら

す全で胤 kft 的 に し て 什11 : に以せきる地設がJ、pって良好ーと 思 料す 。

，)_ ｉ 耐火構詰ｾ の ｾｾ ｬ， ｴｍｬ 或は不明材料で構成せられに日足踏は 防 火 ヒ イ 念 ｉｊ ｾｾ的 なり ο

3 延 焼 の 状 態

Ｔ 階 ｉ Ｍ ｉｊ 央 背 Ｑ ｜ 約 ｾｏ 企 ＱＧＭ の 「セル υ イ ド 」 製 ｉｩ ｌＺ 具釘Ａ の Ａ仮 ｺ 道場よりす主火し「 セ ルロイド ｊ の ［除夜Ｑｊ Ｔ

ｉ｜ｺ に 依 りｽｩ ｾ ｊ 出に Ｉｉｴｫ して 大 引にｹＺｾし ＸＱ にして 、 有市 Ｑ ノ ゲス 、 黒仰 の 猛烈なる蛮 ｉ｜ｸ によ り 消

火能力を失ひ猛威を ＿ 注し〈し Ｑｾ も の と忽像せ ら る 、 ｊＡ［ の 延焼 の 経路制 ｦｴｾｾ するに 、 両府全 ｴ

築 物の気流の| 伶l係J 二、左右に鋭的を挑んせしむるよりも半ろ前記の虫n¥ Dr aft c hambcr  

となり 作 る階段室 、::!} を?イJl，(ひ公pって J-.附の延燃が迅速なりしも の ならん、多kに火元に泣き

ＨイＩ階段及Ｈハ 〕 階段は ｊ 二階へ の 誘導特しく 、 共の ｪ 二 谷階共共 の 階段室 附 ＺｩＡｬＺ に は燃焼 Ｇ ｉ ｾ ｬＺ￯ｬＧ � ｪ ，:.'， 

を頃 積 陳列せるを H て延焼を助長せるも のの虫n¥上併に jfuむにつれ尚品は乾惜し燃焼は北:

し〈急: 辿となりしも の と泡tf' 象せらる 。

itJA仏 "

りしものならん。
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4 避 難 の 抹 態

ＨＱＩ出火と同時に Ｔ 階全部及 Ｕ 階 一部 ｬ ま直 に下 方に挫革 ｈ ｾ せり 。

( 2)  Ｕ 階以 上 の者は 耐 火構 ｩｩｴ 建築を イ 言ｾ ｩｩｻし、商品 、 共の 他 の 投理に ＱＱ 寺営費す中各階段Ｈ

特に常に用ひられてゐる 中央( イ) ( ロ) ( ハ) の客用附段) から: 祉/-1'，する概焔に驚き慌て

尉! に遣はれて周掌狼肌 して 阿方に逃げる 。

Ｈ ＳＩ 客用階段を＿通路 と して屋上に ｪｪｗ 緋せる者は 、 ｾｉＡ ｾｴ 皮 ＭｖＭ ｦ 附段の瑳見Ｈ消防夫上好により

知ることを得) により全1'i ll 救助され 1=。

ＨＴＩ 各 階に於て逃げまどえる者は Ｖ 附重役室 、 Ｍ ｬｾ ｪ よ ［ ｴｾ 主の主 ｦＱ ｾ無被宣伝 ｩ ｩ ｊｗ より救助細に 依

り救 出 せられに 、 Ｈ重役室長 、 貴賓室は無被害階段に接近せるも ｩＱ Ｑ Ｑ のｾ斑見するに五らさ‘

りしも の)

( 5)  ｉ バル コ ニ ー 」に逃避せる者は窓 の開放より制焔があふ り、 ｪｬｾ 降りたるも の も あり叉

l去、梯子 、救命袋、救助網 、救助縄等により救助せられたるものもあったが 、恐慌の

悩に主主せるを以て妹に死傷を多〈出せるものなり 。

死傷者は 全てＺＱ ｬ ￬ｲ ぴ降り 、 或は救命具に射する知識の不充分なｾにさ Ｑ ＺＺ じたるもの にし て

日1 14 名を1立しに。

( り 「ヱレ ベーター」は全然出英fhのmには供きれなかっ 1=。

Ｈ ￯￬ 肉 屋 上 のほは 体 熱な〈只熱気と悼と の 話悶 Ｎ ｾＱＡＡ せる Ｑ ＱＱ なり 。

之を綜合するに

1. 多数の人命救助施設並千段は機械的又は非常時数dlTH行設備に依 るこ とを得ぎるを以て

階段叉は ｦＮｾ ↑ ｦｩ に ｪ メせざる原始的特妹設備に依る外詮なきも の と思推す 。

:2， :: W常初子 、救命綱、救助納u等は常時之を? 設出するは必安事ならんも 、之は局部的特殊

の場 JiJ j に於て相蛍効- * を? 得 る科度であらう。

n木lゼに於ては! ) )0]1 ｛Ｑ の 消防色 ｩＡ Ｇ ｾｾ により相 官［ の 訓 練 Ｓｔ ｄ ｚ Ｚ げたる ｪ 占 員のみに拘ら子 、

ょにより批似者を /-1¥せるは遺憾とすると ころでめる。

:3， I耐火Hi i1l 建築物は火火に封しイ"}等村jift 判大被害を 見す、 fたって無被特階段の議見を? な

る可〈迅iili に知 らしめ ること 力;) ) + 要事で ある 。

ＭＡ従 業 ｌｩｾｊ［ の 他 の 者に射し 防火 、 消火 、 ｩｬｬ 湖上等に陥 ｩ し常時 ， Ｑ ＩＱＱ 練を必す可きは ＿ｊ ｊ 論なるも

非常に| 燃 してはil 摘しに W，川(.:i-'l iii し得さ♂るftf iあるを J ')，って納- -JI骨の努力を援する。

Ｕ［ 在十民犠 也、 ｾ ｬ ［Ｇｩｾ 切出等に依り辿に非常 ・ ＧｴＧ ＹＺ ｊｉ らしめ 、 ｩｬｬ 淵 Ｑ ［ に ｼ 際し冷静沈 ＧＯＨＱ に行 Ｑ リ ｪ せしむる

時Ii¥lのf象桝をもにすこと 。

5 結 論

行 貨 J，i_; に) ] さでは燃焼七1: 商品をJl' j'. 蹴! 日比貸するを以 て完全に/ - 1 '， ; えを防止す るは不可能事であ



る、而して只将来 この間公共建築物にして多数の人員を牧容する高居建築物に封し如何に

して延焼の範 ｉＺｾｾ ｾ狭め 、 被告Ｚを局 ｴｩｬ に堺めしなるか又はｾｦｉイ ｉＱ ｊ にしてき土Ｇ全に人命を救 ＱＫ Ｇ ， す可

きかは犬い に 考 ｊＮＧｾＺ を嬰し特に 言 Ｚｊ 居住築物災害防 ＱＱ 二 割策を考究す可きである 、 制作 の 結果留

意す 可 き諸 Ｑ 引 ｩ ｻｦ 列 ＡＧￏ ｾＱＭ れば ［Ｚｪ ，くの如し ｄ

1. 天井、壁間「ショーケース」等内部的靴作は全て耐火的新し〈は不燃材料にて構成する

こ と、耐火構ift 建築物は火災に針し完全に共目的を主主し得るものであるか ら防火的の

効果を増大せ しむることカ: 肝嬰であ り、就中峨開は少〈とも不燃材料 lこて構成し火災

の抗大を防ぐ上に効巣あらしむ べ きであ る口

ＲＮ 各階を通話 ・ に ｷＮＧｾ ｾ Ａ 討するを ｾ n[ とす。

水平延焼は比較fド": iiii Ｅｽｊ な柿 ｩ 去 の 時間でも防 ｉ ｌ し作 る に ［ｴ Ｚ み Ａ Ｈ｟ ｩｨ 焼防 ＱＱＺ ガ， Ｉ ｾ を 榊大Ｂ し む

J  hre  screen シャツタ ー

可しl i::
l 日reproof wall 金網幕等

ｒＮ 階段の Ｑ ｩ ｢ｾ 込 一 配置は少〈とも次 の Ａ川 Ａ日 ｬｩ に仰［立すること］

( イ) D raft chamber にならない枝な構法で ゐ ること ?

( ロ1 地上よ 1) 屋上に週十る階段を趨営に之を配置 し少〈とも凶隅に; よ也知u円階段カ:

配置され 1: い「避難用供段と しては E nclose されにも の 、非常階段、スパ イラルシ

ユート )

( ハ) 避難し得る階段炉開示し、注報すること コ

之に針し考慮す可きことは

( イ) 間政手摺階段友ぴ吹抜階段 は絶針に泣く可きこと 。

( ロ) 営業中開放せらる h も閉庇後及ぴ非常時には各階共閉鎖 し得る柿匙とす 'RTきこ

と。

f ハ〕 階段最上階「ベ ン ト・ハウス 、i約には直接外気に接せき' る核開放聞をな〈するこ

e "  

( =0)  非常時挫 ｪ Ｔｾ 階段を設げしむることは有効である 、 特に屋上よち地上に直接出入

するも の又は外部に露1 - 1 ¥せる非常附段 は防悼上有効である 。

( ニ 1 蛾 J.;李総 、速報総により非常に| 際し之に導〈装世をなすこと J

4. 吹抜或は光庭等は ¥Vire glass 叉は不燃焼防質等にてJ民充すること <' 各:i皆共)

5. ヱレベ ーターは不燃性材料にて構成せる Pan eldoor とし且成る可¥Wi re  gl呂 町 fti i

を/J、さ〈すること 。

イ中縮扉は室策の流通自由なるを以て絶割に不可。

機械室の床は耐火構造とし、E 成る可〈間|慌をノl、きくすること。

日ヱスカレ ークーは D raft chamber とならぎる様水平遮断設備を設りしむ、ること J

1. 階 段 . ヱレベ ーター 、ヱスカレーター附近には前場を? とり陪111111 を陳列せさ' ること 。

同用商 品陳列の配世は辿断念成る可¥1(.' れ とり簡明にして且整然とし階段共の他のilU
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剣t道に直行し得る株にWI 恵するこ E バ

8，消火施設

て ￭ ｬ 然キ ＺｾＷｫ ｾ子。三し ｪ ｪｽｪ｟止ｾ ｾこ ｩｩ Ｇ ￬ａｆ 至 上 に ｩｩＷｊ､ 背を設くる か 、 ｊｩｾ ノ ＧＱ ＨＺＱ ＭＰ伝説世寸 るか(イ )

ポンフ・ｾ使月 Ｑ し得る械にすること ｣

i j!i 火ポン 7 ・の純は素人にて JI元倣ひ仰 るも の は lr. j'1{t));迫l常力、1 とし消火ポンプ :1
、
、
F

'

口(

 

何時でも 直ちにＨ￈Ｗ｝Ｈし作ること及び ｮａｾｩＱ fIl JJ¥: こでもすぐ /'1' ，栄作るも の をf 希照す ご

防主主マスク等i ' r1i J: il な防，tjJ，'i ，J bを泊，} ( 怜に兵制li ，tt しむる 二と コ

、
，
，

、

ノ

(

 

Spri nkr Ier 等の設備を; ぬ' 訟に 利用すること。

8， ｩ 泣妻 ｉｾ にｼ探してはｽ， ｩ［ 員特にリ Ｉ I，i; t i  u. ｜ＷＨ ｩ Ｑ［ｾに ｗ ｊ し 誘導 役念日む石 ｲｾ で、ちるから 常Ｚこ ｰｽｪ 火消

火世主lt 等非常時の; i 1 馴1にち1' 7J することをあら? す コ

10 従業員 C1 勿縮、消防夫も j牡難し作る附tえを直ちに，iJ ，
'
，j1f. し之をプ ー|ー月号， _十j{): ¥1 するニと: よ人

命救助一卜J?をも IJf 要事であ る。

救命縄等救命誌( 杭 (1高不1'J 11 ときこれを寸史JI J LA:} るに : i  J ) ]¥Iq件¥(土 必姿で J3 G r11 

1:.'. r宗上工作物Ji '}J 物令の主11きi!出現11 のやJ: 干潮

Ｍｴ，Ｎ ｡Ｑｾ らん Ｓ

白 木 犀 百 貨 r8 lf. 両 岡

に連絡し件るときは非常陀橋台当日 し作る料、するも

東 京

4 階 IIS 商 f.'.l¥

づヒ

dv」土土47
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東 京 白 木 屋 百 貨 底 火 災 の 座 談 合

出 席 者 ( 次 第不 同〕

府 鷹 侭IJ

消防課長 岸
木 州 氏 建 築課長 Lド i軍 誠 郎 氏

百 貨 底 側

百 貨 底 木

Uf， 令
庭 俊 一 氏 f，:j ｾＧｴ 屋 大谷友之進氏

合 木 水 柴 太 郎 氏
大 九 旦l 見 車砲 吉 氏

阪 念 鈴 木 昨 六 郎 氏 ｪ ｾ 竹 内 葉 次 氏

ガr ｊ ｾ て 阪 ｪｾ＠ 崎 正 太 郎 氏
松 :1;1; ( 屍 松 岡 正， i崎 氏

協 曾 傾IJ

1也 田 賓 氏 今 林 彦 太 郎 氏 岡 背11 願 則 氏

?存 膝 膝 吉 氏 黒 田 茂 氏 玉 置 豊 次 郎 氏

坪 井 誠 一 氏 村 野 膝 吾 氏 安 井 武 雄 氏

近代目層建築 ノｊ 惨酬とも 玉 三」、 べき 東 Ｉｊｾ 白木鼠百貨応 の 火災は痛 く Ｑ 止を刺較したが本舎はそ の

JTr 大事1:に鑑み 直ち に岱] 策 士講 じ、 これを 税局に iaRifz L 、 な: まり |綴 き研究調 査を L てゐる 、 ζ

の座談令 の記 τh もと 1コ現れで今その 終 過 をM記し て 見 る。

12月 16 日 同 日午 前 ザ時20，人 東京 ( 1木馬 、第 4 階セ ル ロ イ ド玩兵制1; . リ発 火。

問 18 日 本合 Ｇ￬［ｾＧ 務 舎 と法制委只合 、 災符 ＱＱｑ 皮委員 合 と の 聯合合 を 開 催 してその Ｓｎ 況を考

究 ｌ 、現 地調査の必要を認め 、 ｩ 芥藤藤 吉 、 阿部ｦＡｬＨｊＡ ｉ Ｉ 、 ，ｾｾ庇 Ｑ Ｑ 立 の戸 ＺＱ Ｑ［［を ｬ Ａｦ ｊ 夜 ｪ 反 ［ 立

する ζ とに決す。

同 19 日 釘、議員舎を開催して 「百貨応住築に闘する建議書 J を決議し同 20 日内務大臣宛

1C1) : J _ム_，._

叫 Ｑ 其ｾ， 0  

阿 21 日 洛藤外二氏の白木原火 災調査員錦阪す。

同 24日 向調査員の淑告を録ねて大阪府政局 、 百貨庖代表者を招きこれ に役員 、委員 1m

りて l与木路百貨底火災の陣談合 を聞く 、本稿は そ の速記である 。

1 月 9 日 百貨応と云 l t ず高層住全会の災符防止策を研究する li Z 恒久的に百貨応m築委 員合

を特設しその調査研究に定入ってゐる。

1 月20日 1 月の例 合 として市藤修 吉氏 の「 白木 塁百貨底 火災の感想」に 就い ての講演を

祝日 、同日は大n提供ノコ r1'1 木犀 火災1'( 況活動潟反 j をも併せて見る。

池田ー 今 夕 は皆様御多用の所生 ｾＶ 差繰 り、 御来 な射が多 々あ るだらうと考へます。 先 般の東京白

舎下さ い ま し た ζ とを厚くお械を ｲＡ ｪ 上げます 、 Ｑｾ 木続の火災のやうな災 ｾ，ｦ［Ｇ は今後再びあっては凶 る

は片 岡合長が出ます告でありましたが ‘ 巴 むを得 が、必ずしも無いとは言へず 、ffr 調綱を }怖じて繭

ざ る支防が出来 ま した ので. ;(J、が代って 御 挨拶を と篤すと で も111 しま す か、之を参考資料と致しま

rli 上げる次第 であります。 して 、将来 に謝する 相 '，;;' ; な研究 を して 泣 きたいと

建 築 も漸次規 模 乃大な る もの が 出来てi $ り、 色 云・」、考へから 、府 の方よりは浴藤技日11; 、協 合は悶

々な方面に於て それに高1) ..1、やうなは築設備の必要 部 、黒聞 の爾氏 に上京して裁きまして 、色々な調査



資 料 が 得 られた諜であります。

それで今夕は共ノコj;r 地調査を せ ら れ た 方 々 J . ) 御

報 告 を 承 町まして 、r1 . 共知識を符たいと考へ ます

し、が1ほさ う云」、方 TIIi に御関係 の府 の消 防 課 長 ‘

主} ! ; 築課長、並 に 百 貨 応 に御 関 係 の重 要 な る 方 々 乃

ｪｪＱｊ参Ｍ･Ｍを阪ひ 、 皆様 の 御ｦＮ Ａ［ｪ 見をす手ｾ翠 ν 、たしまして

我々 の研 究 に 謝 し て 御 友 助 を 符 た い と 考へ る次第

であります。

是 か ら 仁京税察されました方々 の御淑告 をWI(..I 、

ととに致します。

岡部ー今 ｬｵｬ の ＢＱ 木屋 θ 火災に付きまして私 ｾｩ 3  

名 が 観 察の震にi 1 正泣 きれるととになっ て、18 日に

沼地を出宝章、火災 の跡を腕て参った ので あ り ま す

が、ま Ｗ ど何 ｾｬｪ［ 取片付けも出来てゐなかったもので

ありますから 、祝 祭 に は 大 慶 灯 都 合 で あ っ た ので

あります。

御 報 告 を 致 し ま す rliJ に 一 寸 お 断 り を し て 置 き た

いのは、お手許 に差 上 げ ま し た 報 告 書 は 、 liffi 我々

建 築 家 と し て 視 て 多 っ た 報 告 に 止 ま る ので ありま

す、 lJ 'J ち 消 防 方 面 の 方 々 と か 、百 貨 応 方 面 の方 々

が硯られたな らば、 それぞれ の御 意 見 が あ る こ と

であ P ませう が 、先 か ら 申 上 げ ま す こ と も 翠 に 建

築 家 と し て ii1J l .た所 の 報告であると云」、 ζ とを 、御

諒 wm( ひたい。と ( 別; 頃掲載の「東京 白木屋被代:

腕妻美報告J を大要設明せられた〉

池 田 一何 か 御 質 問 が あ り ま し た な ら ば 、 どうぞ

術';車用、 なく。

木 水 ー非 常 階 段 の設備は無かったのですか。

岡 都 ー非 常 階 段 の 設 備 は 殆 ど あ りませぬ 、例 へ

ば( ロ〉階段の如きはシャ ツ F ーが下り るやうにな

っ て ゐ る が、此のシャツターを閉めると 、 此 の階

段 は 廻 る と と が 出 来 な い の で あ ります 、( ノ、〉階段

も同様であ P ます。是等は前述のやう l亡、 開 放 的

心階 段 で あ り ま し て 、 非 常 階 段 に は な っ て ゐ な い

ｩ 私 選手ｾｾするのに非常Ｇに役 立つた のは 、 宿員用の階

段であ ります。何故かと申しますと 、 此 の装にエ

レベ ー タ ー があるｾに 、 壁がこまになって居りま

すから 、腕 焔 は 此 の中 ま で は 廻 っ て ゐ な か っ た か

らでありまして 、底 上 へ逃げ 出 し た 者 が 殆 ど 全 部

と云」、ても宣ぃイ立此 の 庖 員 用 階 段 か ら 降 ろ した き

う で あります。久各階にお移用Ｇｐ ｦｩｾ 員Ａ日 の 侭 ｦ ｆ ＡｉｩＢ が

;P.> 1) 主す が、 それ等の使I f r l工壁で仕切j つ でありま

すので 、煩 It 入 っ て 居 り ま す が 、各 附 と も 無 事に

残って

照りま

す。で

ありま

すか ら

斯 う 公

」、 j占員

川 階 段

の位 泣

或 111史

Ifr の i包

るI f rと

古語 、 止七

の事f fl/l J

1亡入 っ

たやう

な 所に

階 段 が 21 ・東京白木屋災; 大潟良

あった 6 階主; 官官雨 fl! IJCイ〉階段の被符・〈共のわ

ならば 、 非 Ｇ ￬［ ｾＧ にＮ� とかったのでないかと思」、 の であ

ります。次 に ｃｾＩ の階段 ｩ 土 演さき場事 ｊｈ の階段であ

りますが 、元は官11縮 戸 が 締 り まして 、常 に は 使 っ

てゐないのです 、 それであ の非常時にも此の (111縮

戸り閃かなかったゃうであります。( ホ〉の階段は

前主sの地階から原 仁まで の底 員 用 階 段 で み り ま す

木 水 ー〈イ〉の 二 つの階段が非常に火を誘導して

ゐる のに 、 スハ凶イラノレ ・シユ ート が火 を誘導しな

かったと云」、のは不思 議 に思 ひ ま す が英の 構 造 は

どう云』、 j弘ですか。

岡 部 一入 口 は 荷 物 を 抱 込 む 程 度 の 非 常 に 小 さ な

ものです、周閣は壁に な っ て 居 て銭板が張ってあ

ります 、 ピッチ i土2 尺 5 寸位螺旋形になって居り

ま し て 、 爆は ｴ 言入りましたが 、 焔は第一に綱 ｬ 亡 ￭ｾ Ｇ

っ て納が焼 けて し ま っ た の で す 、又もう 一 つは紛!

旋 形 で あ リ ま す か ら 、焔 が 廻 ら な か っ た と 見 え る

のです 、行 っ て 見 ま す と 、 向」、 の ペ Y キが少しも

剥 げ て な い の で す 、 ペ ン キ が 剥 げ て な い の で す か

ら、焔が主主入つてない の だらうと想像が付きます

坪 井 一〈イ〕の階段の方で主にドラ 7 トシその低

シユ ー トは大したこ とは な かったの で はありませ

んか。

岡 部 ー もう一つ は最 も 危 険 で あ っ た ( イ〉の階段

の 殆 ど 手 間 の 所 ま で も 向 品 が 和 ん であ ったから 、

らI 11 
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官余計に上へj ( を引いたのです 、例 へ ば 此民主に 相 訪

}i (f ν、活路でも設け C あったな らば 、 さうでもなか

らう と思 ひます。

土平井一消火栓の消火} 目7 ) < 1ま井フjミを! a- ，、の です か

岡 部 一水 道 の 7}くを直接に やるやうになってゐた

と 聞 い て 居 り ま す 。 消 火 栓は 4 階のスパイラル -

ｹ ユー ト附近 に 一つあったのですが 、 出火ＱＺｾ Ｎ 時に

4 階の日IJ 主 任 の 人 が 此 の ホ ー スを 引張り出したが

使 用 法 を 知 ら な か っ た の か ど う か 、兎 lこsI ホース

の先を持って室長忠、してゐたのです。又 5 階の治、火

拾 を見ます と. 焼けて引記長返って居たが 、 ホ ー ス

に は 金 鉄手 を着けてありません で した。消 火 松の

位 置 は 各 階 に 4箇}fr} ii . ｾヒに Ｓ ｦ，ｩｬｩ析 で あれた、 けの

康 い ス ペ ー ス l て一寸泊、火松 の 数 が 少 い や う な 感 じ

がいたします 、 ｽｦｲ が ｚ 在 ａ ｾ ［Ｏ フ・が 三 十幾選かう Ｑ ミた

さうでありますが 、 それ にホ ース を令部つないで

しま って 、7}くよ色ー の7)くをどん どん使 ったから 、終 ひ

に は 上 ま て: 7)くがうKなかったやう に言」、て居。まし

た。

士平井一平 素 排 気 装 置 が 出来てゐる筈: ですが 、 さ

う云った ものは あの場合連仰を 止めたの ですか。

黒 田一 定以のメ ー y ・スヰツチを切ったの が後

火 後25分 だ さ うで、私 は 聴 い て 見 た の で あ リ ま す

が 、殺さ縦装置の方などは 、 火 が 出 る と 同 時に止め

た と言 っ て 居 りま すけれども 、 そ れ は 疑問で恐ら

〈メーン。スヰツチ を切る宅ではあ の依 で あ っ た

と見た方が主どからうと恩ひます。

落 藤ー それで火災の紡果建物はどうであ っ たか

と云」、と とに なリます と、建 物は 平 に 防 火Wi 訟 の

え任 士充 分 ｉＺｾ 品したと言ひ ｩ ぜられるのであります

幣 ｢ 階のノ、 Ｉ ｪ ーなんか は 火焔が非，ｾ Ｎ にひどかったと

見えて 、天井のスラプヵ; 5 将位の深さ に宇I)sえ

して、交 叉 したパー が見えて屑る 下型皮にコ Y

F リートが落ちてゐるのであります。随って

アロ ー ア ・プロ ックも焼 けて居リますから 、

あれは l' jlJ っ て 見ないと 、 十分に分らないがス

ラ プ だ け は 多 分 部 分 部 分 に 於 て 企 部 コンクリ

ー トを剥がしてお・替へなければな らぬのだら

うと 忠 ひ ま す 。 無 論 性 と か 梁 其 の 他 の 部 分 は

完 全 に あ の 位 使 用 が 出 来 る も の と 考 へ て 居 り

主す。

里 見 ー其の前日寺窓 は院j って居ワた 1コですか

聞い て 居ったのですか。

黒 田- f!!J って居ったのです。石背子なんか は

全 部 熔 け て 属ーります 。ワ イヤ ー・グ ラスは 相官 温

度 ま で 耐へ ると云- ，. ととを我 々は知って居 ります

が、現 場 を 見 ま す と 、 サッシ ユなんか は令部 凶っ

て し ま ひ 、精 子 i土飴み た や う に 流 れ て し ま ひ ま し

て 、 ワイヤ ーなどは 小さ な 切 れ 端が浪 っ て ゐ る の

で、是 は F イヤ ー・ グ ラ ス で あ っ た な と 列 る 位 の 程

度に焼けて居ります。

木1} <- ] 7 イ ヤ ー・ グラス が熔けて 居ると 云 」、の

は、 IJ l J けてあったもので 、 シャツトし て あ っ た の

は さ う で な か っ た の で な い で す か、 聞けた f誌にド

ラフ ト で火がｾた込んだｾに熔けたので 、 シャツ ト

してあったら 、 さう云_ ; . ことはなかったと云ふや

うなとと はない で す か。

落語義一それはさうかも知 れ ませぬが 、 兎に角防j

って居リましたやうなサ Y シユが残つ T 居って 、

而 も 附 子 が 令 部 熔 け て 流 れ て ゐ る や 弓 な ;1え態であ

りますから 、令部聞けてあった と云」、ことは言へ

ぬだらう と，思ひます。

木 水 一階 段 と 同 時 にエ レベータ ー を非常に 心 配

して居りましたが 、 fE7然被; 土は無かったのですな

岡部ー 私 等 も 特 に 詳 細 に調 べ て 見 た の で す が 、

これからは延焼しなかったやうに 思 ひます。

村 野 ーそれは令のドア ー ガキI j いたのですか、 寺子

し普 泌 の 仲剣 戸だったらどうですか。

土平井ー エ レ ベ ー タ ー の 納 入 尚 子 は 何 と も な か っ

たのです か。

黒 田 ー それ は熔 け て ゐ な ν、、5 階と 6 階 のもの

だ け は 熔 け て 居 っ た。

士平井ーパノレコユー には何も 物 は絞 んでなかった

のですね 、 それでもクラックが 入っ て 居 リ ま す か



岡部 ー それはヱレベータ 乃前 11 泊

路ノコゃ号になって磨るから 、; 焼けな

かったノコだらう止思ひますが、 [直im

の{ 平 らなかっ たも J.> I土石鹸 など J ) n'fj 

品 をf1l ila してゐ たか ら、燃 え た の で

ありませう。パノι コエーは令m5勉 裂

をlf : じて 居世 ます から 、令部コ Y 9

リート を打替へ ぬと! 駄目だ: ' ｾＩ うと思

ひます。一寸 1- る刀 lくも危、、やうな

感じ がし ました。

里 見 ー 窓 の所 は 附 子 の多 い 殆 主壁 23 ・東 京 1' 1木鼠災害潟長 大ヱレペ Ｍ ｻｬ ー 附近 の 被害Ｈ封ｾ 6階 ・悠官官〉

の無い別でしたね。

岡 部 ー殆ど サッシユで 、大 きなものです 、 ζ の

窓 が F の部 分 だ け と り 出 し に な っ て 居 り ま す が、

不思議にも是は糾合に告書けなかったの で あります

里 見 ー! 此の方向は とつちか らりくに、て居ったので

すか。

岡部一四北で すね。

中 淳 一今の完主的子の話ですね 、熔 けてゐたと公

去 の は、西側の方は さう でも な〈 、あとは全部 同

じ苧うな欣況 です かι

岡 部 ー さ うではないのです 、西 fillJ とTl i fi!l J約 中 分

に掛 けて で す 、 東 の方 は 熔けてないのです 、泊、1; む

の人がＷ｝Ｈを 掛 けて ｉｉｾ んだ位な ものです 、 兎 に 千円

( イ〉階段が火災ノ' ) rfl 心 で あ った の であ りまし干 、

元 か ら 左 D 方 へ155けて居りますから 、西 f!ll lが特に

ひどい のです 、4 階 i土先 f VS話 をした宇うに被; 作

1エ比絞的少 〈、5- 6ー7 併が じど いのです。

今 綜 一立¥EU君 、( イ〉と〈ロ〕の階段 の タワー など

の ドアー は 開 け 放 してあっ た か 、 ｉｾｊ めであ った ｄ

ですか。

黒 田 ーそれは附け てありました 、高 さ が 8 尺か

9  ｾ位ある大きなド・ ァーで あ ります が Ｎ それ が ＺｩＺＡＺ

も焼 け てゐる ノコです 、 そして と の ｦ ｾ Ｑ 所に凶陣式の

階段があリ 、其床は 、ス パイテノレ ・シユートとなっ

てゐますが兎に角〈イ〉階段培は災待を員長ってゐま

す。〈ロ〕の方 は 然 燈 を 吹 い た だ け です 、此 の:.I:l口

1' 1向A、切りしか無い ものでありますから 、此 のOi・

は閉さ れて 良 ｾＱｾ になって居り 、 題は這ひ上って行

ったゃうでありま す けれども 、焔 の 方 は依 り 入 つ

てないやうであります。それから( イ〕のタ ワーの

よが斯う仕切られて 、此 虞 に 谷 が 出 来 て居り ます

木水- J毛のタワ ーの期間は何ですか。

黒 田一 何 と 云ひます か、イープメ Y ト・クラスの

苧うなもノ〉でありますがそれは熔けて居りませぬ

松 岡 ー何か新館と符館のI l tl l亡下から上までズツ

と 7 " リズム ・グラス がありま したが 、 其 の下 の熱

l交の{.';jv、貼も燃けて居りませぬか。

黒 回 一それは熔けて居日ませぬ 、 パルコ y の月Ir

ｬ 土 ｬ ｾ ｉ ｊ 合に聞けたの が多 いの です。それで すから ト

我 々 が 想 像 しますに先程阿部さんが仰った宇うに

4 隣は只物品の表而を 火 が這った のみでショーケ

ース の方は係り被 ｾｾｾＺ がない付です。そ して 5 階以

上 の者は 耐火構治だから 、大丈夫だらうと云」、の

で 、!J;:IJ 合にゆっくリして 、物を片 づけたり してゐ

たのが 、乞l に附段から煙灼が 上って 来 た の で、 ゆ

っ くりして ゐたの で狼狽 の皮も i [ しかったので 救

を求める 銃 バル コ ン 共 の他の忽 を聞けたのが導 火

線とな って 納入ｻＡ￬Ｇ Ｑ 子慾が ζ の 様 な被ｾ ， ｴｪＺ を見たもの

と先LH俊いた します。

安 井一 段上へ逃げた者はどんな被咋があ りまし

たか。

黒 田 一煙で巻かれた様に殿上を wi っ てゐました

そうで すが 、風下 にはE置い応員用の 運 動場があリ

まし ても 、般の然風上の 1:hv、、 しかもライオンや

(i 長苧鶴な左 の禽 京舎の ある方 に痘 11れ て 救 を 求 め

てうろうろし て居たのを消防夫がとって ]is 民 j日階

段 から誘導して降さ しめ たそうですから死 傷 は あ

りま せ ん で した。

里 見- fJI し屋上に上ったの は殆 ど応貝でせう 、

だ か ら府 民 階段 を 知 ら な い と云」、ことはないでせ

う :1'10

黒 田ー さう なんです 、 。i し此鬼にも; k が娼っ て

5 3  11 



ヵ、。

安 井一軍1. tJ; 11 2 町目 の下1討に尉っ

た時 ??に 、私 の部 屋 の下 のアパ ー ト

が 燃 えた こ とがあります 、料は 12附

に続りまし て、 7 ｾ持が燃えたこと が

ありまし たが 、 火 事が済むまで知リ

ませ ぬで した。

岸 本 一瞥 現艇 の 方 の話 に依 ります

24 ・東京白木屋災筈? 事長

「フロ ー リ ン グ プ ロック」の被害〈第 6 階〉 止 、新 ki の松 尾さ んの出火 の場合も

11 5 4  

ゐる だら うと考へて 借 ったら しい のです。

竹 内 一足 は どう せ 早う廻った のだらう と思ひま

すが 、焔 の ¥-- った時I i りなどは分 り ませ ぬか、何時

何 ー ｼ 分に は 何 ｾが燃えて居っ た と云 ふや う な こ と

は。

落藤 ー それ は私 も聴きましたが 、分 りませ ぬが

特 に 9 時50分 頃Mて 7 階 の窓 か ら火が U1 た さう で

す、" ! i l 奇から は火 1:tI!7; かなかっ た。

木 水 一一寸岸本さん に伺 ひ たい ので すが 、今 皮

の iコ木 屋 の 出火 の捺消 防客の主主見 は望 楼 後 見で設

火後ミニマム 15分I i t J 以上だと 聞 い て 居 りま すが 、

さうで すか。

岸 本 ー さう らしいです、私 共 の考へて居ります

のに 、{ 筑て 弘治、防署 な り瞥『必勝、の消 防課に 沼 ?f'託す

るのが大分遅れた やう です。

木 水 ー さうす ると 、消 防 が現場に 達した のは出

火して から 、大分 時間が怒 って居る 課 で すね。我

々はj毛の 鮎 士 掛 常 に 重 大 視 しなく ちゃコな らぬと 思

ひ ま す。

岸 本 ー さう です 、最 初J の 5 分 litJ が一帯 重 要な時

です から 、共民主に自 術 消 | 坊の瞬間的機能が完全 に

働 くか 働かぬ かは非 常 に 重 大 な結 果 を 将来 す る 諜

です。

安 井 一今 のお話 で 私気が 付 い たのです が 、其 の

鮎 l才1:心火往築と云」、もの は火が外へ tJ j ないのです

か ら、 非常に 不利主主なんです 、私 カ:前II守lて居りま

l た時に きう 云」、官りが あリ ます 、 j! l i 絡を忘れて 、

町告 と火 事が済んでから 、報 告 をした と云 」、 や うな

ことがあります 、皇E楼 接見 と云」、 の '1 ｾ ｬ 世 告 する 方

に中目滋賀があ るやうで ナね。

木 水 - }fr特消防望号と 白木屋 とは約 I ｾ汀程 し か離

れ てな かっ た のでせう 。

中憲一 11佐今必公 )1さんの お話です が、火が: .I:!な

いと 云」、 のは 、 それは煙 も1可も全く 出な い のです

lilI か 3 階 から 後 火 した さうです が 、あれもそれ か

ら上 は奈階 が銭けたら しいですね 、 父上野松 Ji ( 障

の新築中のも の も矢張リ 6 階 か ら火 が Ll:lて 、 岳?階

を鈴告 、有楽町の有楽館も出火階か ら上 は令官日焼

けたら しい です。

木 水 ー消防機械の方は どうです。

定 本 - . . . ，器具 として は主と して凋 逸、il l I米キIJ

如 、英 古 利 方面わ ものも調べ て借りますが 、 右1令

が現場に居れば必 ず しもさ 3 云」、外幽の器 具 は 必

要と しな いの で 、 内閣的の TX粍l 1 . t の設備でやって

行 lするやうでありま すo さ う云」、器 兵器'ilで は却て

必 嬰 もない l，i' i子 を叩き破っ たリするもので 、大 向

から 考 へ ると 、 吉山、〈訟 を出して、無 暗 に 外 凶 の 色

々な機械を使用 するこ とを私共はE専問ーす るの であ

ります。

里見ー燃 え た 順序 は装飾物が 一帯。j で 、上 から

下 へ、 il}j 品が燃 え 、 ケース が燃え 、床が燃えたと

云」、! 1t¥に想 像 され ますが 、 どう云」、 ものでせ う、

各 階 とも 比絞 的下 の方 は 被 符 が 少 か っ た宇うな話

も聞 いて 居リますが。

黒 田 ー さうでもなかった ゃ うです ね 、例 へ lゴ木

摺 の 天 井 が 残 って居るやうな所 もあ ります から 、

一寸分りま せぬね。

竹 内 ー窓 を速く開 けた ら、 さ う云」、風に上へ行

く火が少くな って 、百まから 火を外へ出した方 が宣:

かっただらうと云」、設も聞い て居。 ますが 、 どう

でせう 。

岸 本ー それは fよtA 燃える のでな いですかc 構 造

設 備の具合 と、時と ;場合 に 依 っ てき う したこ とも

宜v か も知れ ませ 均、ですから 、矢 援 り 外部から

各階 を迅速に 叡 iJl lJ の出来る弔う なj労相 司令塔が欲

しいの で す、其の 時の保件 に依って必ずし もさう

したととが絶到 にし、 かな いと矢」、 こともなからう

と里、ひま す。



木 水 一次 々はあ、公」、大きい主} l ; 築物ノJ 場 合 1:: 完K "暑さ ん

をDHけぬと云 A 、や うに承知して併 りをすが。 の 火 事

岸 本- l l ;i J!1J としては聞けねノ〉であ ります が 、 却 で又色

設 のやうな場合 もあ りま せう 、安 F るに熟 点 した 々なこ

司令の 指 仰に依らなければいかないだらうと忠ひ とが- 3/ g

ます、弘 共素人の課長として l土、J J ; l J ! l J として IJiJ け へさせ

ることは怒いやう に思 ひますが 、例外とし' てl土問 られる

け た方が J' I・ぃ場 合 も起る だ らうと JBひます。 わ であ

池 田一 古い 1時代 の ことで すが、刻、が役所に居リ ります

ま した 時 分、 火 事があ る と、 よく 行 って 児主した 里見

が 、 ! 初場な んか D 火事でも 、木造のも の は、令 部 主!);築併

に火 が亘 っ ても 、スツカリ 焼け 切 りま せ ぬ、大統 症の l

廿 のみは残って 、Jt の中 に治さ れ ます、 j主の後妹 か ら云

瓦 泣 が出来て 、;煉克也 It 非 常 に耐火俳 誌! ょのやうに ひます

言 っ たl時代 があ りま すが 、周回を煉} { . 泣 に l t: 1ま1) と、今

:J ;J なんかは火事の: m合 中 は次長置 きをせんでも "J ，、 の百貨

位に締胞に焼け て照 りまして 、恰 度 以雌 で 火 を 燃 市 構造

したやうな工合に 、熱 の放 散 がなく 、 中は楽焼 き のrl " に お ・東 京 1:1木版 災害篤良

になっ て、 火勢は段 々猛烈 にな うた ものと ，思 ひま は 、反 納 入1，1' J 子容、の般客( 第 7階〈 イ〉階段 附 近:

す。

岸 本ー さうです か ら、構 造 設備に 依 っ て、 火を

t/( : ( 方が 1ι 1・L 、場合 もあり 得 るのです 、時と お 合 に

依るのです が 、 oTl 原J ! l J とし ては 窓 を聞けること

は除問考へものです な。

池 田 一昔 の 燐寸 工場な んかは今 の苧 うな 安 全 燐

寸でなく 、資 燐 を使 っ て 虚に不 安全燐寸 を抑 え た

も の で す が 、 あの 乾 燥 ｾーか ら よく火 が ｕＱ るので す

が 、乾燥宗 は絶 釣 に開 けて はャかな L 、、 それ を 消

防 が消Iさ う と思 っ て、過 っ て 開 け ると 、大 級 符 に

な る、あ L 云 」、も のは密閉して しまへ {宮、火 は 出

なャ 、だ か ら、持j 閉する場合と聞 け る場合 とは俗

科 よ 〈研究 を要 す る問題であ ります。

木 水 一准 我 々が 今皮乃火災で考へま す- D!士 、従

来 百貨 応 の火災 に到 す る設備と して は、考: ろ ml ，'i

後の ζ とに :rrxきを 置いてゐたのでありました 、又

内部 的 の考ーだ けで 、外 部 的 な お 答様 な どのと とは

考へ て ゐなか っ た の です が 、 ｉｾＧ｝ 庖後 の 夜 のこ と を

考 へ る と 同 時 に応 をofJ いて ゐ る懇の とと も考へ な

ければ ならぬと云」、こ とにな っ て 来た諜で す。

岸 本 ー さ うです 、 そ して人 の 居 らない場合の 毅

火 度 設 も多 い やう ですが 、 さうし た場合 のことも

考 へ なければならぬ 、 で す か ら、今日ま で やって

陪ること もllUilii ひで はないの です が、今度 の白 木

中に {可と 五 ひ ますか 、切り ] 反のあ る建 物 と、 忘れ

の無 い建物 があっ て 、 あれを設 ける ととが 1'J'):(l' で

あ るか 、 ; t ，れを設 け ない方 沖: 行策であるかと云」、

こ とが問題になっ て ゐる のですが 、R 々の方から

云 へ ば 、あ L 云」、もの1 . 1rrh 、方 が販 賀 商 政治; 飴: 計

にな る諜で 、同じ正! ) ; 珂、で もあれ があると 、7 階 な

ら 7 つ2られだけの火があく諜 であ りますから 、 ;f，

れを無 くすれ ば 、それだけ而秘の終決が 出来る し

叉火災 の ｴＥ 合には あれ がまみるおに ｊ Ｍ へ火が述くｾ

ると云」、 ζ とで、火 災 の場 合を 想 像 す る止 、 あれ

が一番 危 険 な 構造で ある か ら、場所 の経済 と 火 災

と云」、こ とか らは 、あれ の角、い 、方が 宝{ いと云」、と

と も考へられ る、所 が一方 か E、云」、と、あれが あ

る と、今 度 の 白木尽 のやうな場合には 其 彪 へ皆 煙

が上るだら うから 、他の階 段 が 比較的安全 にな る、

さ うす ると 修業と 云」、 J 二からは 不 利 であるけ れ ど

も、人命救助 と云ふ 上からは 、 あれが あ る万 が他

の階 段 を安否モなら しめ る作用を して、 有キ11 なので

はな いか、 そこ であれに謝して 、あ の周 I!'¥Iから *

を吹出すとか何と か云ーλ 、やうな 、多少焔七を防 ('

設 備 を加へて 、あ L 云_;、 もの を設 けて置く 方 が火

災 のや うな場合 に有利 であ るやう に も考 へられる

ので す。 詰 り火災と云」、貼 か ら見て、構 造 上i:f) ｾ＠

云」 、 もの ｌ あ る方 が 宜 い だ らう か 、 吉正 、 、 方が ｊ ｾ ｃ ¥，、

55  11 
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だら うかと云』、問題です ね。

岸 本ー それもあなたのお設の j iIi 1) ，一 寸 イエス

ともノ ー とも言 ひ 得 な い で す ね 、 まだ少し研究 の

餓 地 が あ る か と思 ひ ますa さ う した ffr に放7J<設備

をす るとと l土、無 論 しない土 りは後科一日I いだらう

と思ひますが 、 あれ の ことに 付 で 11 私 共 1t もう一

寸 訊究 す る 絵 地が あ るや うに考へますなア コ

竹 内 ー今 堕 見 さん か ら の お市りがあリまし たが 、

恰 度 私 共 の応がさう な って 照 ります 、 'I J 火のホ ー

ル と 云」、 もの が 1 ｾ皆か ら Ｗ 附まで令部シャツタ ー

が下 りる苧うになって居 りまして 、 rlJ ; . ! とのホ ーノι

で 東 西i放を完全にシャットするや 3 になってゐ る

ので あ り ま す が 、若 し 西す! ? の方に 出火した似合に

は 、 シャツタ ー を下ろして しま へ ば 、完 令 に 火 が

来 的 へ 移る のを 防げる 、 中 火のホ ール であれ だけ

の 空 気 の 暦 を 置 いて 、 シャツ F ーが 下 りるの だ か

ら、大 丈夫 だ 、 どうしても此の床 を寒〈・ ζ とはい

か ぬ 、 と云」、やうな設もあり 、一 方 に l;tJi t官官が 燃

え て ゐ る 時 は其のー郊のシャツ F ー を卜. け' て置け

lず、 中 央 の ホ ーノL が 一 つ の煙突 のやうにな って、

一番 安 令 ぢ ゃ な ν、か と云 ふ訟もあり 、此 の問 題 は

今 お 話 の や う に 今 後 十 分 研 究 す る 除地があるだら

うと 思 ひ ます o ｾ［ＨｲＺの ｪ 升 で は ｬ 階から Ｗ l'省まで中

央 の ホ ーノL を中心 として完全にシャツターが下り

る ζ とにな って居世ま して 、夜 間 はそ れ を 下 ろし

て 居 ります。

木 水 一容 が ゐた場合はど うす るの で す か。

竹 内 ー筑: がゐた時に lよ各 階 に縦療器を似i へ付 げ

でありま す か ら、 東官' {fの 人は; 東官if から im館 の人は

西官官か ら下り て 下 さいとやるのです な。

津 本 一今 お 話 の や う に 各 階 にWi 主告すれ t 泣 いてあ

ればそれを利川したら "J ν 、だ らうと

思ひ ますが 、 宇ｾ刷版ノ〉方でもシ ャッ

タ ー を ｆ ろす と云［ ＮＮＮ［、のに ｉｾ 、 下ろ し

て、 rl ' に 滋 !:!f 設 備 が あ れ ば月IJ 問 題 で

すが 、 シ ャツ F ー を F ろすと云 ，>、こ

とは王'RJ命的に は非 常 に '1'1・いこと で あ

るけれども 、来してL t 際にうまく下

ろ される かどう か。

木 水 ーだから 、 どうしても夜の郊

と Ｑ Ｑ ｾ の郊 を 考へ なければな らぬ。

今 株 ー火 を 均一き易い 所に シャ ツ F

ーが あ る の は 非 常 に危 険 だ ら う と 恩

びます。 今 お 話 の や うに 、 ホールが あって 、μ: の

ホーノレの 日rr へシャツ ダー を下 ろす と云ふことは 、

ー呑 火 を導き 易 い}j I j であ 日ます から 、下 ろしにく

L な ると云」、 ととも 考 へ られるのです。

里 見 ー我々 は今 ま で5lEの と とは考 へ な い で 、夜

の人が鰐 らない 時 に 悦を A うし て終ると云」、 やう

な意 味 でシャ ツタ ーのと と を考 へて 居 っ たが 、今

度 のや うな ことが笠間人 が 籾 山 居 る 時 に起 っ た 場

合 に l士、 シャ ツ F ー と云」、とと は考へ られなャ 、

ｦｯｩ ｾ でも 我ーに逃げゃう とする し 、 人を逃 し た後 で

なけれ ば、 シャツ l，l - It 下 ろさ れぬ と云」、ことに

なりま す から 、 シャツタ ー と云」、もの は ど う して

も夜 の防火 設 備で あって 、持 1mに1'4す る 防 火 設 備

はもっと動的な もので ない と可かぬ と忠ひますれ

岸 本- (JI し今回 の白 木 慶 さ ん の や うな こ とは、

要する に 日本 で も 経 験 が な いの でありま して 、 直

に断定的 に彼 是言」、と とは頗 る危険 が 伴」、ので 、

後 程 研 究 問題であ ります。それに百貨応 の火 事 は

主主の上 の比 例 と し て 相 首 歩 合 が 多 い と とにな っ て

居 り ま す 、舎 の 方 は少 いで す けれ ども。

今 林一 防 火 Y ヤツター は火事の場合には各階と

も総 て下を l 尺 か 2 尺 か 聞 けて下ろして しまへは

焔 上が非常 に 遅いと云」、訟も 聞 い て 居 りま すが。

岸 本 ー それに 正 比 例 して 可なり有効でせう ね。

今 林 一 例へ ば 3 尺位開 いて ゐ て し シ ャ ツ タ ー

として のがJ力もあり 、 叉 幾 らか防火 も出来る と考

へ られ るのです・ ・.. 

中，峯ー 今度 の 白 木 馬 の や うなととを やっ たに付

て は 、 外閣の百貨 ｦ￰ ｬ 亡於ける防火設備など と ｴｾ 々

出」、駄があり は しないかと 思」、のですが 、 それ に

付 て村 野 さ ん の お 話 を 一 寸 奔 総 したいと 思 ひ ま す



村 野 ー それ平日E . ( 見た諜ではあり

ませ ぬが 、私 の見た 所 に依る と、外

国のデ パ ートの階段 は 、 御承知でせ

うけれど 、特 別 のものでない限り 、

可な り狭うどざいます。 日本 の デ パ

ート の階段は交通路だし 、修 業 上 非 h  

常 ｬ こ 必要なものであるか ら 、之 を ＱＱｾ

〈する ことは困難で 、隠 って防火的

にするのに非常な Ij}j 寄 だ ら う と 思 ひ

ます が、外 図 のやうに階段が狭 けれ

ば、 それ を防 火的にするのは筒翠で

あります、私の 見たJ J r Iて依ると 、ぁ 27 ・ JfO; ( 1' 1木厩災害潟良 7  ｉ 借 パ ーラー の 残存 ｾｋ ［｀Ｎ

ちらで は矢 張 り大節分はスイ y グドアで 、住 し い

のは片手間きが多かったのでありますが 、 J1Ii くて

も繭聞きのワイヤー ・グラスの 入ったも ので 、非

常階段でも普油階段でもさうです 、非 常 階 段 1' 1ス

モ ータパーと云ひますが 、一番 困 る乃はスモ ーク

で先 づ之 を抜く ことが 最 も 必 要 で す 、外はエ' / ?

ロー ズし て、l，l' i子 が絞 め てあって 、腕 11キs-外へ抜

けて しま」、やう になっ てゐます。 普 泊 。階 段でも

lPi< て雨開き伎のス ヰイ シグ ドアー で 、内開 きに

なったのが一番多 かっ た、税 の気を 付 けて見たの

は殆 どノ、ffli 分さうでした 、又 エ スカレ ー ター1:1: 無

論スヰシグド アー があ って 、一 々シャツ トするこ

とが 出来る やうにな っ て 府 ります 、 そ して1! F. 米 利

加の I:J: 日佐賀用的 に出来て 居れは 、 それで ti J しいの

であ りますが、険 緩むのデパ ート はどうし て も 昔

の式で、 1 ｾ皆か ら Ｒ 階へ は 無論員中 ｬ Ｇ こ階段 が あ っ

て、 オー7 ・Y になって 居り ますが 、 ドアー が出 来

て居ります 、英 の特別の 例は 見 なか っ たの で始ど

総てが さうで あった 苧 うに忠うて居 ります が、階

段でシャ ツトす ると云」、こ とは 色々 な意 味で大 問

題でな いか知ら ぬ と思ひ ます 、此 の鮎に 付 て布、の

考 で は盟主管官践の方でどうにか考へて :伎はぬと 、

管業上非常な支怖があるだ らうと思 ひ ます 、又 そ

れ かと云って 、 しない言撃に はい かねだらうと恩ひ

ます か ら、是ーはデザインの上 に{徐り霊長支 へ ない や

うに監督官践の方で考へて貨はな い と、 日本 の 一

般 の デパ ート の 欣態 か ら考 へて 、外 闘 の や う に 極

端 に やって貰つて は図 る の で す 、見 に角今皮て・も

ドア ーが無 い と云」、 ζ とが、前tで も考へる ととで

す けれ ども 、是 が一番 で す、階 段 が あ っ て も 皆 駄

目で 、 あの角の方か ら聞 けて出た . 風 の 闘 係 で 彼

広に良空が出来て 、政れ 、 火がそれを{ 患っ て 段 々

焼け たのだら うと 思 ひ ます 、特 別 の理性! と云ふの

l  士、先手宅か ら大 分 お 話 が あ った ゃうで す けれ ど も

布、 はさう 云 A 、やうな風の腕係でな い かと想像する

のです。

岸 本 - ;1>，すとの 角 はなかなか研 究 の徐地があ り

ますね 、色 氾々! 像 が付きますから ねν

村 野- rJ i 米利 加 の百貨庖の階段と云」、も のは殆

ど人が歩いてゐない 、階段はお翁: さん の歩 く 場 所

とは考 へ てゐない の です 、 エ スカレー ター には悶

ひが してあ りま しで 矢張りドアーが あ ります。

木 水ー エ スカレ ー ダー に *4' に シャッターを や

った のもあ りま すね。

中; 峯ーエス カレ - 9 1 ーは イザ と 云」、時 に滋量産す

るIBにならぬ。

村 野一場合に依つて はシャツ F ー をや る前に そ

れが導火線にな りま す。

木水 ー 私の紡諭として ｬ 宮 、 兎に角 、 ｾま 聞 は オー

7 ・y にして 、ヰ年に公 開 して居るか ら、之をシャッ

トす る ζ とは非常' に難しいと 思ひま す、要する に

［盛昔 ｬｾ 設備と速 く 消 防来に出動を 求める よ り外 ない

オー プ y してゐ るや つ をシ ャ ツトし よう と云」、の

は なかな か雛し いで す か ら。

殊 rこ今度 の場 合 に は 慮 上へ逃げた のは 大 祇 助 か

ったゃ うで すね 、如、 1-:1: 尾上は安令地帯存と考へて居

りますが。

池 田一 どうも有鄭うどざいまし た、あとは御自

由 lてお話 し合ひを願ひます。

5 7  11 
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大 阪 府 に 於 げ る

百貨庖建築防火避難設備に関する 懇談曾

大阪府に於ては勢祭部主催となり大阪 市内各 百貨応絞管者塁手集の上百貨信組築 の防火; 控除設備に

日朝する葉県談合 を日目 和 7 年 12月26日午後 l 時 より4 時迄知事53
1
1館 に於て開催し下記協議事項に基き

懇談す る虎があ った。

百 貨 忠 側 の 出 席 者

阪 急 山崎高晴氏、 大丸 安田幸次郎氏 、高島屋 大谷友之進氏 、細原和一郎氏 、十合 木71、

祭太郎氏 、初川盟主氏 、村野藤吾氏、三越 竹 内泰次氏 、松阪屋 松 岡 正鵠 氏 、門怠拠1仁氏 、

京 阪 H 里子九三氏 、河原吉厳氏 、事 多忠吉氏

協 議 事 項

1. 屋上より地上に直通する避難階段の設置 、防火戸叉は各 種「シャツグ ー」の設備に闘して

は名π貨府の質況に肱じ可及的速か lこ賞現す るこ とに うifむること。

2. 現に設備せる消火器報9:11機防火戸各種「シャツタ ー」避難階段非常口等を此の際検奈し之

ぞ常に有効に使用し得る様なすこと。

日. 屋上 を避難所と詩し得る様屋上の整理を箆し且屋上より地上への迦難救助総具を設備す

ること 。

4. セルロイド 、石油類共他引火の虞める物品は可及的少量とし且上階の一局部に置〈様ぴ

意する こと D

5. 階 段前には際壌を設げ且階段の周囲 に品物を積み上げざること。

Ｈ￬Ｎ 安 ｬ え［の通 路 ｾ ｭ Ｚ Ｈ < し且 W&i翠明 瞭ならしめ顧客の避難を容易ならしむる こと。

7. 見易き場所に階段非常口 の位置を 明示す るポス ター等を掲げ且各回貨11i の賞、l背に11[1 しに

る顧客の 避難方法を帰出すること 。

ぉ. 応 員に専任の叉は交互の ji主任者を 定め で消火防火避難の 誘導救命に闘する ilHi練を矯し通

報 機、蹟聾機 、報知機等の使用を誤らぎる様特 lこ留意する こと口

右懇談合に於いては各種の意見が /111このであるが 、 その中重な るも のを F に掲げて参考に

供し度いと思ふ。

1  屋上より地上に直遁する 遊ｊｬ ｾ普段の設置 防 火戸叉 ｬ ま各種 「 シャッター ｪ の鮫備に 闘 して ｉｾ 各百貨底 η

賓況に臆じ可及的透かに賓現する様努むること 。

百貨 };ii A 避難階段砲設に 付 ての程度如 何



U0・ 1司 以 主J (i! lj に二ヶ川以ヒ

ぷ憶され度し

肖貨/ ，i ; A 建築泊l績に針する( / / ，1

所数等考慮 ありや

首 }"j 目下の底具閥的の楽

なし 11佐屋上よりl U

.ft .T也上に通するも の

にして中間の階にj A

絡なき階段の設世を

要望する次第なり

28 ・双山白木 民災害勾反 7 階 パ ー ラ ー の 残 存 部 の ト ッ プ ラ イ ト-ilYt;:

!守貨/，i，: A 避難附段のFifii!t に付ての a山見なきゃ

営 )"j 可及的外部を望見し得さ' る榊iii のもの I'f なりと思ふ

(I 貨 l占A 常に使用する階段と呉川 Ｑ｜ 口 を屋外に設〈ることとせば相官［ 二 ｾ慮を裂すべし

百貨 jι B 蛍届 l ーは 6 階迄なるも非常階段となり符るもの二ケ JWib lJ

(i1主j s A 非常階段の各階防火戸は刺入硝子代にて 支障な きゃ餓 ｾｪｪ を必要とするや

;11・ 局 可 成 網 入 硝 子 の i古j績を少〈せる餓*-..l とせられ皮し

2. 現に設備せる消火器、報知織、防火戸、各種「シャッター」避難階段、 非常口等を此の潔鈴査し之を

常に有効に使用し得る綾なす乙と

官 局 各 1ヲ貨庖共に頗る理解ある方のみなるを以て特に指導指随|等巾上ぐる安なきも

抗聾機報 ｾ［ｉｉ 機等にイ・ ｪＢ ては相首 大 なる望みを ｬ 姐し居る次第なるを以て是非之が設

置を希望する次第なるが之にまJ する意見承り度し

(ii君!よ A ｾ ｾ報知機は直接消防署に也過す る様取 ｊ 及はれ度し

蛾! : 事機は左程明 i HH米5 るものと忠ふ

1与貨/，1; C  ｪ［ｩｪ 内出火 の際 ｪｲｾ［ 内より蛾盤機にて の級 生 ＱＱ はｼ生 ｬ 燥なりと考ふるも最初 のＡ位しむ報 知 ｬ

のみでも相官; ガJ 瓜めるべく可なりと思ふ

(11'tJ苫D 蛍 J，-J ] に於ては事謎の|療は先つツム: 内電話交換手 lこ逝 ).11し交換手より各桝事務所'に

迎会 Ｑ Ｑ し 各事務所に於て相 Ｇ， ｾ［［ｲｩ ［ 位を取る事と矯し ｊ ，ｾ［れり

Ｓ Ｎ 屋上を避難所と篤し得る篠屋上の愛理をｾし且屋上より地上への 避難 数助器奥を霞備する ζ と

tl; 局 屋上が避難所となり得る場介2JZーの非常階段が斥11-. より 地 1:迄u ' i 通オる俵にぷ

備せれに としに ならば此曜に云ふ避難放助総共は不要なる のみなら する却って無

い方が避難者カリ丞はなくていいと思」、

Ij !引 L; E ｩ 世知階段 に 「 シャツタ ー ｊｾｧｾ き矯 め ｽｉｊ を伐さざりしと錠が掛けてあっ Ｗ こので役に

立 たなかっ Ｑ］Ｑｾ 白木 屋の 被与はえ な りしと ｽι 」 、 Ｎ 設 ＱＱＱＱ ，めるも之を使 ｭ する人 の

問題なりと忠ふ

5 9  11 
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屋上 よ り地上に達する避難階段は罷めるもの可なりと思ふ

百貨庇 A 避難機具の種類女11何

首 !甫 i控旅梯子 、梯子タワ、救助ロ ーフ¥放助幕、救助袋、縄梯子等 なるべし

ｉ ｣ｴ 貨 Ｇｲｾｩａ 現在の救助袋の長さ如何

首 局 8，，) 尺なり そテ硯 臨の分も亦同じ

百貨 j占A 隣 接の建物と の聞に陸橋 を設 〈るは如何

避難用としては相官可なりと思はるるが

首 局 道路上を横断するも のは現在の法令上相官研究を要すべきも然らさ' るも のは可

なる べ し

百貨山A 屋上は安全なり や

首 局 勿論物に依るべきも先づ差首り安全なる場所とする ことに致し度 しと の考へよ

り提唱する所以なり

百貨! 占D 英閣にて避難ロー フ・にて完全なりと思ふも の を見? こることあり 、 ロープを持つ

と自然に降下するも の なる が 日本にては未ピ見 5 るが虫nし

1可貨 j占2 各 閣の各 種の救助器具の見本的の もの を府に於て取揃 え観覧せしめられ度〈其

の上にて適切 と22、めらる〉も のを設備する犠せしめられ?こし

嘗 局 御 希望に添ふ様努力す る考なり

嘗 局 第一項の階段完備せは‘ 本項の避難設備は半ろ群衆を迷はしむ る民あ り. 無きブJ

が宜かるべしきれど屋 上の整理は常に必要に して此の際是非宣行相成度し

4 セルロイド、石油類其の値引火設火の虞ある物品は可及的少量と U I . 上階の一局部に置〈様注意す

る乙と

百貨! 占A 本項は最も注意 を要すべきものにして且必要なる 事項なり叉簡易に貨行し得ベ

きも のなるを以て直に賞施致し度し

5. 階段前には農場を設け且階段の周園に品物を積み上げざること

6. 室内の通路を廃〈し旦筒草明瞭ならしめ顧客の避難を容易主主らしむること

I' I 貨山E 嘗然主主さき‘ るべか らざる事頃にしてあ'i mなり

7. 見易き場所に段階非常口の位置を明示する [ポスターj 等を掲げ且各百貨庖の賓l宵lニ!!.P したる顧客の

避難方法を渇出すること

百 貨 ｊ､ｾ ｅ 階段位置 を明示するは卒素に 於 ても 剛容 の震に必要なるべきも避難位置を明示

するは主nイ可なるも のか と思、ふ

百貨l古A 劇場等に於ては避難位置を明示し居るを以て百貨庖 とて可なる べし

百貨山E 避難位置に訓練せる Jt ; 員を配置し措置せしむる要あ るべし

百貨庖A 百貨屈はポスタ ー等 の類多数あるを以て避難代世等を明示するも左程効果な か

るベ し



百貨 山 口 消防苦より兵問 Ylに

指示 あ り? こし

目1 )

百貨 j占E 各1，1;各々 tf 胞の上一

I.l Q¥御覧 を刷 ひ:其の上

にて指示指導 あり広

し

8 庖員に専任の叉lま交互の拷任者を

定めて消火、防火、避難の誘導教

命に閉する記 ｬ 慨を篤しｾ報線、援

ｾ機、報知機等の使用を誤らさ ご る

篠特に留意すること

29 ・東京 l当木股災害筏良 尾上 II : i 入口附近

百貨庖 E 非常時に際し'道話交換手の働き目 '';'t しきも の あり? こる賓例あり

営 品 消 防 設 備 殊 に 設 世の ホースは簡単に使1 /1し得る様常に注意相成度し

百貨出E パルコニー の効果如何白木屋の際は非常に役に立ちし如 < ｮ ｈｾ 方 か の 話として新

聞に出て居 1: 椋に記' 隠す るが

?1; 局 パノL コニーは却 て不都合を来す民める べ し救助袋等の取付に付て は好都合なり

し如1< なるもバルコ ニーlこ出る 儒に窓を IJl 9放 すること〉篤り考慮を姿すべし宮、

の開放を考へな〈て良い場合バル コニーに 避難階段等の設置を矯すが女nきは可

なる べ し

百貨 ｊｊ ｾ F  白木犀 の 火災では悌子と救助袋と 何れが多〈 の者を救助せしゃ

消火衿の欽射試験 を致し度きも附近に迷惑なる べ し良事方法なきゃ

首 局 市の上 水 道のみならす引:71 < をも使l l J する方法を考慮され度し

百貨Iri iF 電気を以て井71< { f 屋上に扱みも誌ぐ る設備あ るも 事境の際は送電{ f ｾ ｉｊ＠ 11'. せら る〉

を以て非常時の際は! 村難なることあり

白木屋の分は初 め送電を? 中止し又吏に送電せし 111 なり

百貨j占B 大なる所はゲ ー プJ しと. 10 ｾＩきり ｩ 主活をｾ ｾｉｊ＠ ＱＱ Ｚ せさるが ｾｮ し

デーゼ ルにて殻電するとせば30秒仰にて発電し得ベし

官ｾ［ }IIJ 白木屋の |僚は昇降機は全( j j ¥J: 附に揚げて 仕五千ひ上| 併に trlめ世き? こりと の事なる

が昂に昇降路はドラフ トチヱンパとな らす又中間に在る際停電せるとき のNi .立

としても頗る効果あり? こるもの〉虫11し、，rl. 降機は大裁が殺到し? こる| 努ドア ーが

閉 らす避難用としては到底使用し難し

百貨応A 建築上消防上参考と筒ることなきゃ

iF;  局 ワイヤー グラスは避難の妨 げと篤ると 云 ふ設もあるが一11101の観察にして取るに

) E らざる べ し

61 11 
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百貨 I;t; E 附近出火の際は日Jj 火上可 なるべし

百 貨 1，1; D  ｾｽｪｫ Ｇｩｾ マスクの値段如何

官: ; )" j  1イ11.1( 1 人分 ) 50同111[. にして宇ヶ 年ばは効果あり

数のみは Ｑ 人 分 ＱＰ 凶ｼ 立なるを以て宇ケ ｾｈ［ ｪＺ に柴 の み以笹ふれば ｉ ｉ ｊ なり

t1ii '."，/. なる防火避難等に闘する心得を集め印刷して配付 する i象定あり の

消火器は永年信nJ ある器具を使J1jす る様注意せられ度し

ｬ ｾ ￯ 貨 Ｉ［ ｩ｟［ F  火災の際は窓を問げる方可なりや然らさ' る方可なりや

営 局 L ヤ ツター の完全なるものにあらさ' れば開かざる方可なるべし

百貨 Jd.i s  191) 八ば 3 階より出火の際 4 階以上の窓は虫fIイIIJ

?ま; 局 閉 め る ブJ 可なり

百貨l，ij E 全部を閉 める 方 可なりと 思料す

営 )"j Ｑ 吠 ￬ｈ ｬ 等に於け る優秀なる消防総 ｊＱｾ 御存じならば御Ｉ［｜Ｑ らせ胤ひ山し

百貨山 D 第 3 項の救助ロ ープ lこ付説明あり似し輸送能力少〈詮中に火炉i等なさ場千? に限

り有効なるべし

百貨応・ E 避難階段あるＺ場合は毘 上 に 王 子らしむるｾ 、 姿なかるべし

古 川 各階よ りJ;).、下中間 の各階に 出入口 を有せき' る避難附段ある場合は然るべきも然

らさＧる［場合は 出火せる 階より 上 階に 在る ｊ ｚ は先つ ｨｩ 上にｾ邸 ￯ ｦ ｬ せしむるブ ｪ が縦情

的にして先づ差首り池宮なるべし

百貨} ，i; E 卒素に於て左側通行を? d)11練し置 〈必要あるべし

首 }I.'J 非常時には友側通行も閤維なるべし

紅蓮に包 まれ? こ東京 白木犀百貨応 大阪 朝 日新開祉保彩



建 築 亭 曾 提 唱 に 依 る 百 貨 応 防 火 施 設

住ｾＺ五皐Ａ・舎では ｬｾｈ 民百貨 ｪ 山白木 屋の 火 災に就て共災害を在 地 調停Ｎの結 ｭ 百貨 ｬ 吉 の 虫ｦｉ < 多数の

hi 1i 特: { f 集むる 建築物に劃する災害防 IJ 二の ?こ め下記の女fI き意見蓄を殻表すると 同時に内務大

刊宛に も主主議し又 そのおを本合へも寄せられ 1=。参考の 1= め ここに抑制す 。

UH 平日 7 年 1 2 月 2 6 日

建築 Ｎｲｾ ｟ｬ，合合 長 工ｾ，博士大 熊 去: ず15

内 務大 Ａ モク Ｑ 間 山 本 主 主規 ｉｾ 1持j 下

百貨庖防火事監設二関ス) 1 . . 建議

今回百貨庖白木屋 ノ火災 ニ| 際シ本合ニ於テ ハ委E l テ設ケFftl 脊 刺 究 ノ粘* 別紙 白見:吉諸項目

ノ世U匝ハj設モ泊首ト認メラルルア以テ述カ ニ之カ蜜施閥j 行 エ付百l然 方j金テ誹セ ラレ度認ニ

卑見及開IW候也

百 貨庖防火施設ニ lthlスル意見書

今岡百 貨何白木犀ニ 於テ突殻セ; L - 大火災ハ本邦大都市 = 於テ近来激士曾 セ;L - 高居建築物ノ防

火地設 ニ針スルー大将鎖 ニシテ防火施設ニ闘シ幾多ノ考慮スヘキ貴Mi : ナ; L - 資料ヲ提供セ リ

従 来 餓'目-餓筋「コンク リート 」浩ハ耐火構ii!t トシテ一般ニ認メラレ今阿ノ火災ニ於テモ充分

= 其ノ耐火的効力テ設がf ( セルハ多言テ要セサ; l - モ延焼数附 ニ互 リ死傷者約八十名 ヲ数 フル

ニ歪 リグルハ併 フニ多72:ノ「セルロイド」ノ棋メ テ急: 速ナ; L- 燃焼 ニ基因ス ル モ ノナ リト雌 モ

ー 市i建築物ノ防火施設 ニ於テ消火 j担難設備 = 於テ或ハ叉l吉員ノ火災時ニ庭ス; t ，. . 訓練= 於テ

ｾｱｾ＠ 7) 遺憾ノ知アリシヲ認メサ ;t，..ヲ 得 ス

百貨lJ; ハ其 ノ規 模 ノ大ナルモ ノニ ア リテハ一日 ノhi:7i客数高乃至 十 数寓ヲ算シ ソノ東京市内

ニ於ケル モ ノ師= 十指 7 周スル ニ歪レルモ防火砲設ノ 現 :1たハ今岡 ノ惨事= 蹴ミル = 考 慮 テ

ナスヘキモノ多シ

サレハ今回ノ経験ニ基キ泊七1] ナル 防 火施設テ照* 建築 セラ ;L- ［ｌＭ百貨山 ニ 賞地スヘキハｾ Ｉ 論

師{ { 百貨 j古ニ イサキ テモ共ノ賞施シ得ヘキハ辿 カニ之 テ富施セシメテ時ヒ 其li ノ惨事ヲ繰 リ返

ヘサシメ サルハ相メテ緊要ナ; t ，. . コ トナ リ

がpモ耐火建築物 = 就テハ本J按含ノ，Wl ニザl意 セ;L- 底ニシテ特= 閤家非常時ニ首 リテハ都市ノ

防空的見地ヨリ蹴 ニ委員合ア設ケ非常時 ニ普ー庇スヘキ具惜 的方策ニ 付慎重研究 中ノ 庭 内 今

回ノ ー災害 ニ鍛 ミ百貨庖防 火施設 ニ閥宇 柳 カ卑見ヲ削減ス

6 3  "  
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即チ丙貨府ノ防火施設 トシテ今後質施ヲ 要ス; L - 諸項同 ヲ列記 スレハ下記 ノ虫fI シ

防火 匝剖

2、 階段室ノ防火設備

に 迦 難 階 段 ノ 設 置

4、 昇降路、白眼階段等ノF r 日口部ノ防火設備

5 、 窓ノ構匙

し 天 井 吹 抜 ノ 制 限

7、 菅場通路ノ取締

島、

9、

10 

1、

避難問具ノ設備

消火衿及其他消火設備ノ整備

「セルロイド 」製品共ノ他ワ |火性物品ノ取締

説 明

防 火 医 主IJ

大規 槙 ノ 百 貨応ニ 於 ケ ［ｌＭ 各階 テｾ岱 ノ 大ザ ニ分 ［ Ａｾｊ スルハ火災 ニ 困リ被ル 災 害ヲ局

限スル上ニ於 テ掛メテ重要ナルモノ ニ シテ 之カ 話 ニハ最 モ 有効ナル ｾ Ｉ ｪ 火扉 ヲ使 用

スルカ然 ラスンハ不燃材料 ニテ作レ ;L-防火幕 テ用フルモ可ナリ

2、 階段室ノ防火設備

階段室ハ火災ノ| 際舵道トナリ上階延焼ノ媒介テナスノミナラス叉組難テ岡知ナラ

シムルモノナ; L - ヲ以テ火災時= 際シテハ階段室ト賓場トテ絶縁シ其ノ慨道トナル

テ防クト 同時= 迦難道トシテノ重大 ナル機能ヲ完全= 殻部セシムルヲ要ス之カ筋

ニハ随時階段室ト官場トテ防火的 ニ医 jttlJ シ得 JL - 設備テ必要 トス

に 避 難 階 段 ノ 設 置

避難階段ハ非常時ノ使用テ目的トスルモノ ニシテ火災 ニ際シテ避難ノ; 堅金ヲ期ス

ル篤= ハ常時使用ス ル各階段 ノ外向別何ニ有効ナ ル紐難階段ノ設置テ必要トス

4， 昇降路、自動階段等ノ開口部ノ防火設備

昇 降路 、自動階段等そ亦階段ト等シク火災ニ際シテハ憧道 トナルヲ以テ従テ夫等

ノ開口部ハ適首ナ ル防火設備ヲ必要トス 、昇降路開 口部ノ扉ェ硝子テ使用スル時

ハ共ノ面積テ可及的小ナ ラシムル テ要ス

5、 窓 ノ 構 埴

窓ハ火災ノ 際室内 ノ煙テ排除ス ル ト共ニ消火上、人命救助上重要ナル モノナレパ

窓ノ ;構造ハ此等ノ目的ニ封シテモ適切ナラサルヘカラス「とリ出シ窓J I廻持窓」ノ

女f I キハ此ノ 黙= 於テ女子マシ カラサル モ ノナ リ

6、 天井吹抜ノ HJ! J限

天井ノ吹抜ハ火災ノ際大ナ A 陸 道 トナ リ上層各階ノ延焼テ迅速ナラシメ多数ノ人



ｫＷ 直チニ危険ニ瀕セシムルカ ｩ｜ 士 ］ 天Ｚｮノ吹抜キハ第 一 ＭｾｻＮＧｩノミ ニ 限 定 スル ヲ要ス

7、 ｾ ｉ ｾ 場ノ通路 ｊｉ ｾ 締

現在百貨 ｊｾ Ｇｩ ニ 於テハ Ｇｩ￯ 弘通Ｑｍ係長菊 ｴ ニシ テ ｪ 毛ノ Ｐ ＱＱ Ｑ 員モ ￯ ｪｈｉＺｫ 狭 ｆ ｩ ｪｬ ニクとシ従テ 火災 ニ

￯ｾ シ ｩｬｬｬ 期 ｴ 7  ｲ 正ｅ｜Ｇｩ ｬｴ ナラシムルｊｩＡ主多大ナ ル ヲ以 テ 之レテ日常 ｅ ｦＡ シ 或 ハＡ七ノ ｾＱ Ｑ｜ L1 ヲ定メ E

常 ニ 之 ヲ 有 効 ニ保 持 セ シム ル 等泊 訪ノ取締ヲ必要・ト ス

丹、 ill 捌l用J1 ノ設備

人命救助ノ完全テ期ス ルニ ハ ￭ ＮＧＮｬ ｉＧ ｊＡＧＡ ｉ 手 ｬ ｩＧ ， ｊ ｊ 制梯了Ｍｉ救命 袋 ｊ ノ虫 ＱＱ キｩｩｬｩＮｩＩＧｩｪ ｕ ｉｊｊｾ テ治官 ［

ノ:場戸'r ニ常備シ lll7 テ必要ト ス

!人 消火怜及共他消火 ;:' E備 ノ 終 的

消火杓及共他ノ j自火えX: 1，i I I ハ火災テ局古I:(!'J ニJ I : メ延焼ヲ防 I1 ‘ス ル 1-- ニ於 テ 市 コ務1AII

シ 世キ共 ＴＳｉ 世 ］Ｍ Ｑ ・ ｪ キ テモ 特別ノ ｮＮ ｾ 広ヲ必ス

10.  l' セルロイド 」製 品 共 !也引 火 性 物fill ノJ l u;ri

「セル ロイF ' J 製，i/ ，:) 七他 '11火 性

ヲ必要トス

7保 安 係 ノ常備」

ｪｬｩ 米大 ｉＧｔｬ Ｇｴ ｊ ， ￎ［ ハ Ｇｾ ｩ ［ ユ 鋭校宏大ナルノミ ナラ ス作間 ノ 機峨設備 モ お ＡｩＪ ｦＱｉヲ制メ之カ主ｉＱ ｊ ｈ ニ 熟練

スル 4_J{ハ容易ナラス従テL f ' : 常ョリ保安係ア設ケ各間ぷ11Hi ノ使川) ; 1 : 1 ; テ熟練セシメ世ク ト31t-

ニ非常時ノ illl 現j ; ニ針シテ 統 制 アル指れI( ェ首ラシムルハ側メ テ1*1要ナ ルJ j { ナリ

東 京 白 木 屋 火 災 雷 時 間 庖 を 包 園 し た 消 防 綱

-
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内 務 省 の 高 層 建 築 物 に 撃 す す る 災 害 珠 防 法

最近 の白木屋の火災は高居建築物におりる我間最初の大火であれその惨禍はし、 fこ¥i
1l
:  

聞を刺 戟 し1: が. これにダくし、で起つに深川高! 日民アパー トの大火も桁築地区の災害と して今

後における 7象防到策上最も考慮を要するも のがあ るので、内務省は右耐者の経験に願み帰

来の惨禍を米然に防止する意味で7象防方策と災害防止の方策を綿筏に研究し? こ結巣、いよ

いよ方策を決定、官蹴 ＱＲ 月 ＲＸ 日松本件保局長 の 名をもって各地方長官に聖母し次 の 主 ｉ 帰還ｉｴｾｾ

ｾ穫し ＱＺ 。

高居建築物 その他の災害防止に閲する件依命通牒

さきに東京市において高暦建築物および特集地lJ r . 中不詰{ l Jの災害を惹起し、7こめに多数の

死傷者を /1¥し1: るは誠に遺憾とするところにこれあり 、こ の 極災害防止の方詮を講す'る

の緊要なる は繁設を要せき' るも百貨応、ピル デ‘ イング 、公舎堂、劇場などの高居建築物

および管集地応 、アパートなどに針し各場合に肱じ下記中容易に施設し得る事項は 1直ち

にこれを宜施せ しめ 、 その他の事項については漸弐然るベ〈御措置相成るやうに い7こし

?ごくなほ出願または建築中 のもの に針して は この 際相官考慮相成り 1: ¥巾進め候

( 1  ) 高 層 建 築 物

] 避難用具について は各建物の大ノj、、高低に際じ遁官設備するを要するも 大悟下記に よ

ること

(イ ) 各階居適首数の救助袋を怖イず ける こと ( 各 階阿1PiJ を最小とし大韓 200 人未満につ

き J fI引の割合を保有すること 、区刻 ある事務所な どは油官; 考慮す ること )

(ロ ) 縄梯子を設備する場合は三階以下とし ‘ 避 難}JJ ロープを設備する場合は二階以 下

とすること 、綬降持、鎖梯子を設備する場合はこの限りにあらす

( ハ) 相嘗数の吊梯子を設りること

( ニ) 避難用タ ラップ を設備する こと

J . 各階! 否に相営 1肢の消火総を設備し常 lこ有放に保持すること

1 各階居に相嘗蚊の消火析を設崖 しー消 火衿 JJ)( 什部分に泊目}j 機関の有する消防ポンプの ホ

ース( 水 管) に結合 し得る 口仰 の 口金を設け ること

J 消火用具の使用方法を各 従業員全部に周知徹底せしめ時々 これが出習 を行はしむる E

] 屡 j てには消 火衿および水憎 を設〈るな ど適 哲貯 水の方詮 を誹十る こと

J. スプリンク ラーおよびドレンチヤ{ の設備を悠題すること

J . 屋内直立管( スタンド パ イプ〕の屋外露出連続口 付ーイア ミーズ ・コンネクシヨン) を設

〈ること、 その 口簡は消防 機関の有する消防 ポンプのホ ース ( 水管) と結合し得るも の

? こること

1・，; I火性 物の (y 在する筒所には水 憎 ま1: はごI:-.ii少などを見弘幸場所 におき杭識をなしお 〈

こと



Ｑ ・各階居に火災 ｾｾｕｉｉ 機具を完備 せしめ泊 防機関へ の報 ＩＮＱ Ｑ 聯絡を迅 ｩ 虫倣 ｦ 山 Ｚ 行ふや う 訓練

すること

1. 防火被服およ び防 t J，'i マスクを泊首に備へしなること

l 窓 柵lJiiーをi出来するに使用する{ 波i主総具を備付けること

] 各附暦に蛾殺t幾を設備 し有 三Jiの際大裁を 指 何 す る に 使せしむ・ること

l  古営も業H時与[日間iH川i日l外商品置物のカノパ. ( - ( は主なる ベ 〈難wザ然伶制'¥' 1白f性i生の もの をを?げ{使史ω!月附!円j する やう f悠畠j出d すること

J .  j越蛍費期縦l仕t 口に は ベルオお6 よび亦色;俺隆をを? 設げ 3挫世鰍 f刊1の指 示1板茨 5を?各月所j庁Iに十燭品示f徹放民せしむること

! 弁 附 唐n川1H川i日j なら びに各附内に j泊趨:u:工l仁: 防火的 111.九川1川Jlfぱ '

1上. 昇降路( エレベ ー ター) およ び自動附段( エスカレーグー j は そ(I) 11' ，入口に j白色' なる 防; J (

h1の 使用 方 を 悠 広1すること

J. 屋 外 に 油 営 数の避難階段を設備せしむること

1 階 段 は 第一附 よ り 民一1-.ーまで ‘ 行事 ，i，ti 9附段はこれを避けしめ且つ階段と通路および室

とは絶総装置と すること

1 民火災による伴電まには 7] U印刷対をi象却し硝立の自家期資動機おーよぴ撃永の設備をな

し、 ま1: は自然水泌を利加するが如き刀法を悠iEすること

]  Ｎヅｼ火性物 の ｬ ｬ ｾ ｻ 投に ｬ 持 ｪ し 特にす ｬ 立すること 、例へばセル口イド ｊＧ［ｴ ｊ Ａ 、 の ｲｶ￼ｾＱ は ｫ 府とする

か も し く は 一 定l亙剖 の 場所 に お い て なすな どの ;i5')，訟を. N1¥ふこと

ＱＮ 屋上 ｬ こ稲似 を ｦＡ ￭ ｾ 養せしめさ♂る こと

1. 屋上 に は 可燃 性 物 をお 〈こと をなるべ く避けしむ ること

J . 邸設 の防火戸 は常に! ]日閉の検交をなすこと

1. W[ 設 の 消防機峨持具につい ては引に梢統なる検作をな しこれがJl i 依使1 / 11こ熟主主せしむ

ること

1 油官邸( のm防係 を編成 常 む し' 市に，i J時点 を施すと共に II. J k 従業 t i その他 の 避難 i印刷i を汁 J

ふ こと

! 大建築物に あ りで は相岱数 の常 備il'j 防市務員をおーき常に火災計防に専従せしむ・ること

( 2 ) 密 集 地 匡 ア パ ー ト

1 特 集 地 問の防 火 施設 に つ い て は 絡 段の 考胤を必1¥ひ卒ぷーにおける 防火忠泡! の徹底をJ l ) J す

ること

Ｑ Ｎ ア パ ート柿Ｚｩ￟ ｾこ 閲 しては特に注むをなし山屋取締等 の 魁旨に鑑み出庇すること〉しド

記事項を遊守せしむること

( イ) 非常口 を設けしめ これを有 効に[ 刷1・し越妻11上支障なか ら しむること

(  IJ ) 消火器を j @営 に設けしめ これが使 別 方 法 制 則:11徹 底せ しむること

〔 ハ 〉 各 主主 に ロ ープ 、 釦梯子 、 ｦｦｩｦｴｩｬ 梯子 、 放助袋、経降片品などの ｩｬｬ 主主 ｪｕ ｉ ｾ 共を泊首にぷ併 ＱＱ せ

しむること

( ニ) 泊路附段は 常に有効に保持すること

( ホ) 11寺k 避 難 訓練を施すこと

( へ 〉炊 .，¥Ji: その他 火祭の取扱については特に u: 立せしなること
( 以 上 )

67  11 
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建 築 物 ご 爆 強 禍

II' p!. I'. l 月28 日l之上海* . 主きのうミ琵し

1二1:1である。それカ ‘ らは守一迎主lうに

なる力お ｈ 与 を 偲 ぶ と ｗＡＩｽ ＱＺｩ 感慨 ￬ｾｾ ｾ＠

ものがあ り、 11/1，，: としては-;:i -.，n:なる

.}{r; 行合打 つ1: ものでゐる 。

こ〉に指げに山民は Yj 6j: イfJ0Jのわ

が|仏1待合L1増 l3l !jp之古J..1i: がtまっ て 〈

れに ものである o ＱＱＱ イ 叫 ｜ Ｚ鎚の ｉ ￭Ａ｜ ｾ支 那

術 力 Ｚ集令してゐ ＱＺ 関取人ｾ Ｎ ｜Ｚｴ 也 ｬＩ ｦ Ｎ ｉ ｊｾ ｪ 家

}J :J!ii) :; ; W対ごL込ー建物j に. j 1i:7');) lt 行機カ ・ら

ｾ足 ｬ ｪｩｉｩ を投下し仁被害の跡である Ｍ f，ヂ;

ｾｗ Ｎ￬ ｊ Ｑ ｊ 之 さ約 ｇ ｉｉＮ ｊ 干 Ｑ でそれをｾ ｟ｉ，ｾ ＭＴＨ＠ (こ{il i(

ｩ 丈し 、 ｊ ｾ ミの ｩｬｴｩｴｦ 土が ｊ 411.j- J 1 さの もvJ

もｾＮ r1;.I Jてゐます 。如何に燥'Fi

'

.のjぷj J

カ［恐ろしきものであり 、 ｪ が ｾＮＹｦｾ の ブくな

るものカ s が紅!れる。

リkl liJ . 並に :H¥: iiJ :;- :I::、t. jTJ'I'I I. .:I:: ( 小1J +

11  Ｉ等の虫 Ｑ Ｑ きＴ｝ ｻ ｬ 子 ｩ ｾ 詳Ｊ Ｑｉｬ に ， ｭｬｪｲｾ すれば 、 ｈＱ ＿ｪ ｾ の 行 Ｑ｜ di ｩｬｬ 築物にＩ［先 ｌ 、 て Ｇｉｾ ＿ ｵ ｲ の参 考 ｦｦ 料 主 なる

の であるが 、法憾 なることには こ の ｲ ｾ ｬｬｴ ｾＱ 沿っＱＺＱ Ｑ 寺 は訓 貧す る 方 法も 、 ま に時間もな カ ， つ

にと ｉ 竹 川ｊＮＮｃＺ も添 ＿ミ ー して ｊ ， ｊ ［ Ｇ られるが 、 これは ｾ ｮ (I 'J :こも残念でゐ りますo ｉ ， ［ｊ 氏 の ｬ 以 立を ｾ Ｚ し Ｎ

ここに削げて合Ll;iK'1
1

1の会)5に 1!': し土す ご

「建 築 ミ 枇 合」

1  H披 高層建築

2 月抗 故近建築研 究 1

朝 日 ピノι デ イ y グ

阪 急、 ピノL デイ y グ

3  )-J  ｾｾ＠ 国 |坊 と佐築

4  J J  ｾ ｉ Ｉｴ＠ i i UHlfr -!H- 建築 iii H説

5  )-J 抗 建築 法 制

6 月批 官 Jr] /j、干l: 宅

昭不u七 年 特 輯 iiE

7  )-1 蹴 最近建築 研 究 II

大 阪 城k "'ft品j

第 pq r.，li 剛 司 令出 版 令

日本紙i業令 官'{i

8  j-J 抗 兜1¥土建築

9  )-J 披 建 築 構 匙

10  Ｉ ｈ ｾｴ＠ f.i IJ 立満十五年記念 批

11 J J 日jL 最 近 挫 築研究 111

大阪 歌主ｾ，伎 ｷ

Hji 毎 ピル デイ y グ

12  )-J 批 常 設 委員合 |昭和 七 年

度調査研究報告
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日本放送協曾関西支部局舎設計競技固案 官 選 渡 主 主 仁 氏 6 9  11 
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日本放塗協曾関西支部局舎設計競技闘案 佳 作 高 橋 貞 太 郎 氏
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三)

日本放迭協合開西支部局合設計競技岡案 佳 作
山 下 寺 郎 氏

主査 純 凶
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IE 而 { 闘
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Ｈ絶版Ｉ関東震 火災 ｊￏｾ￳ 察記 定 憤 3.50 国1 ( 針'f 12)

( 絶 版 ) 住 宅 懸 賞 園 案 集 定 位 1.00 回] ( 浴料 10)

一ー一一一 一

(絶j匝) 婦 人 の 住 宅 知 識 定 債 1. 00 聞 は 料 10)

新 刊 世 界 最 近 建 築 岡 集 定 位 0.50 sl] C !_HJ f 8)  

一 服 皐 校 建 築 国 集 定 ｻ 賀 ＱＮ ＰＰ 固 Ｈｩ Ｇ ｾ 料 Ｑ Ｘ Ｉ

新 刊 最 近 建 築 懸 j.;!.;i 岡 朱 定[ 賀 0.70 lill 他 料 10)

近 刊 市 街 地 えu築 物 法 令 定 的 0.50 lt II Ci Li n  4)  

一 服 住
宅 園 安= 司℃

ユl 定 偵 1. 00 回1 ( 廷判 10)

日 本 建 築 協 合 後 行
大 阪 ・It 川 崎 口 ピノレ 12Y 拐1]

WI I  /". 堂 書 庖

ｦ ｊ Ｎｲｩ 符 Ｑ ＮＮＱ 川 ｾＷ ひ反 Ｓ Ｙ ＹＷＵ

九 善 本 支 庖

こ の 技 術 と 特 長

一

九
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C
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販

固

に

と

四

圏

諸

国

樹

る

主

査

れ

庭 日 抑 制 品 目 刷 新 ら し き 、諮 問 抑 制 し て 古

き終験と研究を凝らした 、 休日ｾｾ苅特の設計と施工 ｬ 土 、 ｔ 干桝

的にJ ' l : l1l的 I亡 !.Hに 皆 さ ん の 戸 外 休 後 所 と し て D 御要求 lニンヒ

今 に JHl i して研ます。

造 附 樹 木 の 大 和NJt} を 有 っ て 作 樹 木 を 多 〈 栽

f出して府ますから 、七 嬰 治 州 材 料 た る 、倒 木 が 最

も' ぷ( ] : 込い品が似へます従って治凶 fi 川地 q抄く

て先制 ｈ した正，ＺＱＮ尿な比例を泣る ｽ ｊ ｾ ｾｾ＠ / 1 ¥似るのです

ζ の二打l子 揃 っ たI苅lト干 の作術

と特: I <: 、 この魅力こそは

ｾｩ 然他の也 ｾｴＮＺ ｾ＠ /r し宮せん。

「這園案内贈呈す」
" " 自己" " 盟自国臣事

兵庫県芸川連郡山本

金 岡 養 樹 園

庭 園 工 務 部

電話池図- 0 0三番

!<I刈 IJJ 樹 街 路 拡木

果 樹 高 木 淑 賞 樹 木

イヒデr. ro!<t良 利 子

決謀総 ｊ Ｎ ｾ Ｉ ［ｾ 川 ｦｊ￭Ｕ ，Ｇ

カタロタ無代進呈
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リノ リ ユ ー ム に 就 い て

材 料 委 員 曾

lf' I 物「リノリユ ーム. J )) N'lfl[ は世既に定評あ りて言を侠たず。 J I ( 凶に於 て具製造乃試みられた

るIt 401，ドの昔時也。 爾 来研究改良よく主主み で完成せられ 、.( ; - -伊凶fI長主s築 材 料 r，r優 秀 の 位 置 に

あ りこ

近時床敷材料と して他 に工犬考案せらる 1. 'I.の も砂なから ず。 コ!.::々 に特色 をギ1・し其 i1'l (:{{雨竜

ｴλＩＩＩ 製 ｈ Ｇｬ を 見るに至れる ｩ 土 ｪ ゆ ｭ 発展のＱｩＮｴ大に ｪ 伏ぶ ｦｙ ｩ なる ｾｊ 七に既成「 リ ノリューム」のｻ司 ｦｬｬｻ

に就き多少 1.) 疑 を挟 む も1コあ るを遺憾と し本委員舎 は税 し く兵工場に就き之が製作 工 科 の研

究調査を主主 iJ 、本 材 料 の f間値 を舵託、 し待 た る を 以 て 之 l て併J す る記述 を必要とし特に東洋リノ

リユ ー ム株式合 ｾｩｬ 竺 好杉 三 氏 に ｮ 属 し て 下 記のも のを ￎ ｾ Ｎ ｾ Jこり之 を級官? し( J i ' せて其努を深謝す。

リノ リユームが護明されてから今 円まで約 i O ｾｆＮ Ｎ 我閣に始めて輸入 さ れてから初年程

の年nが経って川る D 今日では欠〈可らさ' る建築材料のーっとして認められて居るが、;民

YI:質、使 川法等に就いては向誤解されてゐる貼や遺憾な馳がif.H ない 。依 って誌に リノリ

ユー ム製造工程、強 込 法、手入法などを概説した : リノ リユームの性質に就いての詳し L、

f，f¥筑、。')Jへば腕減度の如きに就いては他 日こ の項目のみ に就いて結県営報告すること〉し

特に深く縮れないことにした。多少なりとも御参考1 こなれは

リ ノ リ ユ ー ム 工 業 の 泊 革

西謄 1850 年頃からリノリユ ームの先駆とでも云ふべきも のがみつ に。そ れはカムプチ

ユリコンと云ふも のであ って ‘ ゴム質とコルク粉末とを混合してギ，i に塗り付けたものでゐ

つに つ しカ・しゴム Ｇｦｴ は似絡が直 ｾ ｌ 、」て に ｊＡ ｬ 化作 ｽ ｉｊ をうけて組会 ｾｪ［ ［ｾ ｈ う ｬ＼ｩ Ｑ こり例 化 しにりする欠

，， ｾｉｩ がめつに 。 ところが ＱＸＶＰ 年 Ｑ )oJ  27 日英同マンデ エ スタ ーのフ レデリツク ・クオル トン

と云ふ人が仙を目立化 する方法の仙許を得7こっ彼はこ の仙の酸化物をカムプチユ リコン のゴ

ム質に代 nJ しようと考へ? このである 。箇2 にこの思ひ付・さこそ今日 の リノリユーム工業の第

一歩・であ っ1: 0 ｊ ＸＶＲｾ Ｑ 三にはロ ン ドンにリノ リ ユームなる名栴が来日介され 、 知 ｬ ｒＶＳ :' 1三には

愈々リメ リ ユ ーム の工業的製法の基 礎 が僻立されに。次で Ｑ ＸＶ ＭＱＰ年には ｉｈｾ 界 最 初 の リ ノリ

ユーム 工場が英閣に設立せられ . l R7: 2年に主つては米問 、例凶に於ても製造が1m始せられ

たo .litJ 早大戦前我闘に於て賞刑 されに樹逸の アンカ ー印 の工場なども 18!12 ｾドに創業され

7このである o 倫・五l<i リノ リユームの需要も柑1' 1そって生斎制 も漸次地 加 し今 H に於ては世界に

8 7  JI 
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50 以上の工場がめって各種のリノリユ ームを供給してゐる ι 共主なるものは英の 16 工場

米の 13 工場、猫の 10 工場、オラング、カナダの各 2 工場等であって、臥洲大陸ではドイ

ツの主なる工壌を中心としてコンチネンタル ・リ ノリユーム ・ユ ニオンがあり 、英問の主妥

なる工場はカナダの工場と捉抗して 二つのユエオンを形成して 、米園の諸工場並びに欧洲

大陸のユエオンに封抗してゐる c 即ち現在の リノリ ユーム工業界は英、米、溺 を中 心とす

る三つのブロックと、共の何れにも底しないも の との凶分野に頒げられてゐる 。ユニオン

にがl入 してゐないも の 〉中にはドイツ のラ インリノリユーム合祉の主nき有力なるも の もあ

るカヘ大館に於て秩序ある統制が行はれ、共のにeb{氏絡の安nきも峨米に於ては、 j: 'J なり高

い標準に維持されてゐる c

我閣に於ては東洋リノリ ユーム株式合祉が大正 8 年に創立 され、米関に於て最古の除史

を? 有するアメ リカンリノリユーム合枇より技術を輸入し、これに我閤硝特の考後をカ11へて、

遂に先進各園の製品に劣らぬリノリユームを製/ 1'，す るに至つに 。東洋リノリユーム株式命

祉は東洋に於ける斯界11佐ーの存在であって、年 k 我園に輸入されつ〉みつ 7こ外岡! 日を駆逐

するとヲ与に 、海外に輸出せんとする7 I J ¥態にまで強以してうl d: 。現在の生康能力は年約 :l !i 0

;6'!;LIi 方鴫である 。

リ ノ リ ユ ー ム 製 造 工 程

リノリ ユーム の主要原料は生T I 1I帆仁油 、コ ルク粉末、樹脂知、制キ? と黄麻布であっ て.

今製造工程を概述すれば

I 生車販lii二油を加工 して乾燥せ しめ弾性に富む戸| 悼 とす る心

2 同捜化され? こ直訴li 仁力hに樹脂知を混和する 。

3  ;;l たに強め がI i にかりで粒子の大 きを一定としにコルク粉末と顔料を加へる 9

4 これを十分に混京 l して均一なるリノリユ ーム質をiii る。

5 このリノリユ ーム 質を:tu' /A;li1' [i の上に鹿延する 。

6  :t定R;li 布面に塗料を施して乾燥する。

7 乾燥室に入れて約一 ヶ月 熟成( シ ーズエング) を4以、 0

8 検査後包装をなし更に乾燥合同 i内にて熟成を行ふ 。

リ ノ リ ユ ー ム の 性 能 と 特 徴

リノリユ ームの用途 t 効f I j は日IJ に述べるが共れに先:立って 、 リノリユ ームの特徴性貨を

辿べて他の同種類材料と の比較研究に資すること〉する 。

1 弾性に富む乙と リノリユームは其の原料として用ひらる〉亜麻仁刻山l工物 、コル

ク粉末、樹脂類等のti1i 牲を倒することな〈持って刈る。極 k の材料の混合物であることが

リノリユーム の他の材料と の相泣瓢の一つで‘ あ って、これら の側 k の材料のもつ長所を張



却し短所 主? 相柿ふてゐる。開性の矧に於ても 、riI に柿性のみ に就いて云へばリノリユ { ム

以上に開性に官む材料も見出 し得るが 、其材料はリノ リユ{ ムの持つ他の優れに性質を見

出 し得ない場合が多い。

2 . 防濡性を有すること これは我問の如き気候風土の土地に在つては極め て大切なこ

t であって 、 リノリユ ーム質は 、吸水性甚? ごノj 、さし 24 時間水中に世いて吸水景( 浸透に

よる重量精力H率) 僅かに 1・5 - 2 % に過ぎない この水分を遮断する性質は結局撚気を保

有することに依って生す・る何止 の 非情生的な現象を ｾｉｬ 全くに有効で ある ことは ｦ り ｪ かな ことで

あるつ

3. 断熱的性質を有すること F ノリ ユ{ ム が石材、 アスフアル ト等よりも断熱的効果

のあ ることは明 かな事質で あ るが . 科愚者の研究はチ ー ク材¥オ ーク材等の木材j末よりも

1，¥JI妥れてゐることを吾 k に示 してゐる。この性質は主 としてリノリユ ーム中に含まる〉コ

ルクの粉末の性質に依るも のである 。

4 . 耐熱的性質を有すること りノリユーム貨は延焼性を持ってゐなし、から火焔に接協

しでも徐 k に焼焦する のみ である 口頭脳仁油を?原料として居ることからして也ちにリノリ

ユームが極めて燃え易いも のである と考へる のは誤 であって、Ｊに質ｼ僚の例ｾ二三誌して

l:J. ょう。

( J ) 大花 12 ｾ下閲来援火災 の 際に建築物内 の 木造部分が全部焼失せるに拘らす｜リノリ

ユームは一部焦燥しに のみで完全に残って居1=例を日本銀行新館、第一銀行本応或は 山 口

銀行東京支が7等に見ることが出来1=0

( 2) 昭和 4 年 6 月 16 日大阪鍛工所桜島工場の火災に| 際し倉[Ili 内の貯蔵品は殆んど焼失

せるに拘らす 、リノリユーム は一部焦損し1=のみで完全に形態を越してゐ 1=。

向米問に於ては高居建築物の床材 料は不燃性のものでなげればならぬ ことに規定されて

ゐて . リノリユ { ムが賀川されて ゐるの b注目に慣する。

5 ・滅菌性あること リノリユームが殺菌的効果を有することは 、1911 年ドイツ人 のル

ードウイヒ・ ピター氏が街生担保の雑誌に殻表して以来i事界に認めらる〉ところである カ人

法近に亙って同じ〈ドイツ人のレ ーマン氏が史に定量的にこの効処を研筑し1=。共結果に

依れば Ｓ Ｐ 年以上も使用され たリノリユームと Ａｌ ｾｦ 、 ｦ占 ｊ 殺菌能力を ｾＱ Ｂ ｩＧ つてゐると云ふことで

あ る。

叉ゴム質はガ ラス板と同じ〈全然j成育、i的効県なし木材床に王つては殺菌力なさのみな

らす、約 1 耗の深さまで有害菌を l汲牧し繁殖せしめる 如き例が恥げら れてゐる つ公衆衛生:

の見地よりこ の性質は建築家の見逃せない知であらう 。

6. 音響 を和ぐる性質 リ ノリユ ーム の原 料 Ｗ こる ｅＱＱ 材 ｾＺ ￫ 1:了;111;1)1山物及コルク粉末の性質よ

りこの特性は十分に理 Ｑ げすることが ＱＱ Ｇ， 予ｾるのであるが 、近 ｬ 時事 ｦｬ Ｍ ｲＡ ｩ の騒斉 に就いて 識者の聞

に色 k の問題が議論され . G; {ーに g) ( 種の建築材料に就いて は定量的 に防昔或は 7向者効果が蛍

8 9  "  



1 1 90  

表 されて ゐる 。
しかし騒骨が如何なる 科度 に まで遮断し得 るかと云ふ こと '::> l;i J昨に、如何

なる 材料によって騒骨の務伎を防止 すべきかの問題も研吹きれなければならない J この註

l外えから外部より の騒背 を十分に j位、断し1: 屋内などに於りる床材料は特に民立 して坦持され

ねばならないと{言じる コ

フ温度に依る塑化
リノリユ ームの表商硬度はi毘度によって多少鑓化す るが、一度政

込をを? 終つ? 仁: ｾリ ｽ ノリユ Ｍ ムは ｉ淵目ｲ，［｛ｊ皮主 の ｊ昇干Ｍ伊昨下にｻ似依 Ｔ衣〈つて何 Ｒ等 ｊ与 玉 資 Ａ川川 ｬ日 ｪ上 Ｍ上の主鑓き化をを＿示さな ｌい 、、。 ｪ温昂度 に依 る

1rl噺ii は賓|際 H 1lfim見して発支へない。 リノリ ユームのイr! 1針1. ｾｾｩ に ｬ 険制 ｩ ，が貨 ｉ ｲ，ｾに起る のは ｩ 胤 ｬ 主

の影得! でなく 、水分のにめであってこれは次項に辿べる 。

8 . 水分に依る伸縮
前j込の虫fI ¥リノリ ユームf t! 立政7K古t側 めて少な〈水分に依 る秘化

Ａｾｹ 台ん と 受けないが Ｎ 以 地として ＱＱｊ ふる ず 向 ｩ［Ｚ￪ 荷 ｩ が操縦 の ため牧続 ｩ ，を起 し 共 の ＱＺ め リ ノリ ユ

ームとして縦の方 向にi比六 25協の4文京!i ，が起り得る 。

この数字! . i 牧柿の方向に何等j J {f ;J J 1へす' して 、内rll に牧*' i I lせしめて得? こ質桜丸 lーの寺山県

ゐるか ら、糊を用 ひて! 未聞に下町! 着せしめ 1: 場介には 、
これよりも牧紛if は遥かに少なし

水分主 ＿＿ 守 ま ぬ良 質の ｪＺｍ｝Ｈ 後 ｬ こ ｉｍｊ の項にて ｾ ｬ 制に 説、 明する Ｉ ｾ＠ )'fl ひて問，;1今施ユが完全ならばJl文

r. iii 叩:( 之さを然ヨラーゆ: に入れ る必殺: はな いと

9 . 諸薬品に封する性質
一見 ｾｬ こ 云 へばリノリ ユ ーム ｬ 対立が Ａに白川 、 アルカリ類に ｾｾｴ 、 。

し 力か予 し例へ ｬばま ｾ Ｇｴ ｉ ｊゲか川 ･勺 Ｂ Ｑ性 ｼ

問カＺ短か 〈且 ｩｬｩ￬ｕ 主 力 ［ ｾ淵の 和 Ｑ Ｚ ｾＺＱ であ れば、 ｬ ， ｊ される科皮 Ｈｩ ［ｴｬ止 め て少な し 、 。討付卜闘に ｪ たりる

化 ｩ 皐ｊＮ教室の質 ｊｾｾ 芯 ー 卜 ｬ こ Ｑ Ｉ ノリ ユ ーム カ Ｚ利ｊｩ ｊ される の は 、 ｼ耐火 、 行 Ｑ Ｑ 潔等の史 Ｈｩ と同時に 終 品 に

針するすl I; : J J ' C7J があるに めである。
リノリユ ームの表「白[I( 立長If守11¥1溶剤l] l こ浸されると軟化する

ヵ［ 、 ｩ 容 ｦｴｬ ｊ が共 の ま〉 洛 ｬ ｊｾ し てしま へ ば 、 後に賄んど 鑓化が地らなし 、 Ｐ ＱＱＱＮし表 ｵ Ｇ ｬ ￎ が 軟化した

場合にはI則坊をうけ 21F し
19j 託し弘 〈な るから 、予Il強1111、アル コール或 lま1作)0/(0'1' 1:める鍬illl

などを? 長〈リノリユーム の京:1白iに娘細させて世〈ことはi l l I けなりればならない 。

リ ノ リ ユ ー ム の 敷 込

リノりユ ー ムケ ＱＩＡｾ 込な以イ＿には次 の三 Ｚｱ Ｚ ｪ に ｩ ｲＺｾＺ＠ ｦｊＺ 裂する ｾ f1Pも

ｬ 床面 の ＩＡｊ ｾｮＮｾ :2 r却jの選搾 3 敷込の方法形式

J.) .  f 各項を? 詳*'111に説明する 。

1  床面の獄態
リノリユ ー ムケ敷込なベきｽｾ ミの 材料 の イ ｜ｬ ｊ ｴＺ るをｉｉｦ ｊＨ よす 、 Ｈ ｡ Ｉ J1li 凸なさ

こと 。( b ) Ｚｾ吃燥せること ｣ こ のご つが必要である 。 木村Ａ択に 於げ る ｩｾ の目 迅ー ひ 、 コンクリ

ート! 未に於りる ; ぉ ;)h74 どは/1' ，* 得る映り除かねばならぬ 口!末 IOIに凹凸のあ る場合 にl之、

リノ リ ユ ｻ ム の 表聞に ｊ ｴ の 泊り の 凹 凸 部 Ｑｊｾ 現Ｈまれ 、 ｈ 凸 Ｑｾ Ｇ Ｑ Ｉ は Ｑ 也 の 部分よ り も簡般を受ける

こと多 〈損傷し弘 t ' :  ;j .くに床凶iの乾滋の科 l主であるが木材* に 於ては 本材の乾燥による似

の 伝り又 ＨＱ 間 隙 の た め に凹 内 部を生じたり 、 タ ル Ｚ を免じ 、 高 ｴ ｾ しい場介に は 飽 裂 を 生す



る。 しか し乾燥イし1-分のにめに起る l師 ii
l

ぺ立木村 lぶの場介よりも、コンク リート 11、の場介に

多い。 コンクリー トの乾燥と 云ふこ とl こ就し、ては程 k の方面カ' ら研究されてゐるが 、岩聞

の虫f I く夏季に於て 別 %以上も i果皮のある 土地にあっては 、文字通り完全なる乾燥と云ふ

械なこと は常み得な いとも 考へら れる。従って リノリユームを抜込む場合にどの程度なら

ば挙支がないと云ふ椋準ぞ示さねばならないのであるが 、これには共場所の気温、通風紋

態などを考慮する必要がある。吾 k の経験 に依れば先づ 2 尺角ったの リノリユーム を床面に

表而{ f 下にして置き 一吉夜を経て取除き、 共|際コン ク リートとリ ノリユ ームの聞に露が出

来て居 らぬ科度ならば大し1=発支はないものとしてゐる。隣室が浴室である とか、直下の

古H電力; ' 常に高i品iに保?これ る様 な: 場合には 、水分はコンク リ{ ト 営通じて移動するから油首

な防水法を講 じなげればな らなし 、。 リノリユームをj末商に接着する糊は後に述べる如< .  

loH7 k 、防水の性質を有するも のがある が、如何に糊{ f 多量に使用しでも 、前述の様な 11羽JiJ i-

にあっ ては、糊の防水、|耐水性のみ に依頼することは危険である 。

2. 糊の選様 リノリ ユ{ ム{ f 床面. に接着するに用ひる糊は二つに大別す る事が出来る。

( a ) 水によって粘着力 ぞ失は ぬ所311 ウオタ ープル ーフのもの 3

( b ) 糊自身に7 k { f 含んでゐるか或は間着し? こ後に水に ill へば軟化して粘着力を漸次うたふ

が. 水分に辿はねはー接着剤 として相訪な効ブJ ある 月JI 謂 ウオターレ ジスグント の もの。

ｾｾ ＭＭの 柿 類に 属するも の に は東 洋リノリユームセメント Ｈ セメント 糊 Ｉ、 東洋 ｾ寺製糊Ｎ或

lよ特殊なペ イン ト類があり 、第二の種類に属するも のに は種 k のi11粉性糊. 盤石糊 . 或 程

のカゼインを主開とする糊煩がある。東洋 リノリ ユームセメン人 東洋特製糊は何種の床

に11i ひても良好なる成松を怒り' 得るもの であって 、完全なる敷込には是非こ の種 のものを

用ふべきである心乾燥せる木材床の場合に 映り盤石糊 を用ひて差支な い場合もあるが. こ

.  .  .  
の糊は後に述べる ベグ糊法 を行ふにj j t ，j せ 子、且糊自身に水分を?含む放にリノリ ユ{ ムの牧

*，!i i  {f ; 栓き 起す) 京凶 をiTI 1) . コンクリート床に は用ふべき ものではな L 、D215ーの種類の糊は

第二の杭類の糊よりも幾分高債ではあるが 、僅力引裂 Jij の相泣の 1= めに 、リ ノリユム j末全

部に劃して後日の不満足を来す桜なことは巡りなりればならなし、。 ウオグ { レジスタント

の糊は米岡の如き i長皮少なし高月号なる建築物の多い場所にて利i I J さるべきものであると

断定して詩文へない。而 も米閣に於てすら リノリエーム全慨をこ の種の糊で敷込むことは

しな い。縞目 とか 、周聞は必十、 ウオタ ープルー フの糊を fli ふ るのが原則である 。

3 . 敷込の方法形式 リノリエーム の敷込に |療して糊を張付回全部に施す場合を俗に ベ

タ糊と云ーひ . 周問 のみ に↑却をT附する 場合を俗に フチ糊 と云ふ。完全なる敷込には必十ベ タ

糊でなげればならな し、。同じベタ仰! の場合でも米間などに於ては二部の糊を用ふる例のあ

ることは前に也ベ仁通りであ るが、吾闘 に於ては全部に亙ってウオタ ープル ーフ・の糊をfl J

ふ る方が安全 である 。ア スフア ルトを用ひて敷込をなす特殊の方商もあるが. これは仕事

に徐程熟練を要し、 アスフア ルト が流動燃態にある聞に仕事を終らねばならぬ様な不便が

ある のイII J れの極額の柑j を用ひても 、敷込後糊が間着するまで リノリユ l ムを抑へて置く必

要がある o 吾問に於ては通常キズリを以て抑えてゐる 。 しかし問来得るならば砂嚢を用ふ

91 11 
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べきである。この抑えの時聞を短縮する手段として 、 リノリユ ー ムの傘き癖ｾ除＼Ｑこめ Ｑ 象

め大約の寸法に切断し＿こリノリユ ー ムを卒垣なる場所に延して世〈ことは甚 Ｑｾ 有効である

それと同時に糊も ｴＭ ｐ ， 予 ｾ得る限り濃朋な長燥時間短かきも のを使用 すべきである 。東洋特製

糊はこの鈷 iこ留意して逃られにものであって 、従来政込に最も不便とされに仮敷或は抑え

の時日を極度に短縮し得るものである。

今次 lこリノリユ { ムの敷込の棋準となるべき施工法を示すことにする。

( 1) 床面を掃除し凹凸部を修理す。

( 2) 特 に採集ある場所には防水工事を行ひ床を出来得る限り乾燥せしめる o

( 日) リノリユ ームを大約部犀の寸法 lこ合せて裁断する o 糟即時守 1- 2 栴重なる枕にザ]

断する。

( 4) リノリユ ームの周間約 10 柄に首る部分割支し床商全部に東洋特製糊を平等に塗仁

リノリユ ームを張り付け 、餓製ロ ー ラーを以て幸子J着せしめる c fP，来得れば砂嚢を? 世〈。

( 巧) 約一日を経て室の寸法に合せて 、i徐分のリノリユ { ムを切り除寺、櫨闘を切り合せ 、

東洋特製糊を用ひて張付ける o 鉄製ロ ー ラーを特ばせて薪着せしめ、周囲及織目に砂

殺を置き糊を乾問せしめる。

( 口) 抑えの砂裂は1- / ' ，* 得れば糊が完全に乾同するまで世りばよいが 、ー輩夜を艇になら

ば取除いても業支へはない。

特 殊 材 料 lζ 依 る 敷 込 の 長:所 と 短 所

( 1) カゼインを主開とするもの 木材床に用ふれば抜治力 強〈有効なるも、糊は γ ルカ

リ性反 ｉ ，｀ ｾｾ 呈しリノ リ ユｻムに浸潤ぞ起す猷戦あり。旦乾問せる後に振 Ｑ 立をつ〈れば 、 離

し易きものめり。

( 2) ペイントを用ふるもの 樹震に敷込む際に有効 なり。依黙として は重量大なること

償絡高きこし使用時に蛍りて調合するを要すること ( !l 'j 離す ることが出来ぬ) 等を翠げ得

る。しかし接着力強〈特に振動によりキIJ 離する危般少なし。

( 3) アスフアルトを用ふるもの 防水力を有する利臨めるも 、使用不便にして 、使用中

に綴聞すれば卒滑なる床耐に高{ 止を生じ. リ ノリユ ームに凹凸部を生する こ と あ わ 叉 火

を用ひて鋒解する 1: め危磁の民あり E つ周囲を汚損する依黙があるし償格も高い。

リ ノ リ ユ ー ム の 手 入 法

敷込を絶つ? ニリノリユームは従来リノリユ ームオイルを以て絶え宇部して置かねばなら

ぬ様に考へられ、多量の油を施されて外聞も見苦しし際攻も 着 いに依のことが多い。

これは全然誤つ1: 使刑法であって、寧ろ特別な場介の他はリノリユ ームオイルを使用す

べきではないと云つ? こ方がよい位である。リノリユームオイルはリアリユ ームが汚れ? こ場

合に掃除用として用ひるのが主なる用途であって、清掃の結巣リノリユ ームの生命を長〈

し、またよい艶を出すことになる 。 特にリノリユ ー ムを ｉｾｩ き上げるにはリノリユ ー ムクリ
• • • 

ーム或はリノリユ ームワックスがある。元来リノリユームの表商は製造の際平滑な研ぎm

Lの様な聞となってゐるのであって 、 この表面の組織が倣底 きれなげれば、 リノ リユ ーム

の生命は宇永久的のものと考へでもよいのである。ところが リノ リユームオイルを態 k 浸



1) . 込ませ る1: めlこ、 F 表面の硬 さは減 少するし J 塵撲は一度附着すれば取り除〈ことが出来

十其のま〉間着してしまふ 。共 の? こめリノリユ ームの表面は控色して数週間の中に驚〈ベ

き脱耗を示す様になる。リノリユーム表面に鏑油含浸し? こ荷J片を密着して油を浸透せしめ

ると 一週間目に油は 4 %以上を浸透し表面硬度は 2 %内外の減少を示すが 、こ の欣態が六

週間日に至ると油は 7 %以上浸透し表面便度は 8 % も減少する。此例を見ても判る稼に リ

ノリユ ーム オイルの誤つ 1: 使m程リノリユ ーム を害するものはない。普通の手入法として

は鹿挨を掃除した后7]( 拭きをする か 、極めて少量の リノリユームオイルを使用して拭き上

げるか 、或は最も 理想的な方法としては 、 クリーム 又は ワックスを刷ひて桝〈のである。

持過の住宅、或は交通量少なき /J、l面積の場所では リノリ ユームオイルを使用する必要はな

い。特別に汚れた場合には tリj い石鹸7 k を以て拭〈 のはよいが、事fi 後油 、海TごしきはJ$l! f砂の

入つ? こ粉石鹸を用ひて拭ふ様なことは、一時的に美し 〈なった様でトリノリユ ームの寿

命が短カ> Ｈなるから、結局大きな ｬ ｦ ｾ 失を裳ってゐる の である 。

リノリユーム制定期せす・に! 付脱する場合には紙を 入れて表と裏の擦れぬ様に谷寺、 i熱気

の 少ない場所に立て、置〈のがよい οｾ 黄に倒して世〈 の は損傷を起し易い。

リノリユ ームは冬の実家い季候には幾分間〈なり佐々亀裂を生する虞があるから相首・時間

温め其れから解き蛾げる べ きである。陥米諸外岡では必十 48 時間華氏 70 度の温度に温め

てから取り 扱 ふことになって居る 。又張附けも先づ ヒーグー を通じて室を温めてから施工

するこ主になって居る 。

リ ノ リ ユ ー ム の 用 途 と 効 用

リノリユーム の用途を列記すれば

( 1) 床敷物として最も 隣 〈用ひられ ( 2)  Ｉｊ 射長り、杜 ｾＱｾ りとしても利用され ( り家具

類 に臆周されてゐる。

共他壁に庭用されることも近時注目され、美術工主主的な方陶. にも輿味ある材料と考へ ら

れてゐる。

これを利用さる〉形態 として考へて見ると ( 1) プレーンリノリユ ーム、 ジヤス ベ リノ

リユームを共のま- : . ) 1i ふる場合 ( 2) 各種各色のリノリユームをタイルとして月j ふる場合

( 3) リノリユーム マットとして周ふる場合

などがある 。

何れの用途、何れの形態にあっても、リノリユ ームは ( 1) 美術的にして品質不鐙なる

こと ( 2_) 弾性に富み音響を和( ' ること ( 3) 亀裂、脳寝することなし贈減度少なきこ

と ( 4) 耐水、 i耐火性に宙なこと ( 5) 断熱的効果犬なること ( 日) 誠菌力ありて、話臭

なきこと ( 7) 掃除簡易にして清潔に保ち易きこと ( 8) 債格廉なること

などの黙より見て殆んど理想、に近い材料であることが、一般に認められるに至って 、需要

は漸榊しっ、ある 口我園産 リノリ ユームも用途の蹟犬同者l二、製品の種類も多〈なり 、産

額も増加す べきは挺」、徐地もない。

.g a  11 
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放 順 犬 谷 邸 新 築 に 就 い て

城 女台

京都伏見 の三夜 ｍｴ に起居せ らるる大谷光 瑞 ｌ ｜ＢＺ は 、 満 洲閣 の新興を棋機とし Ｎ多 ｾ Ｑ ｾ ｌ｜ＢＺ ｩｊ［副

議せらるる東互 ｩｩ 経営の大制ｻｦ批げ 、 新然居を＿持 ｾｉＪ 州内の厳ｉｬｉ ｦｩ に ［ 惨さる〉こととなり 、 既じ

建築敷地も 決定し本春 を期し、愈邸宅のxrr; 替に Jjxカ. ＧＺＺ＾ らるる Ｑ 象Ｕ￫で あ る ぷぷ計図 ｼは ｽｊｉ ｊｬ剣 ｉｾ

l'夜の通り)

設計の' l ' l ' 子はもとより氏制! ト! ? の考楽に fl i づるも のにして 、「プラン」の内容と云ひ、形態

と云ひ 、「ヱレベ ー シヨン」のl刷る ニ奇抜なる駄 を{子高111に検討せば 、i Eにl:.¥": の陶i 1=1 ｻｦｻ方Ｑ＿｜ｾせし

むるものがある。建物外問主位は正三角形の各遜を似 ｦｊｪｾ 化レｼ合も ｪｩ 的肢となし 、 壁 臆垂直 の

外面j も亦7江線にて成り ]頁部 {f 兜)1予とし11l : 用銭円l { f 聯;旬、せしむ。 而して建物全悼の重量抑械

と「イン シユレター 」の闘係よ り主椛材の鎖骨・より 成る制丈さに針比し 、壁鰭の構成は芋-F，F

ｌ ド 益 ＨＷＵ センチメータ ー Ｉの 太 鼓 張 ｬｈ ｩ 量金属益 ＱＱＱ 日 ｩｊ ｾ ， ｴ とな し 、耐 皇室 ｬｯｈ 熱 の ｭ Ｚｇ 削る ｮ りリな るは

本建築設計上の特異なる蜘と す。

氏の言を仙川せば「元京本設は ーl二梅に 建築す べき i象定の もとに考楽し1= ものであり 、限j

て同地方の情勢としては、向 術上 IA I岐に到する相首防備の必要がある。砂 くとも小銃仰の

似微に耐抗し得る位慌 を要する。煉瓦や「つンクリ ー ト」浩の壁瞳で あれば 、無論此 LI 的に

介 致 し安全で あるが 、 予は ｭ Ｚ ［ ｾ 註建築 の 試楽として本楽賞行 の 主張をなすものである ｯ 1! Il '"  

相 ｉｉ 司の壁植を ｔｩｴｩ り可及的拘き ｾｩｾ 樫となし、袋熱に到する有効Ａ快挙干の Ｗ 象防 、 建築費 の 制減ｻｦ

1でとし? こる 一試案である。依て「プ ランー「ヱレ ベーシヨ ン」の何れ も外 l耐を弧純化しめ Tこる

は銑甲の銃仰に有効なると同様のj原慢に基き 、建築物- - 慌が共の凶的によりて形つ くられ

にものである 。之は蛍初上海で建築する橡定で あっ仁が 、或事情の F に断然見イ干すことと

し、而 して級順に於て此仙の後で貨行することにし1=。随て紋上の日的の大午は不裂にな

ったが、:f Jr1fJの試会長でー あり 、全然鹿笑とするに' ! J ，‘ ぴず貨施して見 1: いと足'. ;、 。刷 Ilfi は可な

りｊｬ ｬ カが泊代、特に鑓風期の風位は南 ￯ｦｬｪ に最も注意をｾする の で企 ￟ 築地力［高燥 の 地であり Ｎ

ｽｧ［ Ｎｕ 盛耐抗上相首有効なる椛浩法主 信す るる のでＭｬｈ ｩ の 目的には刑ふも の である」とは氏がｾ・

案の大悼を説明せ られにる談) ，- である。

本設計に就 て. 計算製lω |技術的方闘に協力指導せ られ1= るは] 見渦儲建築制湯本二1郎氏/ え

同地建築業者島津市型作氏で ある ことを附記す。

建築敷地の地形一般

肱 ＱＱ 闘の新諒 市 街を両分する Ｉｗｾ こ龍 ｬ ｵ ｔ と ｍ する 川 流がある。 此 龍 ｩｵｦ の右岸の最突端 、 西地



にI凶削白“iする土丘子

此将軍山 の 中Ａ腹度 一 守帯 ｆ は 、 官有楠林地に ｪ 必し 、 Ｑ 作 ｨｩｴ 胡 必の 臥 ｾ Ｚ ｦｉｩ なる樹木林をなす。敷地は

配置困に示す虫f I く ー1- 1: 陵南方 、中 l良会:: 1'1自{ の - :;¥，11 {t>佼mせらる のであ るo r自j{j 'i 約 600 坪敷地に

談壊して約 12，000 坪の土地 を棋純楠物閣として使mの事 にきたー沙中にて 、不日決定を見る べ

しと の事でゐる。

敷地は主主，11聞に 於りる住宅地として先づ理想的の場所である 。即南方海に |市iみ 、北方は新

1川崎の北部を定る高地j脈に速なり北風の強製を巡 り夏 涼し〈 冬温かに民に住宅地として の

最ＴＫ Ｑ 削牛を具 」 、 。 氏 カモ ｌＺ地撰 定の ｩ ｔｩ ｦｬｒ に 敬 月 ｉ ｾ の 外なし 。 泊路は嘗て鋭治時代に ー 僚 の 迫ゾ ｼ 予

を形成し 日本 十 ＧｬＡｩ ｬ 際 、 Ｊ， ｲｾｴｩ 市 街本道路よ り分 ｉ Ｂ ｾ して授る こと を得ベ 〈森易に自動車 、 。 ｉｨｬ Ｋｾ を

駈る に促す 。 ｈＧｩ ｬ ー には保治時 ｦ げニコ ラ イ」迎 堂 建設 の Ｔ Ｓ ま ありて 、 師に硯 ・ ｾ￭ の頑 丈なる泣物

がある。) OC商 引は似にー ケ聯除の軍隊Q: > 一堂 にi炊存して叫秤せしな るに j辻る 大規悦の計主!i-

であっ7こが 、着工後間もなく日持の開肢と なり 工事を中」トーし1= りと 云ふ。露関の岡家的事

業として首時跨岡皇后の主宰せし事業でみつに歴史的遺跡である。

市 ・ ￯ ｅｩ 白Ｈよりは迷〈勃悔 の 雄大なる 治政 ＡｴＧＩｊｴ 喰 し 、 近くは ｉｉｊｾ 下に肱 ＱＱ 間借に老ｦＺ ｮ ｩ 昆を 附 ｬ 倣し

;;{，'¥i:riすれば白飢山 より同地を廻る辿山 、( j 出子に治き老鈍 山の堅持: 佐佐へ 、左押すれば官i

'111  fJ: j  ｬＡＧｾＧ 金 山京 地のー音 ｦｬｩ
ｊ

I五 山表 忠明と H引む: し足跡地として} j i ( /I阪優秀の地 である。

本奈 が 愈貨現せ ら る、時に Ｑ 冷てま ｩ ＧｩＺし旋 ＯＱ Ｑ Ｈｩ の 一大名勝をナカ ｊｉ ふると ｼ 司時に 、 大谷氏カ ｾＱ ｊＮｾＧ 地に

ｊ 多 ｴｴ せらる ことこ そ 、 買に 在 渦邦 人 は更な り 、 三 千ｾＧￏＡ［ 満州 問 人の ｴＺｾ めに さ ｾｾ踊 含 も たらす べ

<  1":道人心( こ科!ij 正すること砂少な らぎるべしO

ドに本設計の大要を記 し参 考 lこ資せん とす。

大谷邸宅新築工事仕様書概要 c峡順 扶桑IIIJ 二俳地 j

ｬ 本宅鍛Ｇ庁長 ｾＳ 階 ｩｬｩ 1 棟 線、延上1; ＹＴＱ Ｎ ＲＹ 主 ｌ ｉ ｾ 方米 ＨＲ Ｘ Ｒ Ｎ ＳＸＸ J1' ) 

内諜 ( 笠外面{ にて iJllJ る〉

J也卜* - 235.324 平方米

( 70. 597 主iつ

l  階 235. 324 :zr:'. 方 米

( 70.597 土1; )

2 附 235.324 L j:'. ;心; K

( 70. 597 主lつ

3  Iil' r  235. 324 ｾ ド Ｚ ゐ［［ｦと

( 70.597 坪〕

タトに巌 ι 階段?i '，4. 524 21:'. 方米 ( 1. 357上n

構造 の機喜ｾ Ni i¥'l j t血 終 よ り パ ラ ペ ッ ト 上 ;i/'rJ まで 17 米 50 縦 、令 部 餓 'l_rJ' _-=-:， 角 形、 丸 形 鮮初! 巡り。 I..m; パ

ラペ ット j，' Jl 剖 鎖 倒 附 き(ij ¥命i波 及 滋fi 'i 針 付 き 3 sI.耳l亡夫文総J則( . J け〉。 州突頂了WIJ 目 |、信床 1-.端よ り高 22 lR

突クト1午ISf l/l Ja!1! v腹，1'.i，HU共 波 形 鍛板援り の上「 エキス パ y デ ツ ドメF ノι ラス」政組し、 下 主主中主主共「マグ

1 シヤ J 塗り 、 」ニ主主「マ グ ネシ Y J 塗り 、- J l iS軒 蛇 腹 I'. trス テー Y レス χ チーノレ 」脳l i I i i の通り 11L¥'，: て 内

部 nUI 姐 り放 火井共「シーヱ ス テ スj 張 りの上 下塗中主主共 前 記 向 島uニ主主「ヱラスコ J 塗り 、床 は 「ノ、ィリ

; J :1' .] 26 番 3/ 4" 凝 り 山上「リノイト」途り{ 上上 げ 中 火1iiJ /J' J l 脳波床 一 部 州阿 波 り 、 市 面 玄 開時/ l U

J!z客 II J奴UYr股 大 理 石 政 p 、地 下 室 玄 倒 1 ｾ汗ＡｬｦＮＧ問浴俸 ｛Ｑ 近所 其イ也腹 床式 ［ ｦ タ イ ノ ιｪ 及 「 モ Ａ戸 イツク ダイ ノ ｌ ｊ

]!，l i 人 地下祭 床土 1101' コ Y 7 リー トJ J Tち「リノイ トJ 塗り 、 一 部「モ ノレ 川 」 別 、炊 事 祭 「ボ イ ラ - )

Ｇ手倉時 Ｈ ｦＮｾＱＧモルタ ノ ｌ ｊ 塗 り Ｎ 内 部 各 ｩ ｉ｜ｊ仕切 は 仙［ ｾ ［Ｎ rラス |張りの上「エラスコ J 塗 り仕上げ 、共 他 | 川町一

i泊 りとす。

95  



司F 00 r観 三ζ _ n立一一週ー

大 谷 家 邸 宅 新 築 工 事 設 計 困

初 1 τ l 沼 市 ]

UJ  

( ) )  



-

ド

m

s  

ど十

y  ｾ 一一 よｅ

同 ・ 2 j i 商岡

ノUf t，効1寸Z砧1
左一一一一_ l I [



邸

。、



/ゐ/

9 9  11 



昌二二二1i l

同 一 般 詳 細 園 ( 其の2)

11 100 



舎

役 員 曾

常 務 曾

時 昭 和 8 {j三 1 月 9 日午後 6 時一同 8 時

所 建築倶楽部

出 席 者 剤事片問 、 地 問、竹 版 、監 事 徳 政 、松# :

報

替の ｦ ｾＧ

1. 昭 和 7 年度剰自余命 民主分のイ. *

1 合 費未 納者蕗 分 に 閲 す る 件

1. 職 員 居 残手 前 l τMi J する件

1 合 告 に 闘 す る 件

l 氾歎 改 定 案 に附 す る ('1'

1 . 舎貝詑 術

主詑 阪 口、丹藤、 ｦｾ ｬ￲Ａ ＱｬｊＭ、信士問 、 主計浦 報 告

1 記念事業清算報 告

清水 、 へ木 、 編斡 今 林 、Z号機、 中 村 、』話

回

1. 昭和 7 年度決算報告

1. 1 月例 合 準 備報 告

議 事 1. 1 月例合に附する ('1

J . 阪' f.11 上野芝住宅設計懸賞悶案 審 査 報 告

I. ifi lj' 負契約書改正聯合調査舎開舎に付委

l 常設 、 特 設 委 員 i¥E 編幹部員選定 / ば寺前・

常 務 制 首 K 闘する件

l. 記念事業委員選定及捻常' 口' # 5 制常に附

する ('1'

l 阪和上野芝住宅懸賞加i案務査合日 J ! X決

定のn

l 協合 出 品イ上主火 災保険に闘する ('1

l 靭日ピ ノl f具当性f: t>徽草 i¥:ij 首 に 闘 す る 件

1. 合 誌 紛糾 に 闘 し 意 見 交 換合 開 催 の 件

1 役 員、委員合合場に 付 建築倶楽部よ り

希 望 の件

ＡＮ合員 ｾｩ ＧｴＱＪ ｲ

員出席のn

1 . 昭和 8 年 度 制 斡 方 針 報 告

l 百 貨 応 ill 築 委 員合 終 過 報 告

1 . 阪利上野芝位宅博 委 員 合 経 過 報 告

1. 'l 'l 際に 建つる 住宅博委員合終過報告

舎 員 動 静

韓 動 鱒 居

。曾 員

報 告 1・合誌 2 月続「百貨応 のIffj 火 J 遊 行ゅ1牛 中川 猟八手守 兵 庫鯨武庫郡御影町東町化号皇位制

時

f民

l  役員 、委員慰労合的・算報告 ・・ 主音I' ;fjf 告

工 業 所 内

1. 71j! 12月分合計 報告

青 木 茂君 兵庫県系 川越君li. l l花村身、 口大 字 明示111

l. 7 年度 決 算 概 算、'; .ii 告 15 ノ8

1. 命員rnJ . 1. i l x 却 、向( 地方 (1: ( 1 : ) 小野木孝 池 間 訓辛抱 兵五 ｉＨ 版、 武庫 郡 Ｑ ｜ＡＧ Ｇｩ ｊ 忌村 ｉｾ ｲＮ ｢ 尾凶州 Ｒ ノ Ｗ

治 、名作賛助員本山彦 一、終身賛月hf't • ｾ ｉ 川 鍬厳守! 兵 庫 l係川泌1tll 小 川 村次 賊467

謀長 F 新 遊 詩 氏j並去報告 木 野 山 照雄君旭 ｉ Ｂ，ｾ赤 川 ＱＱＱ ｝Ｂ 1ノ 1771

1・建 築 倶 楽 部近 況報 告 ・ 阿 部 代 表 者 報 告 仰 ー1 f友君 此花底上前ぬ :It I ノ 52 森 本 近 太 郎

l 絞 ケ 任 出 品 住 宅-rr却に制する1 ' 1 '

常 務 曾

昭 和8 .1F I 月23 日1['- 後6時 一B時30分

建築協曾別手・

方

組口 氏太郎沼 東 区 内 久 費三吉1'11I ]" 3 / 3 1( 事務所〉

地方曾員

加がj 抗- 'g' ＩＱ Ｐ［ＨＯ 山下 ｪＨ￁ よ滋型 ￭Ｇｉ ｉｉｊ 凶ｾｬ｜ Ｓ Ｚ Ｐ

出席 者 砲 事 J十附 、地 81 、 竹版 、 ｉ ［Ｇｾ Ｇｴ Ｚｩ 長徳政 、 松Ｇ手 Ｚ
日声i JI 't 'R  ｾｉｉｉ 条 川 ｬ 問要谷 町長 Ｑ Ｎ ＩＩＳ ∞

主 記 阪 口、 鳥 井 、Hli 車、 f*野 、主 計mr 、

自!I 水 、八 木 、 編 純 巾 村、期 間

議 事 1. 特 5)IJ 曾計と して取扱 の 内 一 般 合 計 に 仮

れ ＡｦＷ Ｑ＼ 釘吉君東京 ｭ 市 Ｑ Ｑ 閉 ｗｾ 駿河茶 Ｓ ノ ＱＱ ノ Ｓ

普通貨助員

加 藤 越 J l I ＧＱｾ＠ ｊＮｉ ｾｊ 釦Ｚｾ北 Ｇｉ ＧＮｾ ￭ Ｇ 阿 ｝ＢＵＯ Ｓ Ｕ

l  O  I  JJ 



11102 

樋渡純ＮｒＮｴｬＮ小｛￬ ￰ｩ 耳 Ｑ ｾ ｾ生 兵版 製 造 所構内十門小 Ｚ j l: 口 一見1¥必 旭匿生江町576 ( 多 美 厳 木 工 所〉

i . I 砲具 製必所工事塁手大林組十| 勺! 封 。本 ね 武夫司! 旭区闘目町 13

張所内 t 島 国 :正二.手1・ J.l 1日l係小野問 問] 宇 野 来見

内藤 弘司! 大連市イ4・iJ.! t lll ]" 30江主平Il lll j舎 内 ｬ 士 ｩ 中 ｾ ＺＺ夕、ｴＮ ｪｕ｜ Ｉｈｾｔ ｬ ￭ 中京 医岩上油的援 日Ａ日 市 入 ル

川 瀬 忠 ｪ 主ＧＱｾ・兵 ｗｾ 隊ｪｊ｟ ｧＧｰ ，［ 市 ｉ 出 Ｇｬ ｩｾ Ｎ 北口 察 前 1'1'  』合 i¥ I白下三 島郡 如l是非す

木 ｘｾ Ｇ ｦＺ ｾ｜ ＩＮ く ｊ ｾｉ ［ ］ Ｈｾ 一 久 f { ( 米rJ i 口吉田flll 口銀 行 久 的米 支 111本
兆 夫 f  付¥- ｾ品利紳 Ｔ戸刈州 Ｑ Ｑ申Ａド ｬ 戸 T市甘宇材林|ドt 川 Lい似1日凶G 守祁祷5存二H削町l汀[ 5 (  兵 I，t判!

ｊｊ［ 往 ｊｻｾ ｊ 弘 安井 武司 ｅ 建 築 事 務所 ｬ 吋

入 曾 者

曾 員

川 勝 世II 三 君 (¥: 吉 l長握手 lpmf 54i ( λ 阪 lh 瞥後日，1; 主主

築課 〕

鳥 井 十(守政τ i 兵mo: ¥¥係武/ l I ( 郡 御 影II IJ 字相11851( 兵fl l
i

l降、建築課〉

市木
i!;(之 助対 住 吉 !日;川 滋ンドIlI f 8，2 ( 東 洋 ifMJi 株式

令 長l:)

ｾ 害鳥英太 郎 君 京 都 市 ，¥， 糸 l話射 川 J凶 六 角 下 ノι

長 谷 川 熊 吉 常 利 ｩ 戸ｲＱ ￭ 林田 区 Ｑｬ ｾ 池 ｉｉ ｬｦｬ ノ Ｔ Ｘ

族向 f!「JF .良li 京 市!i戸 市役 所 管給 ぶ

; 立問 若手治郎君 尼崎 市 東 桜 木 IIlf59( 大阪府管給涼〕

小 竹 茂君北臥相 生 町 ＲＸ ｾ 大 阪府 聖 子 特認〉

同 ( 地方在住 )

平日EE 友吉君 松江 fli )l p j; :  II Ij 5  ( 松江市 崎託〉

。 Ｎｉｦ Ｆｆ ｜ｾ IF.14U ¥ 

U01!! 官制 t

丸 花 才 治 '1¥・

帝終沖2諜果〕

-11: l.w.; i%' J-j J : 問j・5 / 46( コ ロイ ド七 メ

ゾト工業所〉

!の下小阪 IIIJ 中小 阪458( 日本厚型ス

レー ト株式合紅〉

府下 北河内郡守 口P1J 守口 283( 大 阪

府聖子第部建築課〉

f - I 比文総 :(¥' J ; ( 都市 in X区北白 11¥小ki P1
r 50 ( (-1: 

友合資合品上地['.Ij' jij来〉

俊 雄 1f { 犬 1l 東淀川 l豆十 三 西 之町 1 ノ276山崎方

( 大阪 l川容量長昔日正i: Z史認〉

柳 田 炎 巴うたO(J ; I(i 下 :11: 河 内郡経路村大字中似2818

( 京阪匂主主鍛 造株式合前¥;)

退 曾 者

。曾
員

J有 安 芸 - <1¥" H. 尻 良tff;'(!，' -&回 'iH・治君

ニトー鼠 弘 ｾ ￙ｉ｜ ［ ｎ ・ 7・t 山 l孫上 新 川 君1; 大 i草野 村 沢[ 前*1先物 I

角谷 夕、引1 -¥ 令 岡 三良l¥il 小林 武 夫君-

合 届J:i五}
T守J J.::古;l n:; ;1;: U1¥ {¥ -) i ] 橋俊一沼 森 元 政 ｴ ｪｾ 零

特別賛助員

吉 rn 健 治 'P; i!1t詰ii: I眼前手1

制ヲ|二 隆造 '11・ rJ i9ト!以'1' IIlf ;相I 従807
1 同 ( 地方在住〉

開 港 三良1¥沼 旭 ｜ｉＮＺｾ北 ｩ ｬ ｬｨ ｩ 、 町 Ｓ Ｓ ノ Ｒ 市 岡 ｾ ｪ ｾ ＧＺｚ＼Ｚ ｾ ｜ 古 橋初 ＱＱ 大虫 Ｑｩｾ ｜Ｇ i度滋 i究員1¥1才

小 嗣 粉 若 .Je- I，¥( 綜式日cn日:t，lJ '泣付!' (/-r!. 古11" ｾ｝ｴＲＲ＠ 特別賛助員

8  

普通貨劫員

大 村祭ム良i; 手.t ) ;( 都 r1i J4と1111ば! 引1]" j出ノ、和大路 J4[

日EtT工務 J，lf 内

f!I El Iがin¥;市 1¥ 策 決 川 ｉ｜ ， ｜ｾ航 Ｂ Ｍ Ｚ ｊ 北 泌 Ｒ /  37( 手1111.1，，(務

五日〉

大橋 f t1胡1¥' ｊｓ ｦ ぬｲｊ ￭ ｬＧ ｾ ｉ Ｉ ［Ｈ ｬｉ ｬ ｪￏ ＷＹ ノ Ｓ

'i'I' !'-止勝之制若 蹴 l刈l係戸 別11市 イト 11 II lr 1  ( iJ1;i 也Ml九州

ｾ ｊ ， ｬｦ＠

f，!f!ll J- 瓶三自1¥明

。普遁賛助員

僻j lJ l 忠司t 'l ¥

ｉＢｾｊ 木市太 郎 Ｍ ｮ

吻，ヲ.  il(，( D)I '1¥ 

相il

，!.¥i:  J1 弓郎日 大聖子 竹- '(3，

以 本 医治 11 川 床 静 夫 'fl

願、 ひ

IVJ 石 化 ー沼 市 Ｑ Ｑ 戸 ｲＱ￭ ｾ を Ｉｬ ｛ ｉ｜Ｚ ｾ＠ 旋 回 IIIf 2 ノ345 f' 川 合 貝 J ) 御 (I: Ni f l 下 不 IVJ に 1・f 御 存 知 の御方 i土事

小 林 法 治 n 京 都 diーとJ;( ｜ Ｎｴｉｾ＠ Ｑ ｴ［ ￭ｩ ｾ＠ j凶 I¥"， 7J，卜J ι 恒 子 務所迄御一 、 Ｑ ＱＱＮを 御 ｾｉ ｩｵ Ｇ rl'l上 げ ます

PIJ  

笠l刈 jヌ必 01¥' W¥品|持労111]" 2 ノ60 板 野ム;尖 方 ( 多 I

二亡率! 千木工所〉

合 民

主1-i凶主主lVl .D.

jjijl I l  泊 券 Ｚ Ｑ ｾ

河)J ;[ 良一良1¥君

正富山 i riil 占，jli i¥ 

出iM 7: :j 介 1¥・

反 応 哉 必 需

ゑJJ ;i 俊 ('1' 1¥
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